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１




「止められない！　操あやつられているのは確かなのに」

「催さい眠みん術じゆつなんかじゃ、ありません！」

「ほら、言ったとおりですわ！　身体が勝手に武器を……ぁぁあああ、避よけて、ですわぁああ！」

　西へ向かう国道を走るトラックの荷台。

「剣姫マスターサムライ」たち、後ご藤とう又また兵べ衛え、服はつ部とり半はん蔵ぞう、直なお江え兼かね続つぐの三人と、

「ウキュ、ウキュゥ!!」

　一匹、猿さる飛とび佐さ助すけが乗っている。

　海路の柳やぎ生ゆう宗むね朗あきらたちと分かれ、陸路で京へ向かっている途と中ちゆうだ。

　ところがとつぜん何者かに操られ、めいめい武器を取って身近な相手に打ちかかる事態を止められない。

「これは……間ま違ちがいない」

「敵の『剣姫マスターサムライ』のしわざです！　でも、どこから攻こう撃げきしてくるのか」

「攻撃って、どんなですの！　勝手に他人に斬きりつける技わざでも、どこかで仕込まれたって言うんですのぉ!?」

　言いながらも、又兵衛は五ご丈じよう鑓やり、半蔵は忍者刀、兼続は大おお槌づちで、それぞれ攻撃を繰くり出だしていく。

　そのうえ、相手の攻撃も避けなければならない。

　まるで自分の身体が自分のもののようでなく、自由にならないばかりか、あちこちに手足を引っ張られているようで……。

「わかりました！」

　半蔵が声を上げる。

　全員が、半蔵を注視した。といっても、身体は思いどおりにならないので、せいぜい首を回すか視線を向けるだけだが。

「どういうことです」

「わかったら早く教えろですわぁ！」

　そうするうちにも、又兵衛の五丈鑓がなんどもトラックの荷台を貫つらぬき、兼続の大槌が横よこ殴なぐりに襲おそう。半蔵は、

「ここへ来る間に、なにかを仕込まれた形けい跡せきはありません。それはわたしの、『月』の能力で、走査済みです」

　やはり、忍者刀を振ふるいながら言う。

　半蔵は「月」の属性を持つ「剣姫マスターサムライ」。相手が生き物だろうと無機物だろうと、内部に浸しん透とうし、一体化することができる。

　ただし、自分の身体を自分で調べたり、浸透させたりはできない。

　また、一体化するほど完全に相手の内部に入り込むことは、極度に「氣」を消費するため、一日に一度程度しかできない。

　この場合半蔵は、又兵衛や兼続を攻撃している最中に、かろうじて相手に触ふれることで、その肉体の中までも走査、つまりスキャンして調べたのだ。

「いつの間に。しかし、この身の中に何も潜ひそんでいないとわかったのは、せめてもの僥ぎよう倖こうでした」

「勝手にひとの身体を探さぐるなですわ！　でも……なんとかしてですわぁ！」

　又兵衛、兼続のふたりに半蔵は、

「ほかにもわかったことがあります！　それは……」

　言うと、視線を佐助に向けた。

「ウキュ!?」

　戸と惑まどう佐助。

　しかしなにかを感じたようだ。

　半蔵の意図は伝わっていた。

「……キュゥゥ」

　佐助が目を閉じる。「氣」が小さな身体の中に横おう溢いつすると、漏れ出し、ひと回り大きな人型を描えがく。

　次の瞬しゆん間かん、佐助は「剣姫マスターサムライ」の人間体となっていた。

「お猿さるさんが！」

「たのみます、佐助さん！」

　しかしこの姿は、わずかな時間しかもたない。「将」たる宗朗と遠く離はなれているいま、一分もつかどうか。

　限られた時間を、佐助は能力の発現に費やす。

「キュ……」

　佐助の「氣」の属性は「草木」。

　いまのように走行中のトラックの上では、その能力は限りなく使いにくい。

　道を少し離れれば街路樹や雑草などはいくらでも生えているし、舗ほ装そう路ろの下にも木の根くらいはあるかもしれない。

　しかし、時速六十キロを超こえる速度では、それらに「氣」を作用させてなにかをうながすこともできない。

　まして、なにもない空間から木や草を出すこともできないのだから。

「どうするのですか」

　又兵衛がつぶやく。

　半蔵、兼続も見守る中、

「え」

「これは……なんですの？」

　空気に変化が現れた。

　走行中のトラックの荷台だから、絶えず風が吹ふき付つけてくる。トラックが走る速度がほぼそのまま風の風速になるからだ。

　それが、

「見える。わたしの、手から」

「わたくしの脚あしからもですわ！」

　又兵衛や兼続だけではない。半蔵も。全員の手足に、紐ひものようなものがくっついている。

　紐、というよりももっと細い、糸だ。

　あまりに細く、しかも透とう明めいなので見えなかった。手足から上へ、空へと伸のびていた。

　その糸を、

「キュゥ！」

　見えるようにしたのは佐助だった。

「糸に、なにかがびっしりとくっついています」

「種、ですわ！　それも、少し芽が出かかって！」

　まさしく種だ。

　空中には、無数の微び細さいな植物の種が飛散、浮ふ遊ゆうしている。目に見えないほどの菌きん類るい、藻そう類るいなども多い。

　それらはすべて植物。

　佐助は「氣」で空気中の種を発芽させた。

　変形し、大きさを増した種は、「剣姫マスターサムライ」たちの身体から伸びた糸に付着する。糸じたいは透明でも、発芽した種がついて可視化されたのだ。

「この糸が、わたしたちの手足を動かして」

「同どう士し討うちをさせられていたんですの？」

「わかってしまえば単純なタネです。ぁ、シャレではありません。まさしく手品のタネ、という意味ですよ」

　変なところに念を押おす半蔵。

　いずれにしても、

「タネがわかってしまえば、こっちのものですわ！」

　と兼続。大槌を振りかぶる。

「糸を切るなら、鑓やりのほうがいいでしょう」

　又兵衛も鑓をかまえた。

　いっぽう、殊しゆ勲くんの佐助は、

「キュゥゥゥ……」

「佐助さん！」

　多くの「氣」を使いすぎたのか、縮むようにもとの猿体に戻もどる。ふらついて倒たおれるところを、半蔵が危あやうく抱だき留とめた。

「佐助さんの勇気と、はたらきを無む駄だにはしません」

　荷台に佐助を横たえると、

「流星小破斬！」

　かけ声とともに、半蔵がその身を回転させる。制服の装そう甲こうスカートがひるがえり、中から無数の小手裏剣が飛び出した。

　空気を切きり裂さいて飛ぶ手裏剣が、やはり無数ともいえる糸を軽々と断たち切っていく。

「うっ」

「やりましたわ！」

　又兵衛、兼続の手足から伸びていた糸も断たれ、ふたりは自由になる。同時に、残った半蔵の手足の糸も、

「ふんっ！」

「とぉおおりゃぁああっ、ですわぁ！」

　又兵衛が五丈鑓を、兼続が大槌を繰り出して、切断した。

「ざまぁ見ろですわぁ！」

　胸を張る兼続。

　又兵衛と半蔵も自信に満ちて口元に笑えみを作る。

「次は糸を使っていた、わたしたちを操っていた者を引っ張り出す番ですね」

「引っ張り出すというより、引きずりおろす、が近いかもしれません」

「ウキュ、キュゥ！」

　全員が、糸が伸びていた頭上を見上げる。

　曇どん天てんの空が、三人と一匹を見下ろしていた。
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「霧きりにまぎれて来るつもりじゃ、油断するでない！」

　幸ゆき村むらの声が飛んだ。

　こちらは海路で京へ向かう宗朗たち。

　テニスコートが何面もとれそうな船の最上甲板は、海からの濃のう密みつな霧でおおわれ始めていた。

「みんな固まって！　周囲を見張るんだ！」

　宗朗の掛かけ声ごえで、全員が背中を合わせて外向きの円えん陣じんを作る。

「お兄ちゃん、なんか変だよ！」

「この霧も、敵の攻撃だっていうの？」

　十じゆう兵べ衛え、千せん姫ひめが、それぞれ大た刀ちや薙なぎ刀なたをかまえながら言う。ふたりとも、油断なくあたりを見回していた。

「わからぬ。が、単純な仕し掛かけほど奥おくが深いとも言えるのじゃ」

「単純？　ならかんたんそうだよ、ゆっきー」

「見破るのも容易なはずじゃない」

　十兵衛、千姫の言に、

「そうではない。複雑な装置やはかりごとほど、突とつ破ぱ口こうさえ見つければ弱点を突つくのはたやすいこと。複雑なだけに、さまざま脆ぜい弱じやくな部分を抱かかえておるものなのじゃ」

「そうか。それに対して、単純な仕組みほど隙すきがない」

　幸村が答え、宗朗もなっとくする。

「たしかにそうね。ぶったたくだけ！　とかだったら、仕組みもなにもないもの……ぅん？」

　言いながら、千姫が気づいた。

「来たわよ！」

　声を上げたときには、全員が把は握あくしていた。霧の中に浮うかぶ黒い影かげが、とつぜん目の前に現れたと思ったら、

「っ！」

　手にした大刀を袈け裟さ懸がけに振り下ろして来る。

「いかん！」

「かわすんだ！」

　瞬しゆん時じに四人は飛とび退のき、あるいは身を低くしながら滑すべるように逃のがれる。

　同時に、

「桜おう花か扇せん舞ぶ昇しよう！」

「爆ばく炎えん穿せん破ぱ！」

　幸村が大鉄扇で強風を作り出す。

　千姫は薙刀から雷かみなりをほとばしらせ、影へとぶつけた。

　一いつ瞬しゆん、敵の影がゆらめき、消える。幸村はさらに追い打ちをかけるべく、大鉄扇を、

「扇せん投とう擲てき飛ひ空くう離り！」

　振りかぶると、いっきに二本とも飛ばした。

　開いた扇が円えん盤ばんのように鋭するどく飛び去る。しかしブーメランと同じに、必ず主のもとへ戻って来る。

　敵を斬り裂いて。そのはずだが、

「手ごたえがない、じゃと？」

　戻った大鉄扇をつかみつつ、幸村がいぶかしむ。振り返りながら、

「千、おぬしの爆炎攻撃はどうじゃ」

　尋たずねるが、背後はもう霧で満たされて、幸村ひとりが取り残されている。

　背後の霧に気配があった。

「宗朗、そこにおったのか。……ぅん？」

　いっぽう、

「なによ、当たったはずなのに！」

　千姫のほうでも同じで、薙刀を引き戻しつつあたりを見ると、

「やだ！　どこよ、おチビちゃん、幸村！　宗朗、十兵衛！」

　声までが霧に溶とけていきそうになる。

「ウソ、見失った？　たった数歩も踏み出してないのに」

　一瞬、呆ぼう然ぜんと霧の壁かべを見つめた。

「なによ、そこにいたの？」

　そして、

「お兄ちゃ～ん！　ゆっきー！　千姫さま～！　さっきからみんな、どこ行っちゃったの？　十兵衛ひとりでこんな霧の中、どっちへ行ったらいいのか、ぜんぜんわかんないよぉ」

　こっちもまた、さまよい歩く十兵衛。

「霧が出て来たと思ったら、みんなすぐに見えなくなっちゃうし。十兵衛を置いて船の中へ入っちゃったのかな。だったら十兵衛も」

　ほとんど一メートル先もよく見えない濃のう霧むの中、手て探さぐりで進むうち、

「ぁっ！」

　床ゆかの突とつ起きにつま先を取られて、前のめりに転ぶ。

　かろうじて床に手を突くことで支えたが、

「痛ったぁーい。なにが落ちてるのぉ？　もう、危ないよぉ……あれ？」

　床を探る十兵衛の、目の前に手が差し出された。視線を上げると、

「お兄ちゃん！」

「危ないぞ、十兵衛。ちゃんと手をつないでないと。ほら」

　宗朗がかがむように手を伸ばしていた。

　その手をつかんで立ち上がろうとする十兵衛。しかし触れるすんぜん、

「え？」

「どうした十兵衛。早くみんなを捜さないと」

　ためらう十兵衛を宗朗がうながす。

　しかし十兵衛、首を振って、

「お兄ちゃんじゃない」

　言った。じっと宗朗の目を見つめる。

「十兵衛……困ったな。ぼくは」

　なおも手を差し出す宗朗だが、しばらくして、

「ふっ、無理か。よくわかったな。ほめてやるぜ」

　かがめた腰こしを伸ばしてまっすぐに立つと、「宗朗」は十兵衛を見下ろす。その顔も、徐じよ々じよに宗朗のものから変わり始めていた。

「やっぱり」

「自信あったんだがなぁ。オレの霧は『氣』をある程度遮しや断だんするから、近づいても気配を気取られるおそれはない。お互たがいの『氣』を感じにくくなるから、こうやって化けても、ふつうは気づかないんだぜ」

　その顔もまた、霧で作られていたことがわかる。

　もっといえば顔の表面にまとわりついた霧が、光の屈くつ折せつを変えることで自在に顔を作り出す。

　造形ではなく、顔を映すスクリーンのようなものだ。

　まだ顔がはっきりしない。

「誰、なの？」

　十兵衛はもう立ち上がっていた。対たい峙じする。

　さっきまで「宗朗」だった者の、目だけが光る。

　笑う。

　しだいに別の姿をはっきりと現し出していく。

　茶ちや筅せんに結ゆった髪かみ。しかし前まえ髪がみは、顔を半ばほどもおおっている。

「オレか。オレの名は……六ろつ華か閃せんがひとり、越えち後ご少しよう将しよう松まつ平だいら忠ただ輝てる！」

　名乗りとともに、霧の中へと消えていく。




　新緑の気配が春を報しらせる。

　やわらかな日差しと、あたたかい空気があたりを包つつむ。

　わずかに小高く盛られた築つき山やまの頂に、まばらな木々に半ば囲まれて、かんたんな東あずま屋やが編まれていた。

　それだけなのに、人の目からは東屋やその周囲が、すっかり隠かくされて見えない。

「上総介と、姫ひめが」

　白い狩かり衣ぎぬの、その人が口を開くと、枝にとまっていた小鳥もさえずりを止めて小首をかしげる。

　虫までが歩みを止め、聞き入るように見えた。

「ふたりともに、楽しくてしかたがないいうふうでしたよってに」

「待ちきれなかったみたいだしね」

「しかたないんじゃない。でも、ほどほどにしてほしいけど」

　次々と声が返って来る。

　それと同時に、声の主が姿を現す。ふたり、三人。しかし誰もが、ずっとそこにいたようにたたずんでいる。

「ふたりはいまどのあたりに？」

　烏え帽ぼ子しの先に虫が止まっても、気にするふうはない。

「尾お張わりの海に入るところ、と聞いたかな」

「陸路もそのあたり。三河の東あたりらしいわね」

「ふたてに分かれてですか。おもしろい」

　答えを聞いて、その人は顔をほころばせる。

　ふと触れた木の幹が、すぐそばの小枝を震ふるわせたと思うと、その先につけたまだ小さく固かたかったつぼみを膨ふくらませ、やわらかく花を開かせた。

「心配しないでええのん？」

　と問うのは、忍者装束に身を包み、顔までも隠した少女、細ほそ川かわ興おき秋あきだ。

「えー、心配いらないよね。べつべつだって、あのふたりだものー」

　いちばん小こ柄がらな、御み宿しゆく勘かん兵べ衛えが言う。

「心配って、柳生道場の連中をぜんぶやっつけちゃうことのほうじゃなくて？」

　とは大おお谷たに吉よし治はる。ここでは車くるま椅い子すに身を沈しずめている。

「そうですね」

　そのどちらでも楽しい、というように、その人は視線を巡めぐらす。

　東へ、いままさに近づいて来ている、その方向を見ているようだ。

「楽しみなのは、お上のほうかいな」

「無理もないわよ、だって、初めてなんだよねー、会うの」

「生まれてから最初の対面もまだだったんだものね。わかるよ」

　次々にかけられる言葉も、通り過ぎていくようで、しっかりとその身に染しみている。木の枝は、ますますその花を遠くの枝までも咲さかせて行く。

「ええ、楽しみですよ。会えるのが。会って、我わが手で……」

「自分の手で弑するんか、悪あく趣しゆ味みやなー」

「そんな言葉、使っちゃダメぇなの！」

「ぼくはいいと思うけど。まぁ、命じられれば、もっと本気出したのにな。でもそれはぼくの仕事じゃなくて……」

　吉治が目を向けようとして、思いとどまる。

　その視線の先には、御ご所しよへ続く小道が九つ十づ九ら折おりに続いていた。

「柳生宗朗……」

　つぶやくその声が、どこまでも空気を震わせて伝わっていく。そんな錯さつ覚かくさえ起こさせる。

　いっせいに開いた木花が、花びらを散らして風に舞まう。




３




「いつまでも隠れていないで」

「出て来てください！」

「ですわ！」

「ウキュゥ！」

　見上げる三人と一匹。

　まだ走り続けているトラックの荷台。

　その上にいる「剣姫マスターサムライ」たちの手足に見えない糸をつけ、操るとなれば、真上からしか考えられない。

「よく見えませんが、なにか」

「ええ、あるみたいですね」

　しかし、そんなところに敵がいるのだろうか。

「どうやって姿を隠しているのでしょう」

　又兵衛が口にすると、

「それは、あれですわ！」

「あれ、とは」

「あれはあれ、ですの！　えーっと、そう！　鏡ですわ！　鏡を張って、自分の姿が見えないようにするんですわ！」

「それでは鏡にはわたしたちが映ってしまいますよ。半はん透とう明めいのミラーでも変ですし」

「ウキュ！」

「わかりましたわ！　空を映した液晶画面を下に向けているんですわ！」

「その液晶画面は、どうやって浮いているんですか」

「浮いて……そ、それはですの、飛行機が、ジェット噴ふん射しやの、ヘリコプターで」

「はぁ？」

　さまざまなツッコミに、徐々に顔色を赤くしたり青くしたりする兼続。とうとう、

「ぁあ、もう！　どうでもいいですわ！　考えるより、こうやってみればすぐ、わかりますわぁぁああ！」

　大槌をかまえると、大きく振りかぶる。

　たっぷりと反動をつけて打ちかかりながら跳ちよう躍やくした。

「あ、兼続さん！」

「キュッ！」

　いっけんなにもない空へ。

「とぁぁああああ！」

　横殴りに大槌を振るう。

　しかし手ごたえはほとんどない。

「なん、ですの？」

　けれど兼続は感じていた。ごくわずか、しかし鈍にぶい感かん触しよくが伝わって来る。それは、

「風船？」

「です、ね」

　トラックの上空に透明な風船が浮かんでいた。

　この速度でも吹き飛ばされないのは、トラックの荷台前部から例の糸で繋つながれているからだ。

　しかし糸は佐助の能力で半ば可視化されていた。風船のほうがよく見えないのは、数十メートルの高さにあったため。

　それを、やみくもに振り回す兼続の大槌がとらえる、というより引っかけた。大槌にからまった風船が、奇き妙みような手ごたえを兼続に伝えていたのだ。

「わかってみれば単純な方法」

「でも、風船をやっつけたいわけではありませんし」

「そうですわ、かんじんの敵はどこですの？　それともやっぱりこのトラックには乗っていませんの？」

　操られていたこととその仕組みはわかったものの、敵を見つけられなくては攻撃もできない。

「もう、逃にげてしまったのでは」

「だといいんですけれど」

　わずかに緊きん張ちようがゆるみかけた、そのときだった。

「ウキュ!?」

　とつぜん佐助が声を上げる。

　全員がそれに驚おどろいて振り向いたときにはもう遅おそかった。

「キュゥゥゥゥ！」

　荷台の縁ふちに立っていた佐助が、急に背中から引っ張られるように姿を消した。

「佐助さん！」

「なんですの、どこへ!?」

　思わず荷台から身を乗り出し、車外を見下ろす又兵衛と兼続。しかし、

「いけません、まだ動いては！」

　半蔵の警告が、そのとおりになった。

「うっ！」

「きゃぁああっ！」

　ふたりともに、伸ばした首や肩かたをつかまれ、やはり引っ張られる。そのまま車外へ投げ出された。

「又兵衛さん、兼続さん！」

　身を乗り出したい気持ちを、半蔵はけんめいにこらえる。視界の向こうには、兼続の大槌が道路に転がり、跳はねて、遠ざかっていくのが見えた。

　それと同時に、

「ひとりになったね。どうする？」

　トラックの前方、運転席の上に現れる人ひと影かげ。

「あなたは！」

　振り向く半蔵。人影に対して向き直る。もう忍者刀は抜ぬいていた。

「残ったのはあなた、服部半蔵美よし成なりさん、でしたっけ。あ、わたしも名乗らなきゃね。初めまして。伊だ達て五い郎ろ八はと申します」

　そう言って軽く会え釈しやくする少女。

　足元までもありそうな長い黒くろ髪かみが風になびいている。

　セーラーカラーの黒い制服には血のように赤いスカーフ。逆に、血の気をほとんど感じないほど白い顔と手足。

「伊達、五郎八さん。……御所の、方なのですか」

　半蔵の言葉には迷いとためらいがある。

　手にした忍者刀の握にぎりが、わずかにゆるむ。

　しかし五郎八は、

「そこまでわかってるなら、答える必要ないんじゃないですか。ほら、あいまいなほうがいいこともありますよ。いちおうは徳とく川がわの臣、服部家としては、そういうことにしておきたいですよねー　陪ばい臣しんさん！」

　笑う。半蔵の立場を言い当てて、からかっているのだ。

　宗朗もそうだが、半蔵も、その家も徳川将軍家に仕えている。

　そして将軍家は、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの宣下を京の朝ちよう廷ていから受ける。将軍家とて、形の上では朝廷の一役職を戴いただいているに過ぎない。

　ましてその将軍家の家臣なら、朝廷の手の者に刃やいばを向けるなどあってはならず、いますぐにでも武器を捨てなくてはならない。

「ひとつ、聞きます！」
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　半蔵はまだ忍者刀を捨ててはいない。かまえも、微び妙みように崩くずれてはいるが、解いてはいなかった。

「なんですか？　ぁあ、猿と、大女さんと、トンカチの人ですか。四対一だとちょっと不利かなーって、降りてもらいました。この車に乗っているのは、五郎八と半蔵さんのふたりだけ。いいじゃないですか。ちょっと、楽しんじゃいましょうよ」

　そう言うと五郎八は両手をかざして見せる。

　その両手に、ごく細いクナイが指の間に挟み込まれて数本、光って見えた。

「そういうことでしたら、いたしかたありません」

　これで決まった。

　相手が戦うつもりで向かってくるなら、それを受けて戦うのが武士の習い。

　たとえ相手が御所の手の者でも、だまって斬られるのは士道ではない。

　半蔵はあらためて忍者刀をかまえる。その姿に、

「そう来なくっちゃ。ぁ、そうそう。よく五郎八の見えない糸を見破ったわね。あれはいい判断でした。だからあなたを残したのよね」

「おほめにあずかって、光栄です」

「空の風船を見つけるところまでもよかったわ。けど、五郎八が潜んでいたのは車の下。いったん糸を上の風船に通して、また下へ降ろす。わかる？　そこからあなたたちを操あやつっていた、ってわけ」

「詰つめが甘あまかった、ということでしょうか。けれど」

「ぅん？　けど？」

「このまま斬られるわけにはいきません。仲間を助け出し、戻らなければなりません」

「戻る？　大おお江え戸どにこれから戻るんです？」

「いいえ。戻るのは御お姫ひいさまのもと。半蔵は、死ぬときは御姫さまのおそばで、御姫さまに看み取とられて死ぬ、と約束しているのですから！」
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　半蔵の気き迫はくが、圧を上げる。

　全身に「氣」が満ちていくのがわかる。

　それを見た五郎八。

「ぁ、いいわねぇ。そうそう、そうでないと。『将』と離れて『氣』が下がってるからって、言い訳にしてほしくないし。まぁ、あっちのほうも、ダーリンがサクッとやってくれちゃってるんですけど」

「あっちのほう……まさか、宗朗くんのほうにも」

「うーん、しゃべり過ぎですかね。ええ。ふたてにわかれた船旅のほうね。そっちにあなたの主筋の、徳川千も乗っているのよね。でも安心してほしいな。ふたりとも、仲良く冥めい途どで、会えるでしょうから、ね！」

　それだけ言うと、五郎八は運転席の上から消える。

「！」

　半蔵が目で追い、振り向こうとした。しかし、首が動かない。いや、身体が動かないのだ。

「あれぇ、わかってないですねぇ。見破ったのはいいけれど、五郎八の糸、まだ使えるんですよ。それにこんどは一対一。仲間の能力で見えるようにしたり、断ち切ったりはもうできないんじゃないかなぁ」

　五郎八の髪がなびいていた。

　風のせいだけではなく、髪そのものが広がり、細密にうごめいている。五郎八が手をかざして、

「ほら、こんなふうに」

　指を折り曲げる。

「ぅっ……ぁああ！」

　半蔵が、自分のかまえた刀を自分に向けていた。切っ先が喉のどに迫せまる。必死に押し戻そうと抗あらがう。

「見えない糸は、五郎八の髪なのよね。髪はほら、いっぱいあるでしょう」

　足首までもある長い髪。

　それがなびいて、一部が五郎八のかざした手指にからみついている。そこから半蔵に伸びる髪が、途と中ちゆうから透明で見えなくなっていた。

「み、みくびらないで、ください！」

　半蔵はもういっぽうの手で素す早ばやくクナイを抜くと、自分の前の空間を払はらった。音もなく、髪の糸が切断される。

「あら、切ったんです？」

「見えなくたって、あなたの手を通して髪がわたしの腕うでにまきついているのはわかります。まっすぐ伸びているなら、途中の空間を切れば髪も切れます。『月』の力を使うまでもないことで……ぁあ!?」

　とたん、クナイを持った半蔵の手が後ろへ引っ張られる。

　とっさにかわしたものの、首をうっすらと薙ないで、赤い血の線ができる。そこから血が筋になってしたたり落ちた。

「誰が、髪の糸はまっすぐあなたに向かっているって言いました？　風船でわかったでしょ。いったん別のものを経由して髪を操作することだってできるのよ」

　空中の風船はもうない。

　しかし、この場がトラックの荷台である以上、囲まれている側そく壁へきなど、利用できる部分は多い。

「車体の、下を通って……!?」

　まっすぐに髪を伸ばしたと見せかけて、一部はトラックの車体の下を通し、半蔵の背後から身体に髪の糸をからみつかせていたのだ。

「下だけでなく、横からも通せるし、髪が通れる空きがあればどこだって通せるのよね。だから」

　五郎八は手を振ふり上あげる。

　半蔵の両りよう腕うでが空を切り、不可思議な形に折れ曲がる。

「あぁっ！」

　まさしく、糸で吊つられた操り人形のようだ。

「だから、一対一なら無敵なんです。わかっていただけたかしらぁ。くすくす、うふふ、ぁははははは！」

　五郎八が笑う。

　さいしょは口に手を当てて小さく、しだいに抑おさえきれない笑いが噴ふき上げて、背中を反り返らせ、顔を天に向けて大笑いする。

「そう、でしょうか」

　半蔵が返した。

　その手足は、やじろべえか案か山か子しのような形を取らされている。

「どういう意味です？　もっと、踊おどらせてほしいんですか？」

　さっ、と五郎八が腕を動かす。指先を使って、

「くぅ……！　ぅぁああっ！」

　自在に半蔵の手足を動かしていく。

　けんめいに力を込めて抗あらがいながらも、半蔵の手足はさまざまな形に動き、振らされ、次々こっけいな姿を取らされる。

「どうしたんですか？　口だけだったんです？　抗ってみてくださいよ。ほら、ほら、ほらっ！」

　しだいに大きな、荒あらっぽい動きばかりになる。

　ふつうの人間なら、それだけで関節が外れたり、筋をちがえたりしただろう。

　それだけでなく五郎八は、

「いままではやりませんでしたけど、こうやって手や足に五郎八の髪の糸を巻き付けているって、どういうことか、想像してほしいのよね。操るだけだって、思ってます？　もっと……」

　と言うと、ギュッと拳こぶしを握りしめた。とたん、

「きゃぁああっ！」

　ピシュ、プシュッ！　半蔵の手と足、それに首からも血が噴き出した。

「食い込むだけじゃないのよね。糸は刃と同じ。このまま首を落とすことだって、できるんだから」

　糸や紐ひもは巻き付ければ相手を操り、封ふうじることもできる。

　しかし同時に鋭えい利りな刃は物ものにもなって、斬きり裂さき、斬り落とすことも。

「ぁ、ぁあ」

「ほらほら、さっきの言葉、証明してみてください。言っただけなんて、許しませんから。だいいちつまらないでしょう？　ね、どうなんです。なにか言ってくださいよ。首、落ちちゃいますよぉ」

　五郎八が言うたび、髪糸のテンションが高まる。

　ピピ、ピ……。半蔵の首筋に、新たな赤い傷が走り、そこから血があふれてくる。

「……ません」

「えっ？　聞こえないんですけど。喉がつぶれちゃってます？　といっても、ゆるめませんけどー」

　また、五郎八が笑う。

　それを後目に半蔵。

「約束は、守ります。だから、ここでは死にません、と言ったんです。けふっ！　ごほ、ごほっ！」

「は？　なんの約束？　五郎八、約束なんてしましたっけ」

　ほおに指をあて、小首をかしげてみせる五郎八。

「あなたとの、約束ではありません。わたしと……半蔵と、御姫さま、との」

「ぁあ。死ぬときはいっしょに、とか、そういうのね。思い出した。どうでもいいことだから、忘れちゃってた」

「どうでも、いい」

「ていうか、くだらないですよね。死ぬときにいっしょもなにもないし、だいいちこの状じよう況きようでは、かなえられないんじゃないですか。あー、もうめんどうになって来てます五郎八。ちゃっちゃと終わらせて、ダーリンにいいこいいこしてもら、ぉ……」

　五郎八が自分の髪をあやつるために手に力を込めたときだ。

「髪がどこを経由していても、すべてわたしに繋がっている……つまり、わたしを中心に、伸のびているということと同じ、です！」

　半蔵が、自分から鋭い回転を作り出す。

　それはつまり、半蔵の身体に巻き付いている髪を巻き取ることにもなる。

「ぇ、きゃぁっ！」

　それだけではない。さらに、

「流星小破斬！」

　無数の小手裏剣をふたたび放っていく半蔵。

　髪を巻き取られることで、いっきにのめるように半蔵へ近づいてしまった五郎八。小手裏剣の雨を浴びることにもなった。

　小手裏剣は、半蔵の身体をとらえていた髪をすべて切断する。

「あああ」

「そこまでです！」

　髪を巻き取られて手た繰ぐり寄よせられ、至近距離から小手裏剣群を食くらう形になった五郎八。そのうえ、半蔵自身の忍者刀が喉のど元もとへ迫る。

　半蔵の大逆転。

　これで終局、と思われた。

　が、

「甘い甘い甘いんだよぉおお！」

　叫さけびながら五郎八が、断たち切きられた残りの髪を引き戻す。それは新たに半蔵を襲おそうのではなく、

「な……んですって!?」

　自分自身に巻き付いた。

　たちまち、五郎八の身体も顔も、黒髪ですっかりおおわれてしまう。

　そして髪が防ぼう御ぎよのクッションになって、半蔵の放った小手裏剣はすべて跳ね返されるか、威い力りよくを失って浅手に終わる。

「こんな使い方もできるのよね。便利でしょう」

　髪の一部が開いた。

　五郎八が目元だけをのぞかせる。

「なるほど、便利ですね。けど、これだけ近づけば！」

　半蔵と五郎八の距離は縮まっている。

　一足一刀の間合い。半蔵が一歩大きく踏み込むことで刀が届く。しかし半蔵は刀ではなく、髪でおおわれた五郎八の身体に直に触ふれている。

「うっ!?」

　こんどうめいたのは五郎八だった。

「『月』の力、浸しん透とう……！」

　五郎八に直接浸透して、すべての戦せん闘とう力りよくを奪うばう。

　究極の戦法だ。

　同時に半蔵の、残りのすべての「氣」の力を根こそぎ使い切るものでもあった。ところが、

「どう？　浸透できた？」

　五郎八が笑う。口元までも、髪の層を開いていた。
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「浸透、しない？　なぜ!?」

「このわたしの髪が『氣』を通さない絶ぜつ縁えん体たいになっているから。わかる？」

「それなら、あなたの『氣』も通らないはず。あやつることも」

「髪はただの糸とは違ちがうわ。外側が絶縁体で覆おおわれていても、中には五郎八の『氣』を通す生きた細さい胞ぼうが詰まってる、でしょ？」

　五郎八はさらに髪を開いて両手を露あらわにする。もう半蔵の手は、髪の中に引き込まれていた。

　笑え顔がおのまま五郎八が、

「これだけ近ければ、もう刀やクナイも使えない。こんどこそ終わりですよね」

　そう言うと、残りの髪も半蔵の身体に巻き付き、覆い始めた。

　振り払おうにも、半蔵にはもう「氣」が残されていない。

「ぁああ……御お姫ひい、さま！」

「会えるんじゃない？　冥途の道すがら。よろしくね、ふふっ！」

　あとは、五郎八の髪に全身を締しめ付つけられて息絶えるか、鋭利な刃物の髪に切り刻まれるか、そう思われたとき、

「そこまでですわ！」

　声が響ひびいた。

　同時に、トラックが減速し始める。

「なによ、まさかさっきの」

　五郎八が視線を走らせる。その間にもトラックはスピードを落とし続け、ついに完全に停車した。

「まさかとはなんですの？　まったく、いきなりほうり出すなんて、失礼しちゃいますですわ！」

　トラックの運転席側から身を乗り出すのは、

「兼続さん！」

「それだけではありませんよ」

「又兵衛さんも！」

「ウキュ！」

　ふたりに加え、佐助までが、荷台のほうからも顔をのぞかせる。

「あ、あんたたち、どうやって」

　いっきに現れたふたりと一匹に、五郎八の表情が険しくなる。それを、どこ吹ふく風かぜの態で、

「あーら、トラックの下にわざわざ隠れていたのは、どなたですの？　わたくしたちだって、落ちたと見せかけて、荷台の裏に身を隠すことくらい、朝飯以前ですわ！　ビフォーブレックファストですの！」

　兼続が胸を張る。

「わたしが手をつかんで引き戻したのですが」

「ウキュ、ウキュゥ！」

　どうやら、じっさいには又兵衛がまず荷台の陰かげに身を隠し、同じように落ちた兼続をつかまえたらしい。

　佐助も独自に、荷台の一部に取り付いていた。

「まぁ、それはよかったじゃないですか。正直がっかりだけど、いっぺんに始末すればいいだけのことだし、五郎八はなんとも思わないわよ。なんとも、なんとも、ね！」

　何度も強調する五郎八。

　やはり当てが外れて憤ふん慨がいしているのか。と思うと、

「それに……」

　ふたたび口の端に笑いを乗せると、とらえた半蔵をさらに締め上げる。

「くぅぅ、う！」

「仲間がどうなってもいいんですかぁ？　なんて、こんな手もあることですしぃ」

「なんという卑ひ怯きような」

「あんがいやることは汚きたないのですわ！」

　周りを取り囲むふたりと、

「ウキュキュ！」

　一匹に向けて、言い放つ五郎八。

「わかったら、武器を捨ててこのクルマから降りてもらおうかしら。ぅん？」

　そこで五郎八も気づいた。

　トラックはもう止まっている。

　あきらかに、兼続たちが運転手になにかしたからだと思われた。

「なんのためにクルマを止めたと」

「考えるといいんですわ。いま、ほら、考えなさいですわぁ！」

　突き付けるように五郎八に問とうふたり。さらに、

「ウキュ！」

　ちょうど佐助が声を上げた。そのときだ。

「なん、ですって……ぇぇ、え？」

　違い和わ感かんに五郎八が気づいた。

「ほうら、始まりましたわ！」

　髪かみが、急に膨らんでくる。自然に髪が膨らむわけはない。異変のもとは、髪の中にあった。

「な、なに？　なんなのよ、あああ？」

　芽が、出始めていた。

　五郎八の髪のあちこちから、菌きん類るいが芽吹き始める。さらには、ふつうに道に生える雑草の葉や茎くきまで。

「クルマを止めたので、地面からの『氣』が伝わりやすくなったのです」

「わたくしの『氣』を、ちょっと草木に分けてやるだけでこんなものですわ！」

「ウキュ、キュッ！」

　みごとな連係プレーだった。

　トラックを止め、「土」属性の兼続が地面を活性化させる。

　空気中の胞ほう子しや菌が髪に付着することは、これ以前に、佐助が透とう明めいな髪を可視化させたことでも実証済みだ。

　胞子を付着させたままの髪を、五郎八は身を守るため、自分の身体に巻き付けた。その胞子や菌がいっせいに発芽する。

　佐助の「氣」が直接、地面の上の草木につたわり、種子や胞子をさかんに吐き出させたことも、さらに拍はく車しやをかけていた。

「兼続さん、佐助さん……！」

　半蔵が目を見張る。その目がみるみる潤うるんでいった。

「わたしも、及およばずながら」

　そのうえ、又兵衛が自らの五ご丈じよう鑓やりをかまえる。矛ほこ先さきを、五郎八に向ける。

「刺さすつもり？　こ、こんなの、五郎八の髪、で……！」

　しかしもう髪は自由にならない。

　成長した菌類や草木にがんじがらめにされてしまっている。

　それでも、まだ比較的自由な足元から髪を伸ばそうとするのを、

「ふっ、ん！」

　目にも止まらない速さで、又兵衛が鑓を繰り出す。

　それは五郎八の髪や身体を直接刺すのではなく、

「み、水？」

　ごく細かい水すい滴てきとなって襲う。

　又兵衛の「水」属性による攻こう撃げきだった。

　たちまち、五郎八の髪がしっとりと水で濡ぬれて行く。そうなると髪ではなく、

「ウキュ、キュゥ！」

　菌類や草木の成長がいちだんと加速する。

　もう髪にからまるというより、

「きゃぁあああ！　ぁああ……！」

　塊かたまりとなった菌類に、五郎八のほうが取り込まれていくようだ。

「又兵衛さんも！」

　感激する半蔵に、

「動かないでくださいよ」

　こんどは直接、又兵衛が鑓を振るう。それは半蔵をつかまえている五郎八の髪をつぎつぎ切断した。

　成長する菌類に、半蔵までが取り込まれてしまうのを避さけるためだ。

「だいじょうぶですの？」

「キュゥ！」

　ようやく離はなれて荷台に倒たおれた半蔵に、兼続と佐助が駆け寄る。

「ええ、もう平気です。それより、あれは」

　半蔵が目を向けるのは、五郎八だ。

　それでなくとも、最適な気温でたっぷりと水分を与あたえられた菌類の成長速度は驚くべきものがある。

「ウキュキュ！」

　どうじにからみついているはずの、他の草木の葉や枝なども圧あつ倒とうして、菌類は爆ばく発はつ的てきに膨ぼう張ちようしていく。

　もはや、その中に取り込まれつつある五郎八。

「う、ぅぅ……ちょ、っと、助けなさいよ、見てないで！」

　ごくわずか、まだ菌におおわれていない顔の部分から、叫ぶ。

「あんなこと言ってますが」

「というか、このまま放置するとどうなるんですの？」

「ウキュ、キュ？」

　どうやらもう、佐助は能力を解除しているらしい。それでも一度加速した植物の成長はなかなか止まらない。

「いけません、情報をしゃべれなくなってしまっては！」

　半蔵が心配するほどだ。

「そうですね、そろそろ」

「助けてさしあげるといたしますわ。いーっぱい、京の御ご所しよのことでもしゃべってもらうとして……」

　そこまで兼続が言ったときだ。

　夏の入道雲のように、もくもくとしたかたまりと化していた五郎八が、さらにパンッ！　と一段大きく膨れ上がる。

　が、次の瞬しゆん間かん、

「ぅぅぅぅぅうううう！」

　逆に、内側へいっきに収縮する。

　それと引き換えのように、五郎八が飛び出して来た。

「ぬっ！」

「ウキュッ！」

　とっさに得物をかまえる又兵衛。その又兵衛の肩の上で、驚きながらも毛を逆立てる佐助。

　ところが、

「ぷっ！　っぁっははは！　なんですの、それ！」

　噴き出したのは兼続。

　それも道理。

　菌類などの圧あつ迫ぱくから命からがら脱だつ出しゆつした五郎八は、その代わりにほとんどすべての髪を失っていた。

　足首までも届く艶つやめいた黒髪は、いまや男子かと見まがうベリーショートに。しかも焦こげたような茶色に変化している。

　そのうえ、着ていた制服までもが菌に侵おかされつつあったため、これもほとんど脱ぬぎ捨すてる羽目に。

　その姿は限りなく、

「な、な、なによ！　じろじろ見てるんじゃないわよ！」

　生まれたままの姿に近い。

　かろうじて、ボロボロになった制服の一部で肌はだを隠かくすのがやっとだ。

「カゼひきますよ」

「キュキュ！」

　いちおうは気き遣づかっている又兵衛と、まだ警けい戒かいしている佐助。

「武器の髪もなくなったし、もう手立てはないはずです。おとなしく投降してくだされば、危害はくわえません」

　半蔵が呼びかけた。

　しかし五郎八は険しい表情でにらみつける。

「はぁ？　なに言ってんのよ。五郎八のきれいな髪、こんなにして、許さないんだからね！　ほんっと、許さないから！」

　ほぼ涙目で言うなり、トラックの荷台から飛び降りた。

「ぁ」

「ちょ、っと！」

　これは予想していなかった又兵衛と兼続。

　てっきりまだ抵てい抗こうするか、少なくとも戦意を見せている間は、かまえを解けないとみていたため、虚きよをつかれる。

「待ちなさいですわ！　って、走って逃げるつもりですの？」

　兼続が追おうとするが、

「そんなわけないでしょ、バカ！」

　姿を見せる五郎八。

　荷台の陰から現れたと思うと、ぐんぐんのぼっていく。その手には、

「風船？　まだあったのですか」

　さいしょのうち荷台の底に身を潜ひそめていた五郎八だ。風船にしても、予備を用意していたとしてもおかしくない。

「今日のは借りにしておいてあげる！　ぜったい返してもらうんだからね！　ぜったいぜったい返せ、バカどもぉ！」

　みるみると空高く、小さくなっていく五郎八。

　捨すて台詞ぜりふが空から響く。

　その五郎八に、

「ぅん」

　いったんは鑓をかまえながらも、矛先を下ろす又兵衛。

「突かないんですの？　『水』属性の水すい滴てき弾だんなら」

　兼続が尋たずねる。

　水滴弾とは、鑓先から迸ほとばしらせる水滴を、銃じゆう弾だんのように飛ばす攻撃だ。「水」属性の又兵衛ならではの技わざ。

　それで風船を狙そ撃げきすれば、五郎八を撃うち落おとせるかもしれない。しかし、

「もうずいぶん『氣』を減らしてしまいました。弾が届くか、撃ち落とせるかもわかりません。それに……」

「なんだか、みょうに憎にくめない気もしました。わたしも」

　そう言って又兵衛、半蔵が小さく苦く笑しようする。

「なんですの？　絶体絶命じゃありませんでしたの。わたくしたちが助けなければ……まぁ、いいですわ。いずれまた会ったら、またやっつけるだけのこと。髪の毛けのからくりもわかったし、こんどこそわたくし、直江兼続の完勝ですわね！　ほーっほほほ！」

　笑う兼続。

　半蔵の傷は、もう血も止まって薄うす皮かわが塞ふさぎ始はじめている。

　もともとの「剣姫マスターサムライ」の治ち癒ゆ力りよくもあるが、

「また……宗朗くんの『氣』が強まったように感じます。これだけ離れていても、まるで近くにいるみたいに」

　その言葉に、又兵衛もとなりでうなずいた。

「おーい、なにをしてるんですの！　もうこの運転手はダメですわ。クルマを止めるときに強くなぐり過ぎてしまいましたわ」

　トラックの運転席を覗のぞいていた兼続が呼びかける。

「ということは」

「え、またヒッチハイクですか？」

「ウキュゥ！」

　どうやら、西への旅はまだ苦労が続きそうだ。
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「オレか。オレの名は……六ろつ華か閃せんがひとり、越えち後ご少しょう将しょう松平忠輝！」

　宗朗もまた、忠輝の名乗りを受けていた。

「松平、忠輝……」

「おぼえておいてもらおうか。もっとも、忘れようにも忘れられねえだろうがな。冥途の土産に、って、な」

　身長は十兵衛と同じくらい。

　一見して、昔の西洋人のような奇き妙みような出いで立たち。身体にぴっちりした上着とズボンの、どちらにも金の刺し繍しゆうがびっしりと豪ごう華かに施ほどこされている。

　逆立った髪を茶ちや筅せんに結ゆわえているが、もみあげの毛などは肩かたにかかるほど長い。

　小麦色の肌。なによりも、太く凛り々りしい眉まゆや、きつく結んだ口元が、十代半ばほどの少年のように見える。

（男子、なのか。なら、「剣姫マスターサムライ」ではない？）

「きみは」

「おっと。御所の手の者かって、聞きてえんだろ。そこんとこは止めときな。オレも答える気はねえ。それがお互たがいのためってもんだ。わかるな」

　忠輝が言う。

　宗朗がうなずくと、忠輝はよろこぶように笑って、

「そうだ。なら話は早い。せっかくの戦いだ。楽しもうじゃねえか、なあ！」

　腰こしの大た刀ちに手をかけた。

「待て！」

「なんだ。まだ話があるのか。早くやろうぜ」

「正々堂々の勝負ならぼくは受ける。けれどこの霧は消してほしい」

　霧はいぜん強く濃こく、ふたりを包つつんでいる。忠輝の身体の表面を霧が流れると、そこだけが霞かすんで見えなくなった。

（霧の虚きよ像ぞうにだまされて、みんな危機に陥おちいっているかもしれないんだ）

　見つめる宗朗に、

「なんだ。オレの霧が気に入らねえってのか」

　忠輝がギザギザの眉を吊り上げる。

「そうだ。十兵衛や千姫さま、幸村も呼び戻したい」

　そこまで宗朗が言うと、

「それには及ばぬ！」

　霧の向こうから声がした。人ひと影かげが近づいてくる。ひとり、ふたり、三人……。それはまさしく、

「幸村！　十兵衛、千姫さま！」

「この程度で、たばかられるわらわと思うてか。まったく霧で顔を変えるなど、児じ戯ぎに等しいわ」

「わーい、ほんとのお兄ちゃんだ。よかったぁ！」

「まったく、千が宗朗を見間違えるわけないんだから。まぁ、そうね、声もそっくりに作ったのはほめてあげるわ。声は音の伝でん播ぱ。霧を通すことで変えられるってことね」

　霧ではぐれた三人だった。

　これには忠輝が驚おどろく。

「だまし討うちなんてする気はねえよ。ちょっと遊んでやっただけだ。それにしても早いな。もう少し霧の中で迷子になってるかと思ったが、な」

　との言葉に、なぜか赤面する千姫。

　上着の前をかき合わせて顔を背そむける。よく見ると、モジモジと膝ひざのあたりをすり合わせて、どことなく前かがみ。

「千姫さま？」

「ぁ、十兵衛わかった！　こう、なの！」

　十兵衛が千姫の背後に回ると、声とともに高々と上うわ掛がけの裾すそを跳ね上げた。

「ちょ！　っと、止めなさい十兵衛……きゃぁああっ！」

　千姫が悲鳴とともに、両手でお尻しりを押おさえる。

　しかし間に合わない。

「あ」

「見るでない、宗朗！　じゃがまぁ、いたしかたなし、かのお」

　千姫が赤面していた理由。

　上掛けの下に着ている制服。そのスカートにある。

　もちろんスカートは穿はいているのだが、その丈がいつもの半分もない。

　普ふ段だんから超ちようミニなのに、ちょっとでも動いたら下着のショーツが見えてしまう。いや、動かなくてももう手遅れ的な短さ。

「千姫さま、そのスカートは!?」

「幸村が悪いのよ！　勝手に千のスカートを……もぉお！」

「なにせ非常時じゃったからのぉ。許せ。そのおかげで、バラバラにはぐれずにすんだというもの」

　幸村が手をかざして見せる。

　その手に、白い糸が握にぎられていた。

　そしてその糸は、千姫のスカートの残りに繋つながっている。だけでなく、

「十兵衛も、持ってるよ！」

　はーい、と手を上げる十兵衛の手にも糸。

「え、ぼくも？」

　いつのまにか、宗朗の刀の鞘さやにまで、糸は繋がれていた。それももちろん千姫のスカートに繋がっているわけで、

「そんなにしたら、千のスカートの生き地じがなくなっちゃうの、あたりまえじゃない！　もぉ、バカぁ！」

「がまんせんか。霧の中で離ればなれにならない策じゃ。この霧はわれらの『氣』を阻そ害がいするようでな」

　幸村が説明する。

「普段ならわらわは霊視の術で、声も出さずにみなに思念を飛ばせるし、位置もつかめる。それができないとわかれば、なんらかの形でおたがいを繋いでおかねばならぬは必定じゃ」

「だから！　それがなんで千のスカートなのよ！　十兵衛にすればいいじゃない！」

「およ」

「ぁは、は。千姫さま、そのくらいに」

　苦笑しつつも、宗朗が目を離さないのは、

「よぉ。楽しそうじゃねえか。だがそろそろ、そのくらいにしてもらおうか！」

　もちろん、忠輝だ。

　どんっ、と足で床ゆかを踏ふみ鳴ならすと、

「柳生宗朗ってのがどんなのか、試ためしてみたかったがな。話ならあとでもできる。残り三人を片づけてからゆっくり、とな」

　ぎろりと四人を見回した。

　これには幸村も、

「おもしろい。一度にわれらを相手にするというか」

「いいわよ。霧くらいハンデで使わせてあげる」

「えっと、忠輝さんって……ううん！　十兵衛も戦うよ、がんばるの！」

　千姫、十兵衛もとたん、真顔になる。もとより、いっけんふざけているようで、つねに忠輝の動きには目を光らせていた。

「指名がなければ、わらわから行かせてもらうが、よいのじゃな」

「ゆずってあげるけど、千までもつかしら」

　幸村と千姫の言葉に、

「そう思うか？　だったら、試してみるんだな！」

　忠輝が腰の得物に手をかけ、抜き放つと、

「あれは」

　宗朗が目を見張った。

　濃い霧の中、相対していてもはっきりとは見えなかったが、ふつうの太た刀ちとはどこか異なるように思えた。

　忠輝がかまえると、それがはっきりとわかる。

「あれは！」

「サーベル、いや、サーブルか！」

　西洋剣の細身片刃剣であるサーベルよりも、さらに細い。サーベルは刀身が反そっているが、サーブルは一直線だ。

　かんたんに言えばフェンシングの剣だ。右手だけで持ち、半身にかまえて左手は体側につけるか流す。

　刀の鍔つばに当たる丸いガードもだが、その根本の柄つかも独特の奇妙な形をしている。これを、指をからめるようにして握る。

「そのような姿でサーブルとは、おもしろいのぉ。じゃが、どこまで通用するかの！」

　幸村が進み出る。

　両手の大鉄扇を盾たてのようにかまえた。

「いいんだぜ。オレはいっぺんに相手してやるから遠えん慮りよするな」

　いったん手元に引き寄せたサーブルを、目の高さにこちらもかまえる忠輝。

　これに対して、幸村と千姫。

「よかろう、見せてやるとするかの」

「ええ、見てなさい！」

　ふたり、顔を見合わせたかと思うと、叫ぶ。逆巻く「氣」に包まれ、取り巻かれて輝かがやく幸村と千姫。

　その衣装がはじけ飛ぶのと、新たな衣装が身にまとわりつくのが同時だった。そこに現れたのは、

「不ふ惜しやく身しん命みよう！　真さな田だ幸村！」

「典てん雅が流りゆう麗れい！　徳川千！」

　渦うず巻まく「氣」の光が吸い込まれるようにおさまると、それまでとは違った姿の幸村と千姫が立っていた。

「幸村、千姫さまも……」

　宗朗も目を奪われる。

　全体に、すっきりとした軽装。

　動きやすく、戦いやすい。「氣」の能力に目覚めたふたりの意識する、新しい戦闘形態、戦装束を具現化したものだ。

　いまや「剣姫マスターサムライ」の力で、どんな姿にもなれるといっても過言ではない幸村たちだが、実際には、ただなりたいという希望だけで姿を変えられるわけではない。

　それだと、豪華なドレスだろうが見たこともない奇妙な衣装だろうと、想像するだけで着ほうだいになってしまう。

　そうではない。

「わらわの『氣』の属性と戦う意志、なにより」

「『将』たる宗朗との間に流れる『氣』の絆きずなが、形を決めるのよ」

　そうしてできあがったのがいまの形。

　あらたに『氣』を操あやつる術を身に付けた半蔵や又兵衛、兼続、十兵衛たちの姿が変わったのも同じだ。

　気まぐれでも単なる好みでも、ましてファッションでもない、これしかないという運命の形、姿。

「ちょっと、かなり布地が少ないようじゃがのう」

「宗朗の趣しゆ味みが入ってるってこと？　まったく、ほんとはエッチなんだったら、ふだんからそういう気持ちを千に向けなさいよね……え、ぁ、んんっ！」

　つい口走ってしまい、咳せき払ばらいでごまかす千姫。

「どさくさに紛まぎれて、なにをはしたないことを申しておるのじゃ、この色ボケ姫が！」

「はぁ？　あんただってそんなに肌見せちゃって。お腹なかこわすから、子どもは腹巻でもしてなさいよね」

「なんじゃと！」

「なによ！」

「ぁあ、幸村も千姫さまも！」

　うろたえる宗朗をしりめに角突き合わせるふたりだが、

「くくっ、なにをやっておるのじゃ」

「ぷっ！　まったくよ、こんなときに」

　こらえきれずに笑い合う。

「ほよ。ゆっきーと千姫さん、笑ってる。十兵衛も笑っちゃうよ！」

　十兵衛がいっしょになって笑う。
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「おい、なにを笑ってやがる！」

　噛かみつく忠輝。

　戦っている最中に、相手がふざけあって笑っているのだから、もっともだ。

「そうじゃった。すまなんだな。つい」

「ええ、気持ちが軽くなって、よけいなことまで言っちゃったみたい。それっていうのも、そう、宗朗が千の中いっぱいにつまってるみたいな、豊かな『氣』の流れのせいなのかしら」

「じゃからそれがよけいじゃと……霧の攻略法を探るための時間かせぎじゃったが、まあよい。ここからは尋じん常じようなる勝負。もはや先ほどのようにはいかぬぞ」

　幸村が大鉄扇を向ける。

「おもしれえ。お望みどおりつぶしてやるよ。もとより手加減はしねえ。きっちりとどめも刺すから覚かく悟ごするんだな」

　忠輝がサーブルを胸に、霧の中へ沈しずんでいく。

「油断しないで！」

　千姫が声を上げ、薙なぎ刀なたをかまえる。

「うん！」

　十兵衛も刀を抜く。

「しかしもはや変装は通じぬ。いかがして来るつもりじゃ」

　幸村は大鉄扇を防ぼう御ぎよの盾としてかざした。

「そうね。この霧でも幸村や十兵衛がはっきり見える。宗朗からの『氣』が糸を通じて伝わって来るし、霧の妨害効果を無効にしているのね」

　千姫も言う。

　いまはお互いをはっきりと視し認にんし、感じることができる四人。となれば忠輝の変装は無意味だ。

「そうかな。オレの霧は、成りすますだけの道具だと、思ってんじゃねえぞ！」

　声が響いた。

　と同時に、サーブルをかまえた忠輝が霧の中から現れる。

「来たわ！」

　千姫が薙刀を、払はらいの型に振ふりつつ踏み込んだ。

「気をつけて、千姫さま！」

　宗朗を中心に、三人が、ある程度の距きよ離りをとって、三角形の頂点にあたる位置をとっている。お互いを視認できるいま、背中が触ふれるほどの円えん陣じんを組む必要はない。

　そのうえ、

「そこじゃ！」

　幸村が大鉄扇の片方を投げる。そんなふうに、互いに加勢しあい、とっさの助勢もできる。

　しかし、

「はぁ？　どっちに投げてる。こっちだこっちだ！」

　声とともに、幸村の間近に忠輝が迫せまっていた。

「な！　んじゃと！」

　驚きの声をあげる幸村。

「危ない、幸村！」

　千姫は幸村を気遣うが、その千姫の前にも忠輝が現れる。とっさに薙刀は目の前の忠輝に向けられる。

　これでは幸村の窮きゆう地ちに対応できない。

　幸村のほうはと言えば、すでに投げた一枚で、武器である大鉄扇は残り一枚しかない。

「くっ！」

「ほらほら、どうした、これまでか！」

「ゆっきー！」

　十兵衛が割って入った。刀の嶺みねを忠輝に叩たたきつける。

「でかした、十兵衛！」

　だが、

「えっ？」

　忠輝が霧のように消える。

「後ろよ、十兵衛！」

　そうする間にも、こんどは十兵衛の背後に現れる忠輝。

「背中ががら空きだぜ！　どうだ！」

　迫るサーブル。刺突ではなく上段からの斬きりつけだ。

「十兵衛！」

　同時に叫さけんだのは幸村と千姫だ。しかしふたりともに反応できない。十兵衛を助けられない。

　十兵衛のとった行動は、

「ひゃっ！」

　転んだ。

　それが防御のためなのか、本当に転んだのかは十兵衛しかわからない。

　幸村を助けようと、無理な姿勢から飛び込んだのが転てん倒とうにつながったのはじゅうぶんありえる。

　いずれにしろ、

「ぬっ！」

　忠輝のサーブルは宙を斬った。

　ただし、二撃目がある。ふたたび振りかぶって来るところ、

「そうはさせないわ！」

「やらせぬ！」

　こんどは、千姫と幸村の救きゆう援えんが間に合った。薙刀と大鉄扇が、十兵衛の危機を救う。

「ふぁぁ、千姫さん、ゆっきー、ありがとう！」

「立つんだ十兵衛、まだ来る！」

「忠輝はどこへ行ったのじゃ」

　こうなると、全員でまた触れ合うほどの円陣を取るほかない。

　目の前の霧に目を走らせながら、

「霧の中を瞬間移動でもできるっていうの？」

　千姫が言えば、

「そこまでの能力とは思えぬ。そもそもこの霧じゃ。わらわが推測するに、船上を覆うほどの面積の霧を、同時発生的に忠輝が作り出しておるというのではない」

　幸村が答える。

「じゃあ、霧じゃないっていうの？」

「いや、成分は本来の霧と同じじゃ。たぶんに忠輝の『氣』を含ふくんでおるがの。霧の主成分、水分によって光線の屈くつ折せつを変えることで、他の人間に化けることもできたのじゃ。音声を変えるのも可能なのは驚いたがの」

「だったら、霧ごと」

「千姫さん、ゆっきー、見て！」

　十兵衛が叫ぶ。

　千姫と幸村も驚いた。

「はん、なにを驚いてやがる。そこまで解説できたんだろ。だったら、オレのこの姿も正体も、わかるはずだよなぁ！」

　忠輝が三人いた。

　霧に浮うかぶように、それぞれが十兵衛たちと相対している。

　それぞれがサーブルを手に、しかし表情も動きも違ちがう。鏡に映ったようにまったく同じではない。

「こんどはなんなの!?」

「そうか、一種の分身だ！」

　宗朗が言う。幸村もうなずいて、

「さっきわらわを襲ったのも、千や十兵衛を襲ったのも同じ理り屈くつじゃ！」

「分身、の術？」

「バカなこと言わないで。忍にん術じゆつじゃないんだから……そんな、何人にも増えるなんてあるの？」

　千姫が不安になって尋ねる。

「人間がふたり、三人と増えるわけではない。そのような技、われら『剣姫マスターサムライ』とて、不可能じゃ。あれは、霧に映した像であろう。人に化けることができるなら、自分の姿をいかようにも増やすことができるはず」

「そうさ。どれだけでもオレが増えるってことさ！」

　幸村の言葉に答えるように、忠輝が笑う。同時に忠輝が、三人からさらに四人、五人と増える。

「わああ、忠輝さんいっぱいだよぉ！」

　十兵衛の言うとおり、もはや数十人の忠輝が取り囲んでいた。

「どうなってるのよ！　この中のひとりが、ほんものの忠輝なの!?」

「そうやもしれぬ。じゃがこの中にではなく、霧にまぎれて別におるのやも」

　ふたりのひたいに汗あせがにじむ。

　お互いをつないだ糸と、その中を流れる「氣」によって、宗朗たちはお互いを間違うことなく認にん識しきできる。

　もう忠輝が化けた姿に惑まどわされることはない。

　しかしこんどは、

「忠輝がこんなにいっぱいじゃ……幸村、あんたの風で吹ふっ飛とばしなさいよ！　どうせ霧に映してるんだから！」

　千姫が言うが、

「それが、できぬのじゃ。霧を集めて来ておるのではなく、あやつそのものが霧をまとっておる。つまりあやつ自身が霧の中心じゃ！」

「じゃあ、どうなるの」

「幸村の暴風でも、霧の一部を吹き飛ばして、像を揺らがせるくらいしかできないってことなのか」

「うむ」

「待ってよ、霧をまとっているってことは、本体に近いほど霧が濃いってことよね」

「そうじゃ。千、おぬし、何を考えておる。ぅん？」

　そこまで言って、幸村もなにかに気づいた。千姫と目をいっしゅん合わせる。

「来るよぉ！」

　十兵衛が警告した。

「なにを考えたって無む駄だだぜ！　この霧がある限り、オレには手出しできねえ！　影かげのオレに攻こう撃げきしたり守ったりしているうちに、本物にばっさりやられる寸法よ！」

　複数の忠輝がいっせいに襲い掛かる。

　その数はもう数えきれない。

「ひゃぁああ、もうダメだよぉ！　ゆっきー、千姫さん！　お兄ちゃん！」

　刀をかまえながら悲鳴を上げる十兵衛。

　千姫は、

「いいわよ、幸村！」

「心得た！　桜おう花か扇せん舞ぶ昇しよう、剣の舞まいじゃ！」

　幸村が大鉄扇から暴風を生み出す。

「そうやって霧をちょっとばかり吹き飛ばしても、まだまだオレの周りは霧だらけだぜ！」

　忠輝の言うとおり、暴風は幸村の正面の霧を吹き飛ばしただけに見えた。

　その部分の忠輝像や、周りの映像はゆがんだり一部が消えたりするが、まだ多くの虚像の忠輝に囲まれている。

　が、

「こうじゃ！」

　こんどは幸村が回転する。

　回転する幸村が作り出した暴風は四人を中心に、霧を同心円状に払い飛ばしていく。

「すごいよ、ゆっきー！　これなら、こっちまで来れないよ！」

　十兵衛の言葉が示すように、暴風は霧を吹き飛ばして、ニセの忠輝像を近づけさせない。しかしその向こうには、まだ無数の忠輝がいる。

「いつまで風を出してるつもりだぜ？　いつまでもつ？　オレの霧は、何日間だって……なに!?」

　忠輝の言葉が途と切ぎれた。それは、

「千の番よ、ええっと、拡散爆ばく炎えん穿せん破ぱ！」

　掛け声とともに千姫が放った技もまた、回転しながら三百六十度の方向に向けられていたからだ。

　千姫の「氣」の属性は「電」。

　つまり電気だ。稲いな妻ずまは空気中に莫ばく大だいな電流を放出している。

　そして、

「水は伝導体。その電導効率は非常に高い。つまりじゃ、水分でできておる霧は、千の電気を通して」

「忠輝、あんたは霧の中心にいる。つまり霧がいちばん濃いんでしょう。本体にいちばんダメージがいくのよね！」
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　バチバチ、ビリビリ、空中を無数の細かい稲妻が奔はしる。水分を経由してたちまち伝わっていく。

　霧の最も濃い部分。忠輝の本体へ。

　幸村の回転しながらの暴風で四人の周りに霧はなく、千姫の稲妻も伝わってこない安全地帯だ。

　それ以外の周囲すべてが、電気のスパーク光とショートする火花で満たされた。

「うぁああああっ！」

　ついに上がったのは、四人の誰だれのものでもない悲鳴、うめき声。

　それはもちろん、

「忠輝……あそこに！」

「うむ。あれが本体」

　十数メートル離はなれた甲板上に、人影がある。

　もう幸村は暴風を放っていない。

　海の上を吹き過ぎる風が、残りの霧を払っていく。

「ぐ、ぬぬ……」

「あんたが松平忠輝ね」

　近づいた千姫が薙刀の切っ先を突つき付つける。

　まだ一部、もやのような霧が忠輝を包んでいたが、それもやがて消えた。すると、

「えっ!?　裸はだかんぼうさん、なの？」

　十兵衛が驚いたのも無理はない。

　その言葉どおり、甲板上の忠輝は一糸まとわぬ全ぜん裸ら。

　千姫の電でん撃げきで受けたショックのため、まだ動けないらしく、裸ら身しんをおさえてうずくまっている。

「そうじゃったか。こやつ、最初にまとっていた着物も霧で光を屈折させて見せていた幻まぼろしだったのじゃ。さまざまなものに化けるには、着物など着ておらぬほうがよい。それで……なに!?」
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　こんどは幸村が驚いた。

「ぅぅ、ぅ」

　まだ苦しんでいる忠輝の背中。

　かすり傷や、電撃で軽いやけどを負っているが、おどろくほどきめ細かい肌はだだ。

　そう思って見ると、意外に首や肩の線が細いのに気が付く。そして、腕うでで隠かくしながらものぞいてしまっているのは……。

「忠、輝？」

「む、胸！　あんたまさか……！」

　宗朗、千姫も気づいた。

　それは二の腕で隠してもはみ出してしまっているふくらみ。

「てるてる、女のコなの！」

　十兵衛が声を上げる。

　気づいてみれば、

「『剣姫マスターサムライ』であれば女子であるのは必定。つい外見としゃべりかたにだまされてしまっておったのか」

　と幸村。

　太くギザギザの眉。ぼさぼさに逆立った髪かみや、ハスキーな声。なにより粗そ野やなふるまいや言葉に、すっかり全員が男子だと思い込んでいた。

「う、う、うるせえ！　オレは……」

「宗朗は見ないで！」

「うぁぁ！」

　千姫の手が宗朗の目を覆っている間に、

「はい、てるてる」

　忠輝の背中に、十兵衛が制服をかける。

「ちょ、っと！　それ、十兵衛の服じゃない。あんたが裸になってどうするのよ」

　千姫が言うように、それはたったいままで十兵衛が着ていた制服の上着だ。

　といっても、ふだんから十兵衛は上着だけをワンピースのように着ているので、それを脱ぬぐと残るのは下着だけ。

「だって、てるてる裸でかわいそうだから」

「てるてるって、誰よ。もうあだ名つけてるし」

　あきれる千姫に、

「十兵衛、おぬしブラもしておらぬとは、そんな大きな乳をしておって、平気なのか」

　幸村。

「うん。だってゆっきーもしてないよね」

「わらわは！　シュ、シュミーズを着ておるからよいのじゃ」

「清水？」

「シュミーズ、じゃ！」

　別の意味で驚く幸村と十兵衛の、ある意味いつものやりとり。

　そんな中、

「オ、オレは」

　よろよろと身を起こす忠輝。

　十兵衛の上着を胸に当て、内またでよろけながら立ち上がる姿は、剥むき出だしの肌のせいもあるが、まさしく、

「女のコね」

「うむ、女じゃな」

「み、見えませんん！」

「わーい、てるてる女のコだぁ！」

「うるせえ！」

　顔を真っ赤にして叫ぶ忠輝。

　顔にも擦すり傷きずや軽いヤケドがあるが、それよりも、怒おこりながら恥はじらう姿にやはり少女らしさがにじみ出る。しかし、

「おー、てるてる、おっぱい大きい！」

　別のところに感心する十兵衛。

「どこ見てんのよ！　そういうことじゃないでしょ。でも……千には負けるわよね」

「おぬしこそなにを言っておるのじゃ！　どいつもこいつも……おぬしも！　男のように装よそおっておるくせに乳だけはデカいとはどういうことじゃ、本ほん末まつ転てん倒とうであろう！」

　なぜか、勝った、と胸を張る千姫と、憤いきどおる幸村。

「見えないんですけどぉ」

「宗朗は見なくていいの！」

「宗朗は見ずともよい！」

　あいかわらず、宗朗にはきびしいふたり。そして、

「お、お、おまえら！　勝ったと思ってるんだろうがなぁ！」

　けんめいに胸を押さえながらにらむ忠輝。

「そうじゃった。われらが勝ったのじゃから、なんでもわれらに従ってもらおうかの。洗いざらいしゃべってもらうぞ。京の御ご所しよと……そのお方のことを」

　最後のところは、幸村も軽口から一変して、畏おそれを含んだ物言いになる。忠輝はまだにらんでいたが、

「ははは！　あはははは！」

　急に笑い出す。大声で、のけぞるほどに笑い声を上げたと思うと、

「勝っただと、オレを思いどおりに従わせるだと。ツメが甘あまいんだよ、おまえらは！」

　そう言って片手を高々と差し上げる。その手に、

「危ない！　みな、飛とび退のけ、伏ふせるのじゃ！」

　握られていた小さなスイッチを見て、幸村が叫ぶ。

「あれは！」

「ゆっきー！」

「ぇ、どうなってるんだ？」

　とっさに全員が甲板上に伏せた。宗朗も遅おくれなかったのは、日ごろからの武芸の習い、そのたまものといえる。

　次の瞬しゆん間かん、ボッ！　と小さな爆ばく発はつが起こった。白はく煙えんとともに爆ばく風ふうが襲う。

　しかし、伏せた四人を吹き飛ばすほどのものではない。

　四人が顔を上げると、

「なんだ？」

「見よ、この穴じゃ！」

　さっきまで忠輝が立っていたところに、マンホールを開けたような穴が開いていた。下には梯子はしごが続いている。

「脱だつ出しゆつも考えのうちで、この場所にいたってことね。やられたわ」

　梯子の途と中ちゆうには、十兵衛の上着が引っかかっていた。幸村が手を伸のばしてつかみ、

「ほれ」

　十兵衛にほうる。

「ぁ、うん。てるてる、どこ行っちゃったのかな。まだお船の中にいるなら」

「大勢いる客にまぎれちゃったらもうわからないわよ。回復すればまた霧きりで自分の姿や顔も変えられるんだもの」

　上着を受け取った十兵衛、そして千姫。

　いまさっきのように大規模でなくとも、自分の体表面だけを覆うように霧を発生させることで、日常的な変装までも可能にする忠輝の能力だ。

「てるてる、いつも裸なのかな。寒そう。だいじょうぶかな」

「そういえばそうじゃな。風か邪ぜひかぬとよいが」

「下着くらいつければいいのに」

　そこまで言うと、誰ともなく噴き出した。すぐに笑いが広がる。

　威い勢せいのいい、一見男にしか見えない忠輝が、じつはじゅうぶん以上に女らしい身体つきなこと。

　そのうえいつも裸でいるらしいというのが、

「裸の王様じゃな、まるで」

「おー、ゆっきー、うまい！」

「逆じゃない。ふつうの人には服を着てるみたいに見えるんだから」

　なんともおかしい。ようやく緊きん張ちようが解けた四人。

　お互たがいを見る余よ裕ゆうも生まれる。

　すでにもとの、いつもの衣装に戻っていた幸村と千姫の、その姿に、

「ぁああ？　千姫、さま!?」

　宗朗が驚おどろきの声を上げる。その理由。

「千、おぬし、そのかっこう」

「あれ、千姫さんパンツ、パンツ！」

　幸村、十兵衛に言われて千姫も自分の下半身を見下ろす。そこに、

「ぇ、ええ!?　なんで、どうして!?」

　さっきも超々ミニくらいになっていた千姫のスカート丈。

「千のスカート……！」

　霧の中でお互いをつなぐため、幸村が千姫のスカート生き地じから糸をほどき出して宗朗や十兵衛たちに持たせた。

　しかし激しい戦いの最中、「剣姫マスターサムライ」形態ではいっけん見えていないが、どんどん糸が繰り出されていくことになる。

　とくに、回転しながらの必ひつ殺さつ技わざが決定的だった。

　いつのまにかスカートの糸が完全になくなって、スカート自体が消えてしまったのだ。

「ぁああ、だからダメだって言ったんだからぁ！」

　真っ赤な顔で、上着を閉じあわせる千姫。

　その場にへたり込む。

「千姫さまの……いつもと違う」

　宗朗ならずとも気づいた。

　完全に露ろ出しゆつした千姫の下着のショーツ。

　白のコットン、といういつものものではなく、総レースの繊せん細さいかつごく小さなものだったのだ。

「それ以上言わなくていいんだから、宗朗のバカぁ！　せっかくの旅行なんだもの、勝負パンツに決まってるじゃない！」

　千姫の右ストレートが宗朗の顔面を正確にとらえたのは、言うまでもない。

「ぁ、お兄ちゃん」

「やれやれ、じゃな」

　そんな、宗朗たちのいる最上甲板のすぐ下、ベランダのように張り出した中甲板では、

「おもしれぇ奴やつらだぜ」

　手すりに身をもたせるように、忠輝が海をながめていた。

　能力がある程度回復したのか、イナヅマのような眉まゆも、ぼさぼさに逆立った髪も見えない。

　衣装もそうで、すでに別人の姿をまとっている。

　まだ宗朗たちがいるであろう、最上甲板をチラッと見上げ、

「お上がヤツらにこだわる理由がわかって来た気がするぜ。絆の強さ、か……。いずれにしろ、オレの役目はここまで。柄がらにもねえが、武運を祈いのってやるぜ」

　指で軽く、エールを投げるしぐさをした。

　唇くちびるがほころぶ。

　笑えみをうかべた次の瞬間、

「へぁくしょ！　ん」

　大きなくしゃみをして、周りの人々を驚かせる。

　鼻をすすり上げながら忠輝は、

「ふつうの上着をどこかで見つけて来たほうがいいぜ、こりゃあ……くしゅん！」

　船内へ消えていった。







弐◆最後の刺客
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「使節が？」

「はい。京の御所を出発なさったとの、ご報告にございます」

　天領大江戸特区。

　普ふ段だん、大江戸と言い表される大日本国の首都にして、徳とく川がわ幕府の置かれている人口一千万を超こえる大都市だ。

　その大江戸の中心は、天にひとつの城という意味で「天てん城じよう」と呼ばれる江え戸ど城じよう。周りを守るように、多くの政府関係の庁舎が取り囲んでいる。

　いま、江戸城の本丸御殿表の、それまで将軍御座所と呼ばれた座ざ敷しきにいるのは、徳川慶よし彦ひことその付き人、武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく生徒会の面々だ。

　もとは、ほとんどが江え戸ど時代そのままの畳たたみ敷じきの部屋ばかりだったここ御殿表も、慶彦の意向で、この御座所をはじめ多くがモダンな洋室に改装されている。

　英国調の家具に統一された調度の中、肘ひじ掛かけ椅い子すに腰こしかけていた慶彦。

　テーブルの上の書類に目を通していたところへ、連れん絡らくのために少年が入ってきた。もちろん、武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく生徒会の一員、中でも旗本生徒会と呼ばれる慶彦の側近だ。

「京を出た、か。それで大江戸への到とう着ちやくは」

「予定では約ひと月後。各種の事務手続きと、使節接待の準備等は基本の手配を済ませております。のちほど慶彦さまのお目に供し、御ご意い見けんをいただきたく」

「それはいい。それは、な」

　慶彦はふたたび書類に目を落とす。

　しかしもう字を追ってはいない。ひと言、

「わかった。下がれ」

「はっ」

　使いの者を下がらせた。

　書類から目を上げ、立ち上がる。窓辺まで歩いた。

　外には御殿の庭が広がっている。

　たくみに植しよく栽さいや灯とう篭ろうなどで隠されているが、あちこちにセキュリティーのためのセンサーやカメラ、トラップが施ほどこされていた。

　それらも、慶彦の入城とともに大きく改められた部分だ。

　大江戸の町から見れば、小高い丘おかにも等しい江戸城本丸だが、御殿は総書院造の平屋のため展望はない。

　五層七重の天守閣に上のぼる気にはとてもなれなかった。

「いずれ、幕府の機能をすべて湾岸地区に建設する高層ビル群に移す」

　慶彦がつぶやく。

　そろそろ見納めの桜の花の向こうに、大規模な埋め立て工事と整備計画が発表された大江戸湾岸を、見るともなく見ているようだ。

「それだけではない。ありとあらゆることを、これまでの旧きゆう態たい依い然ぜんとしたものから変えていく。将軍宣下のための、使節の行あん脚ぎやなどもな」

　京からの使節が大江戸に下向するのに一か月もかかるのは、道中をすべて牛車の行列で進むからだ。

　江戸時代、最初の使節がそうしたことからずっと続いている伝統、一種の儀ぎ式しきでもある。

　しかし、

「真幹線を使えば二時間半の道のりに一か月とはな。時代を逆行するなどというレベルのものではない。しかし」

　カーテンに触れた慶彦の手が、布地を握にぎり締しめる。

「いましばらくのことだ。宣下さえ受けてしまえば、将軍にさえなってしまえば、あとはどうとでもなる」

　明治を迎むかえて鉄道が整備されてのちも、牛車での道中を変えなかったのは、御所の意向とされる。

　一説には、わざと時間と費用をかけ、大げさな儀式とすることで幕府の負担を増やし、なおかつ一日一分でも将軍職の襲しゆう名めいを遅らせようとする趣旨があるという。

「バカな」

　吐はき捨すてるように慶彦がつぶやく。

　すべてがバカげている。

　旧態依然というだけでなく、日本的なあいまいさや和を尊ぶとした中ちゆう途と半はん端ぱさ、先送りの弊へい害がいだ。

　それらを糺ただし、ものごとを近代化しスピードアップし、適正に導く。

　そのためには、

「分散している権力を一点に集中させる。すべての権力を、将軍に……いや」

　慶彦は思う。

　征せい夷い大たい将しよう軍ぐんなど、朝ちよう廷ていの官職、一役職に過ぎない。

　もともと、関東、東北などの反乱豪族を指す「東とう夷い」を征せい伐ばつするために、征討軍の司令官を任じたのが最初だ。

　そこから発して、武家の統領、武家政権としての幕府を開き、世せ襲しゆうするための要件ともなった。

　だから官位ですらない。

　そのため、これまでの徳川将軍たちは征夷大将軍の官職のほかに、正一位や従一位という官位を持っていた。

　慶彦も、以前から正三位の官位にある。これは大だい納な言ごんに相当する。

「徳川大納言……富士を望む駿河するがの地にあっては、駿河するが大だい納な言ごんというところかな」

　笑いがこみあげて来た。

　かつて徳川三代将軍家いえ光みつの実じつ弟ていで、五十五万石を領し、駿河の駿すん府ぷ城じように依い拠きよしたことから駿河大納言と呼ばれた徳川忠ただ長ながを思い出したからだ。

　それまで武ぶ應おう学がく園えん塾じゆく本校富士校舎にあった慶彦が、自分になぞらえての自じ嘲ちよう的てきな笑い。

「忠長は天下を取れなかったが、わたしは将軍となる。将軍以上のものにも。それがなんと呼ばれるのかはわからないが、な」

　慶彦が視線を移した。

　そこに、人ひと影かげがある。

　将軍御座所あらため、執しつ務む室しつの続き部屋の扉とびらが開いていた。

　カーテンを閉ざしたうえ、照明も点つけていない暗がりを背に、黒一色のマントとフードに身を包つつんだ人物。

「それは皇こう帝ていと呼ばれるのでしょう」

　答えなのか、そうつぶやく唇を、慶彦が頬ほおから包むように触ふれた。フードも取り去る。その下から現れた顔。

「それはまだ口にしなくていい、尊たか保もり」

「尊保……昔の名ですね」

「ああ。わたしの秘書同然に、生徒会の副会長をやっていたころのキミを思い出していた。由ゆ比い、正しよう雪せつ」

　正雪の顔をなでる。

　長い髪がときおり指にかかって、白い顔にまで散った。隠れている左側の顔が露あらわになる。

「ぁ……お止め、ください」

「かまわないさ」

　正雪の蝋ろうのように白い肌……左半分まではそうで、右半分はヤケドの跡あとで赤くただれている。

　半年まえの「天あま草くさの変」。

　一いつ般ぱんにはそう呼ばれている、実際には天草に姿を変えていた阿あ弖て流る爲いの反乱の際、富士山宝永火口の直下に作られた地下大聖堂の炎上と崩ほう落らくによって、受けた傷だ。

　顔だけでなく、正雪の半身にまで及およんでいた。

「慶彦さまは本当に変わったお方。このような姿になった女を近くに置くだけで酔すい狂きようというのに、『剣姫マスターサムライ』にまで」

「そう謙けん遜そんすることもあるまい。キミは役に立つ女だ」

「褒ほめられると、怖こわくなります」

「評価しているのさ。あと一歩、完成に届かなかった人造『剣姫マスターサムライ』たちもキミの秘術のおかげで命を吹き込むことができた」

「ダルタニアンを母体として、です」

「彼かの女じよの尊い貢こう献けんにも感謝している。人造『剣姫マスターサムライ』はいまや我わが幕府最大の戦力だ。この城を手に入れることもできた」

　いつになく慶彦は饒じよう舌ぜつだった。

　正雪の顔に添そえた手で、あごをそっとつかむ。

　正雪の顔を上向かせる。

「おたわむれを」

「そうかな」

　目と目が合う。ごく間近でじっと、視線がぶつかり合う。

「不思議なものです」

「なにが」

「慶彦さまは美しいものがお好きなお方。学園でわたしが男としてお仕えしていたころから、周りは美しいものしか近づけなかったはず」

　正雪の言葉は本当だった。

　規約上、慶彦に直接所属する高等部生徒会は男子も女子も、元旗本、大名という出自こそ条件のように見えて、その実、容姿の優すぐれた者しか入れないと言われていた。もちろん選ぶのは慶彦だ。

「もっと言えば」

　正雪が続ける。

「女を近づけることはなさらなかった。わたしが男の振ふりをしていたときでさえ、お触れにならなかったのは、本当は気づいておいでになったから」

　まばたきもせずに見つめる正雪の視線は、剥き出しの鑓やり先さきのようだ。

　慶彦もまたそれを平然と受けながら、かすかに笑った。

「そういうことだ」

「ではなぜいまなのです。あの美しいダルタニアンにさえ、指一本、好んで触れようとはなさらなかった。なのになぜ、醜みにくいわたしにお触れになる。慶彦さまの美的条件にはとうてい適かなっていないわたしを」

「知りたいのはそこなのかい」

「人造『剣姫マスターサムライ』を完成させた功績、とは、とってつけた理由。本当はなんなのです。醜い女をあわれんでおいでになる？　それとも、あわれむがゆえに興味をお持ちになったと？」

　正雪の言葉はまっすぐぶつかって来る。

　いつもの謎なぞめいた資質も、今日ばかりはなりを潜ひそめている。

　それだけ慶彦との距きよ離りが近く、想おもいをぶつけられるということなのか。それともこれもまた一種、装っているのか。
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　だが慶彦はこの変化を楽しんでいる。

　だからこそ慶彦もまた、いつもより言葉を重ねていた。

「醜い、いまのキミが醜いと、ひとまずしておこう。そう、わたしは美しいものが好きだ。美しいものをそばに置いて、美しいものだけを見て、愛めでていたいと思っていた。そこに女性がいなかったのは、神がぼくにちょっとしたいたずらをしたのだろう」

「……」

「かつてキミは美しかった。男を演じていてもね。だがいまは、そうではないと言う。本当に醜いのか、それはわからない。ただ……」

　慶彦はいった言葉を切って、正雪を見つめた。

　その目は「将」の瞳ひとみ。

　サムライの少女を「剣姫マスターサムライ」とすることも、いかなる者をも従わせることのできる力の器官だ。

　しかしいま、慶彦はそれを正雪に用いてはいない。

　従わせようとも、他の条件付けをしようともしていない。

　ただ剥き出しの、自分の力をさらしている。

　それを信しん頼らいというのか。慶彦流の相互関係なのかもしれない。

「完かん璧ぺきなものほど美しい。美しいものとは、疵きずひとつ、汚よごれひとつないもの、均整と調和のなかにあるもの、そう思っていたよ。しかしそれが崩くずれたとき、美しさは損そこなわれ、醜いものに堕だするのか」

　慶彦はいま、話すのを楽しんでいる。

　それはいままでなかった感覚とも言える。

　道どう化けを演じていたときも、自分を語るのになんのよろこびもなかった。慶彦はようやく、仲間と呼べる存在を見つけたのかもしれない。

　敵か、利用できる存在か、下げ僕ぼくしか慶彦にはいなかった。必要としなかったから、仲間も恋こい人びとも、親も、慶彦の中にはなかった。

「慶彦さまは美しいものに飽あきたのでしょう。美しいものばかりに囲まれ、光の中に照らされ続けて来たのに飽いたのです。それゆえ、この醜いゆえにわたしなどに目が向き、気に入ったと」

「そうかもしれない。だがそれでもいい。それがいい。こうしてキミをそばに置いて、話も、楽しむこともできる。ぼくの『剣姫マスターサムライ』を」

　慶彦の瞳が迫せまる。

　正雪はまばたきのすえ、まぶたを閉じた。唇に、やわらかいものが触れてくる。押し付けられる。

「……ぁ」

　唇が開くと、もっと、あたたかく濡ぬれた塊かたまりが押し入って来る。

　しばし、交わる。

「っう」

　ようやく唇が離れ、唾だ液えきの糸が引いて、途切れた。

　先に口を開いたのは正雪だった。

「こんなことをなさって、よいのですか」

「こんなことも、わたしはできる。いまのわたしは」

　慶彦はわずかに言葉を切ったのち、

「宗むね朗あきらは」

「宗朗？　柳やぎ生ゆう、宗朗が」

「ああ。宗朗は、キスで『剣姫マスターサムライ』と契ちぎるんだ。こんな気持ちなのかと思ってね。おもしろい、じつに」

　ふたたび、慶彦の唇が重なる。

　正雪はまぶたを閉じることなく、じっと天てん井じように描えがかれた文様の数を数えた。
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　翌日の昼近く。

「ここが今日の宿ね」

「うむ。なかなかに奮発したのじゃ」

「すっごーい、おっきな旅館だよぉ！」

　大きな玄げん関かんを見上げながら、千せん姫ひめ、幸ゆき村むら、十じゆう兵べ衛えが歓かん声せいを上げる。

「へえ、いいじゃないか」

　宗朗も額の汗あせをぬぐった。

　下船以来、ずっと千姫の荷物を持たされていたからだ。その荷物、大型スーツケース六個にも上る。

　なぜそうなったのかといえば、

「ふん！　よけいなものを見るからじゃない！」

　と腕うで組ぐみでかぶりを振る千姫。どうやらいっしゅの罰ゲームらしい。

　ちなみにもうスカートも、とうぜん中のショーツも千姫は穿はき替かえている。

「とりあえず、部屋に上がって荷物を置くとするかの。旅の疲つかれも……」

「あーっ！　いたのですわ！」

　幸村が言い終えるより早く、大声がかぶさって来る。

「この声は」

「あーっ！　ぐつぐっちゃん！」

　振り返る十兵衛たちの目に、旅館の門の前に立った三人と、

「ウキュゥ！」

　一匹の姿が飛び込んできた。

　真っ先に十兵衛が駆かけ寄よる。その腕に、佐さ助すけが飛び込んだ。

「わぁい、さっちん！　会いたかったの！」

「ウキュ、ウキュ！」

　跳び上がってよろこぶ佐助。

「幸村さま」

「御お姫ひいさま！」

　又また兵べ衛え、半はん蔵ぞうも、それぞれ幸村、千姫のもとに歩み寄る。その表情にはよろこびと安あん堵どが。

　瞳はもう涙なみだまでたたえている。

「うむ。大義であったのお」

「おつかれね、半蔵。陸路はどうだったの」

　幸村、千姫に答えたのは、

「もぉおお！　大変でしたわよ！　ほんと、死ぬかと思いましたわ！　髪の毛オバケの攻こう撃げきがもお！　ひとのほうにしんどいものを押し付けて、まったく失礼しちゃいますわ！　そっちはおおかた船でゆっくりのんびり、水着でデッキチェアーに寝ねそべってトロピカルドリンクでもチュ～、っと……」

　夢む中ちゆうになってしゃべっているうち、空気の違ちがいに気づいた兼かね続つぐだった。

「あら、違いますの？」




「ぬぅ、やはりそちらも襲おそわれておったか」

「では、幸村さまたちも」

　腕組みする幸村に、気き遣づかう又兵衛。

　たっぷりとたたえられた湯に、肩かたまでも身を沈しずめていた。

　カポ～ン。

　靄もやに曇くもった浴場内に、音が響ひびく。

　旅館の大浴場。

　数十人がいちどに入っても余裕の広さのうえ、いくつもの湯船が一定の間かん隔かくで配されている。

　外には露ろ天てん風ぶ呂ろ、内にもサウナや打たせ湯、ジャグジーなど、さまざまな変わり湯が楽しめる造りだ。

　それら湯船でいま、旅の疲れをいやす「剣姫マスターサムライ」たち。

　ややぬるめの湯には、幸村や又兵衛のほか、

「御姫さま、よくぞご無事で。本当におケガはありませんか」

「ま、大変は大変だったけど、千の電撃一発で、男装の変身『剣姫マスターサムライ』なんかやっつけちゃったわよ！」

　半蔵と千姫が浸つかる。

　やや離はなれたジャグジーには、

「すごぉいよ、泡あわ、泡がいっぱい、ぐっちゃん！　泡、泡！」

「わかった、わかりましたですわ！　暴れないで、お湯を跳ね散らかさないでですわぁ！」

「ウキュ、ウキュ！」

　十兵衛と兼続、それに佐助が遊ぶ。他の客はいなかった。

　そのころ宗朗は、

「はぁー、千姫さまの荷物はこれで全部だっけ。え？　これも？　は、はい。ありがとうございます。てか、なんでこんなに多いんだよぉ！」

　旅館の使用人が残りのスーツケースを持ってきてくれて、受け取る宗朗。

　だいたい、道場から船へ運ぶときからその荷物の多さは異常だったのだが、そこまでは、

『な、なぜわれわれがこんな仕事を』

『これもきっと「剣姫マスターサムライ」となるための修しゆ行ぎようなのである』

『荷物いっぱい。世界一周でもするのだ？　盛もり親ちかも行きたいのだ！』

　道場付きの「剣姫マスターサムライ」みならい、毛もう利り勝かつ永なが、明石あかし全たけ登のり、長ちよう曾そ我か部べ盛親の三人が手伝わされて運んだので、問題にはならなかった。

「すっかり汗かいちゃったよ。みんなもお風ふ呂ろに行ってるようだし、ぼくもさっぱりさせてもらおう」

　スーツケースを宗朗が押おし入いれに積み上げようと力を入れたとたん、ボンッ！　まるで破は裂れつするようにふたが開いた。

　限界を超えてギュウギュウに押し込まれた中身が、カギを壊こわして弾はじけたのだ。

「うぁあああっ！」

　一いつ瞬しゆんにして、宗朗の視界が奪うばわれる。

　開いたスーツケースをまともに頭にかぶったせいだ。思わず尻しり餅もちをつく。

「……ぅぅ」

　なんとか払はらいのけて立ち上がろうとした宗朗の、視界をふさぐ白いもの。

「なん、だぁ！」

　変な声が出た。

　目の前にかざしてその奇き妙みような形の正体がわかる。

　ふたつの立体的な半球形を繋つなぎ、そこからベルトやストラップが伸びている。ほんのりと甘い香かおりが漂って、

「せ、千姫さまの、ブラ、ジャー？　ぁああ！」

　思わず取り落した。

　拾おうとして、手にも別の布がからんでいるのに気付く。ブラよりは小さく、シンプルなそれは、

「ハンカチ……じゃない、ぱ、ぱ、パンティー!?」

　いまさら気づいた。

　スーツケースからぶちまけられた中身はすべて、

「し、下着？」

　ブラ、ショーツ、ガーターベルト、ビスチェ、ベビードール、コルセット、テディ、メッシュストッキング、キャミソール……。

　宗朗には名前もわからない奇妙な形のものまで。

　白、黒、赤、パステルカラー、ボーダー、ドット……色とりどり、絢けん爛らん、妖よう艶えんな下着の数々。

「なんで下着ばっかり、千姫さま……うぁあ！」

　頭を振ると、パサッと垂れ落ちてきたのは、ヒョウ柄のビキニショーツだ。どうやらいままで、宗朗の頭に乗っていたらしい。

「こんなものまでぇ!?　ど、どうなってるんですかぁ！」

　誰だれに対してなのか、言いながら宗朗は、あたり一面に散った千姫の下着を必死にかきあつめ、スーツケースに戻もどす。

「下着だけでスーツケースいっぱいとか。そりゃ荷物が多くなるはずだよ！　……ハッ！　まさか、ほかのケースも」

　いったい何が入っているのか、見当もつかない。しかしこうなると、ふつうの旅行荷物でないことは確実。

「み、見なかった見なかった！　ぼくはなにも見てません！」

　あわてて残りの下着をすべて押し込むと無理やりケースを閉め、宗朗は部屋を飛び出していく。
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「で、これからどうするつもり」

　露ろ天てんの岩いわ風ぶ呂ろに場所を移して、千姫が訊たずねる。

　屋根のついた東あずま屋やふうの湯船は、谷になっている間近の小川を見下ろすことができて、ちょっとした川かわ床どこのようだ。

「まさか、京へ観光に来たわけでもないのよね？」

　続けての千姫の言葉に、

「む、むろんじゃ」

　答える幸村。

　少しだけ表情がさえない、というよりどこか不満そうに見えたのを、

「幸村さん？」

「いかがなさいました、幸村さま」

「なに黙だまってるのよ、幸村」

　不ふ審しんに、あるいは気づかって半蔵、又兵衛、それに千姫もが身を寄せる。結果、三人に湯の中で挟はさまれる、囲まれる事態に、

「わかっておる！　そんなに近づくなというに、ちょ……お、おぬしら、すこしは自重せい！」

　つい声を張り上げる幸村。

　思えば幸村以外は、千姫、半蔵、又兵衛という、湯の中に浸かっていてさえ、その胸の大きさを誇こ示じするような面々。

　三方から迫られ、胸を押し付けられてはたまらない。

　背の低さもあって、すっかり乳のはざまに埋もれてしまいそうな幸村だった。

「す、すみません！」

「申し訳ありません、幸村さま」

　理由がわかって恐きよう縮しゆくする半蔵、又兵衛。

「ほら、これでいいんでしょう。早く言いなさいよ。どうなの」

　身体を離して、千姫が言うと、

「う、うむ。ふぅ……」

　ようやく一息ついた幸村。

　落ち着きを取り戻して、話し始める。

「かんじんの用向きは、御ご所しよに例の物をお返しすることじゃ。本来ならば使者を送ってお伺うかがいを立てるところじゃが、そもそもお預かりした経けい緯いといい、尋じん常じようではないのじゃから、正面からどうどうと行ってよいものかどうか」

　例の物。

　大江戸の街を巻き込んだ騒そう乱らんのおり、宗朗が身に付けた鏡のことだ。

　その鏡は、確証がないまま京へ向かおうとした幸村、又兵衛主従への回答のように、襲ってきた細ほそ川かわ興おき秋あきが残したもの。

　宗朗は鏡とともに、かつて阿弖流爲を倒たおした鬼切りの太た刀ちを手に、蘇よみがえった大鎧に立ち向かった。

「……やはり八咫鏡、なのでしょうか」

　その言葉を口にするだけで、緊きん張ちようが走る。

　半蔵の唇も小さく震ふるえていた。

「三種の神器、よね。あとは、ええと……」

「八や尺さか瓊にの勾まが玉たまと」

「草くさ薙なぎの剣つるぎです」

「そうじゃ。三種の神器……『みくさのかむだから』とも読む。草薙剣は天あまの叢むら雲くもの剣つるぎともいい、素す戔さの嗚おの尊みことが倒した八やま岐たの大蛇おろちの尾おから出て来た剣けんじゃな。ちなみに鏡と勾玉は、岩戸隠れの際に天照大神の興味をひくため、それぞれ別の神々によって作られたものじゃ」

「気を惹ひくため？　冗じよう談だんじゃなく、神話の世界なのよね。……でも、いまさらだけど、ほんとに本物なの？」

　千姫はまだ納なつ得とくできていないように言うが、

「御姫さま！　そんな」

「だって、そんなにすごいものなんでしょう。そんなものを宗朗が……ううん、宗朗に託たくされた、ってことなのね」

「いまは、そうとしか考えられぬ。本物……真に八咫鏡であるからこそ、あれほどの霊れい力りよくをもって、大江戸の地から湧わき出いでた悪あく霊りよう、地ち霊れいを鎮しずめることができたのじゃ」

　幸村の言葉に、うなずくしかない。

「あれが、八咫鏡……」

「ふだんは、神じん宮ぐうにある、と」

「えっ、神宮って、御所にあったんじゃないの？」

「千、おぬしは本当になにも知らぬのじゃな。仮にも徳川将軍家の姫ひめ君ぎみが、なげかわしいのぉ。乳やら尻しりやら膨ふくらませおって、色気にばかりかまけておるせいじゃ」

「はぁ？　御大層な知識をオデコの中に詰め込むのに忙いそがしくて、洗せん濯たく板いたみたいなその胸とかお尻とか、どうなのよ」

「なんじゃと！」

「なによ！」

　一瞬、いつもの千姫、幸村の掛かけ合あいになるかと思われたが、意外に続かず、

「うぅ……」

「はぁー」

　お互たがいに、ため息ともつかない息を吐き出す。

「こんなこと、してる場合じゃないわ」

「まったくじゃ。……まあよい。千、おぬしの疑問に答えると、じゃ。もともと古代においては、三種の神器すべてが大おお君きみのもとにあった。されど第十代・崇す神じん天皇の御み代よのおりに移され、次の垂すい仁にん天皇のころに、神宮の内に祀まつられることとなったという」

「神宮って」

「お伊い勢せさま、伊い勢せ神じん宮ぐうのことですね」

「じゃが天叢雲剣はさらに、東とう征せいにおもむく日本やまとたけ武尊るのみことに渡わたされ、尊が途と中ちゆうで命を落とすと、妻の宮みや簀ず媛ひめによって社が建てられ、その地で祀られることとなったのじゃな」

「尾お張わりの、熱田神宮です」

　どうやら半蔵、又兵衛も神器それぞれの来歴を知っているようだ。

「なによ、みんなして。……ん、でもそれじゃ、三種の神器って普段は全部バラバラに置かれてるってこと？」

「そんなことはない。三種の神器は普段、宮中、つまり御所の、賢かしこ所どころ、剣けん爾じの間に安置されておるぞ」

「だって、いま鏡と剣は」

「御姫さま、形代です」

「かたしろ？」

「うむ。剣と鏡は形代、つまりレプリカじゃな。それとて、いつ作られたか正確にはわからぬほど古きに遡さかのぼるうえ、普ふ段だんは櫃ひつにおさめられて厳重に保管されておる。なに人も取り出すことはおろか、中を見ることも、大君でさえもかんたんにはかなわぬのじゃ」

　幸村が語ると、千姫は驚おどろきというより呆あきれたように額に手を当て、お湯の中に身を沈める。

　ポチャッ、という音とともに湯面にさざ波が立って、広がった。
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「そんな、見ることもできないようなものを宗朗が」

「だからこそ、事態の重さをみな受け止めておるのじゃ。逆にいえば、そうした神器を持ち出さねばならぬほど、大おお江え戸どの騒乱はすさまじいものだったということ。一歩間ま違ちがえば、日の本すべてが巻き込まれ、荒こう廃はいするほどの、な」

　江え戸ど城じようの地下に封ふう印いんされた地霊の群れ。

　それは大江戸、というより東国全体のまつろわぬ民たみたちであって、かつて征せい服ふくされ、ゆえに奪われ、虐しいたげられ、弑された者たちの姿だった。

　怒りや恨うらみのうちに地に沈んだ霊れいたちは、そのまま祟たたり神がみとなりうる。

　江戸城と大江戸の町は、そうした霊たちをなぐさめ、鎮めるために作られた、それ自体が鎮ちん魂こん、慰い霊れいのための施し設せつだったのだ。

「それってつまり、あの天草……阿弖流爲のときも」

「そうじゃな。日高見国、つまり蝦え夷ぞの指導者だった阿弖流爲は、自身の恨み、東国の民の恨みを千年抱き続けて生き続け、ついに蘇った。富士の山を噴ふん火か爆ばく発はつさせ、日の本を滅ほろぼそうとした。いずれも恨みによるもの」

「阿弖流爲の変と、大江戸の騒乱は繋がっていたのですね」

「東国の指導者と、その民の大勢の地霊……」

「阿弖流爲の変は前ぜん哨しよう戦せんとも言えるやもしれぬ。富士が噴ふきあがれば大江戸も壊かい滅めつする。その機に、鎮ちん護ごの大柱を破壊し、封ふうじられていた地霊を解き放つ。当然、考えておった、というよりそれが本願だったはず」

「そっか。ふたつが同時に起こらなくてよかったのね」

「逆に言えば、同時に起こったらもうそれは、誰の手でも止められなかったやもしれぬな。誰の手、でも」

　幸村の言う、「誰」とは、

「誰のこと……お兄さまは、知っていた、の？」

　問おうとして、千姫はもうひとつの疑問に気づいていた。

「慶彦さまが」

「すべてを、知っていたのでしょうか」

「さあのお。どこまでかはわからぬが、知らぬわけもなかろう。というより、そのふたつの事件が、慶彦が持っていたカード、と言えるやもしれぬな」

「持っていた、カード？　お兄さまが、わかっていてあの事件を起こしたっていうの？　まさか！」

「落ち着け、千。あれらの事件の主役はあくまで、阿弖流爲、それに大江戸の地の底に封印された地霊の群れじゃ。じゃが慶彦は、それを知っていて変事の起こるを容よう認にんした、むしろ促うながした、ふしはあろう」

「でも、日の本や大江戸が壊滅したら、いくら将軍になったって」

「だからじゃ、そうならない程度にコントロールせねばならなんだ。ふたつの変が同時に起こることを避さけて切り離し、大きな犠ぎ牲せいも出すことなく……もっとも、多少の犠牲くらい、慶彦にはなんでもないことじゃったであろうが」

「ふたつの事件を」

「コントロールする……」

「そのための最大のカードが、われらだったということじゃな。宗朗とわれら、慶彦と戦い、対たい抗こうしてきたつもりじゃったが、その実、いいようにこれまで使われて来た、とも言えようぞ」

　幸村の顔には悔くやしさがにじむ。

　複雑な千姫。

　そのふたりのあるじを前に、やはり想いは同じ又兵衛と半蔵も。

　これまでの命を賭かけた戦い。

　大きな犠牲を伴ともない、もはやこれまでと覚かく悟ごする瞬しゆん間かんがいくつもあった。

　それもこれも、宗朗という「将」と、仲間の「剣姫マスターサムライ」たちのため、日の本と、すべての民を守らんがためだったはず。

　それがすべて、慶彦の手の中で踊おどらされていたに過ぎなかった。

　そうだったとしたら。

　思いたくなくとも、現に慶彦は将軍職を手に入れつつある。

　徳川将軍となることで、大日本のすべてを自分のものとする。日の本のすべてに号令することができる。

　それが慶彦の本来の、かつ最終的な望み、計画だとしたら、これほどスマートに、合法的に達成されたのは予想以上の成果と言えるだろう。

　全員が沈むなか、

「じゃが」

　幸村だけが、顔を上げた。

「こんどばかりは、そうはいかぬ」

　不敵な笑えみを浮うかべる。

「幸村さま、では、この旅は」

「うむ。幕府を乗っ取る……とあえて言わせてもらうが、慶彦の計画はここまでは図に当たったと言えよう。われらをさんざん手ごまとして使ってな。じゃが、ここから先は、断言してよい、われらのターンじゃ！」

　ばしゃ！　湯を跳ね散らかして、人差し指を立てた手を上げる幸村。

「ちょ、っと！　お湯が顔にかかったじゃない！　……けど、本当にそうなの？　お兄さまは、ここまで」

「いや、日の本のすべてを手に入れた、とさっきわらわは申したが、唯ゆい一いつ、まだ慶彦が思いのままにできぬものがある。それが京の御所じゃ。逆に申せば、いくら幕府を乗っ取っても、将軍となろうとも、御所がある限り、慶彦は真の意味で日の本の覇は者しやとはなれぬ」

「それは、理り屈くつの上ではそうだけど」

「たしかに歴代の徳川将軍は、将軍職を継つぎ、幕府という行政機構を使うことで日の本を動かしてきました」

「よほどのことでもない限り、実際の力は幕府にあります。圧あつ倒とう的てきな軍事力を持つ幕府に対して、御所は……」

　半蔵、又兵衛の言葉にも、

「そのとおりじゃ。御所などなんの力もない。むろん軍事力など皆かい無むと言えよう。ひごろの行政、立法、司法、政権運営……どれをとっても、幕府さえあれば事足りる。しかしじゃぞ、『よほどのこと』が、あったらいかがする。あるいは、『よほどのこと』をするつもりなら」

　幸村はさらりと返す。

　その顔が、真理をとらえた興奮のせいか、徐じよ々じよに赤みを増して紅潮する。

「よほどの、こと」

「それは……」

「外国と戦争する、とかじゃないわよね。そうでなくとも、最近いろいろ世界情勢がきな臭くさいんだから」

「わからぬぞ。うまくやれる、と慶彦は思っておるのじゃろう。これまでの、ほぼ鎖さ国こくに等しい江戸幕府の政策を、みすみすチャンスを逃のがしておる、と捉とらえておるやもしれぬ。が、それより」

「それより？　なによ。なんなの!?」

　いいかげん、焦じれたように声を高める千姫。

　幸村が、

「そうしたことのすべてを、自らの手中に収めるのが慶彦の真の目的なのやも」

「だからそれは」

「言わねばわからぬか。おそらく、御所を……なきものとする」

　発したひとことが、三人、いや幸村も含ふくめて凍り付かせる。

　いままでの、三種の神器や、その主について口にする、などをはるかに超こえた禁きん忌きが、言葉にするだけで全員を苛さいなむようだ。

　あたたかい湯の中で汗をかいているのに、急に身体が石になったように固く、寒気さえもよおしてくる。

「……慶彦さまの究極の目的が」

「そこまでなどと」

「お兄さまが、そんなことをやろうとしてるなんて、まさか！　ありえない、ありえないわよ！」

　沈ちん黙もくののちいっせいに、噴き出すように、上がる声。

　そんな全員の空気に、

「待て！　うろたえるでない。わらわの申したのは、たとえば、じゃ。そうでなくとも、なんらかの方法で御所をいままで以上に抑え込む、無実なものとすることは考えられる。そちらのほうが現実的ではあるが、もっとも最悪のケースも想定しておかねばならぬ。われらは」

　幸村がくぎを刺さす。

「そうは言っても、あたしたちを襲って来てるあの『剣姫マスターサムライ』たちが御所の手の者である以上、また同じことにならないでしょうね」

「同じこと……また慶彦さまの思い通りに」

「使われる、ということですか」

　千姫の心配は、半蔵、又兵衛にも通じている。

「さればこそ、じゃ！」

　ざばっ！　幸村が立ち上がる。

　もう顔だけでなく、裸ら身しんがすっかり桜色に染まっていた。

「降りかかる火の粉は払わねばならぬ。さりとて、われらがなさねばならぬのは敵を倒すことだけにあらず。まこと御所の手の者ならば、その意図を聞き出し、御所への連れん絡らくをつけねばならぬのじゃ！」

「……まぁ、そうよね。そうしたいって思ってるのよ、みんな」

「はい。基本、戦いたくはないのですが」

「相手はそうとうに強いので、こちらも本気でかからないと命を落とします」

　千姫たちのもっともな意見。

　これに対して幸村はというと、

「さ、されば！」

　言ったまま、固まってしまっている。

「幸村？」

　千姫が顔を覗のぞき見みると、真っ赤に紅潮した顔の、鼻からツーッ、と赤いものが、

「幸村さま！　鼻血が」

　伝い落ちた。

　すかさず又兵衛が立ち上がり、幸村を抱き上げる。

「湯あたりしたんですね、こちらへ」

　半蔵も湯から上がって、露天風呂の入口への引き戸を開けようとした。

　そのときだ。

「みなさん、ごきげんよう。おそろいのようで、重畳至極に存じ候なり」
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　突とつ然ぜんの聞ききなれない声に、全員が振り返る。

「誰!?」

　そこに……東屋の塀へいの縁ふちに、かるがると立っている小こ柄がらな少女。

　洋風のドレスにパラソルを差している。

　ほとんど小学生にも見える体格で顔も幼い。その顔は眼帯で片目が隠かくれていた。

「あれ、は……」

「まさか、御所の」

「幸村、出たわよ！　って、なにこんなときに失神してるのよ！　もう、使えないわねぇ！」

　とは千姫。

　正確には、幸村は失神まではしていなかった。ただ湯あたりがひどく、

「で、出おったか、おぬし、何者、じゃ。問いたき儀ぎあり……」

　もうろうとしながらつぶやくうちにも、また鼻血が漏もれる。

　加えて問題なのは、入浴中だったため全員が、

「まったく、なんというところを襲うのですか！」

「御所の手の者とはいえ、時と場所をわきまえてもらいたいものです」

　一糸もまとわない、生まれたままの姿だということ。

　半蔵、又兵衛が抗こう議ぎの声をあげるなか、

「はん！　女の湯浴みの最中を襲うなんて、いい根こん性じようしてるじゃない。いいわよ。この千ひとりだって、相手になってあげる」

　逆に身を乗り出すのは千姫だ。

　体をはすにかまえ、裸身とはいえ一分の隙すきもない。しかし、

「御姫さま！　お退きください、ここは！」

　あるじを守ろうと、半蔵が進み出る。

　千姫とふたり、背中合わせの裸身で、敵に相対した。

「なによ半蔵、遅おそいじゃない」

「申し訳ありません。でも、やるときはやります。お供いたします！」

　一転、裸はだかでもやる気の主従。

　むしろ先手をとって打ちかかろうというほどだが、

「そのまえに……徳川宗家、ううん、柳生宗朗の『剣姫マスターサムライ』にして筆頭、徳川千よ、見知りおきなさい！」

　自ら名乗りを上げる千姫。

「お、御姫さま、筆頭などと……ではわたくしも、柳生宗朗くんの『剣姫マスターサムライ』にして、徳川千姫さまの一の家臣、服はつ部とり半蔵美よし成なり！　です！」

　続く半蔵。

「あら、半蔵もやるじゃない。ふふ、いい感じよ。なぜなのかしら、千ったらいま、すごく戦いたい気分なのよね。『氣』力充実、してるんだから！」

「わかります、半蔵も感じていますので」

　そこまで、ふたりで視線をかわしあうと、千姫は改めて、

「と、いうことだから、覚悟なさい！　だいいち、裸だろうがわたしたち『剣姫マスターサムライ』六人……と一匹のもとへ、ひとりで乗り込んできたのはほめてあげる。名乗りさない！　おまえの名、倒してからじゃ聞けないんだからね！」

　敵へと言い放った。

　これに対して、

「ご配はい慮りよ、痛み入り候です。自分のほうとて、倒してからでは名乗ることもできないですから、それでは誰に斬きられたのかもわからず死んでいくあなたさまがたがあまりに不ふ憫びんというもの」

「なんですって、言わせておけば！」

　千姫が怒りを表情に上のぼらせると、

「そうそう。それでいいで御ご座ざ候そうろうです。戦いはエキサイティングでなくては。このわたし、島しま津づ又また七しち郎ろう……豊とよ久ひさとおぼえおくがよいで候ですよ」

　手にしたパラソルを傾け、小首をかしげる。

　おりしも、谷を風が吹ふき抜ぬけて、クルクルに巻いた長い髪かみがなびいた。金色の髪が日を弾いて輝かがやく。

「島津、ですって」

「豊久。まぎれもない『剣姫マスターサムライ』の名と承うけたまわりました」

　その名は西国……九州の大名、島津家の武将を表している。

「たしか細川興秋、大おお谷たに吉よし治はる、松まつ平だいら忠ただ輝てる……」

「御み宿しゆく勘かん兵べ衛え、伊だ達て五い郎ろ八は！　それに島津豊久、いずれも徳川家に敵対したか、縁えんを切った、切られた者ばかりの名、です」

　千姫、半蔵が、これまで戦ってきた御所の者と思われる名を挙げて、その共通点に気づいた。

「それって偶ぐう然ぜんなのかしら。それともやっぱり、徳川の世を終わらせるために集められたってこと」

　千姫の言葉は自分にか半蔵にか、豊久への問いかけともつかない。

　しかし、

「ためしてみるとよいで候よ。尾び籠ろうの段はたしかに失礼したで候。着き替かえる時間くらいあげるで候」

　と豊久。

　挑ちよう発はつするように言うと、千姫たちにウインクして見せる。

「御お姫ひいさま」

「ええ。そこの田舎いなか侍ざむらい、わかってるなら、よぉっく見ておきなさいよね！　はぁぁあああ！　典てん雅が流りゆう麗れい！　徳川、千！」

　負けじと挑発し返しながら、千姫が片かた腕うでを振り上げる。

　天に向けて立てた指から、まっすぐにほとばしる稲いな妻ずま。いっしゅん弾けた閃せん光こうがおさまると、

「ふん！　どうなの！」

　そこには「剣姫マスターサムライ」の衣装をまとった千姫の姿が。

　振り上げた手は、愛用の薙なぎ刀なたをつかんでいた。

　これを見た半蔵も、

「さすが御姫さまです。半蔵も続かせていただきます！　晴雲秋月！　服部、半蔵！」

　瞑めい目もくするようにまぶたを閉じると、胸の前に差し出した両りよう腕うでを、からませるように引き戻す。

　たったいままで晴れていた空が、ウソのように真っ黒に塗ぬりつぶされる。

　けれどそれは曇ったわけでも夜になったのでもなく、一面、不ふ透とう明めいな絵の具に塗りつぶされたような闇やみ。

　そしてその闇が、半蔵の手のひらに収しゆう斂れんするように吸い込まれた、と見えたらもう、半蔵も「剣姫マスターサムライ」の衣装を身にまとっている。

　千姫、半蔵ともにそれぞれの属性である「雷いかずち」、「月」の「氣」をきわめた、新しい衣装の姿だった。

「ほぉ。われらも後おくれを取るわけにはいかぬな」

　と、新たな声が。

　むろん、幸村だ。

　鼻血を拭ふいて、いくぶん頬ほおの赤みもとれた幸村。ぴったりと寄より添そうように、又兵衛が付き従う。

「もうへいきなの？　幸村。おチビちゃんはまだ寝ねてたってかまわないわよ。千と半蔵で、ちゃっちゃと片づけちゃうんだから」

　千姫が言えば、

「むろんじゃ。そもそも湯あたりなど、大げさに騒さわぐほどのものでもなし。その証しよう拠こに……ゆくぞ、又兵衛！」

　初等部の生徒かと見まごう小柄な裸身を仁王立ちさせた幸村、又兵衛をともなって、

「はい、幸村さま」

「不ふ惜しやく身しん命みよう！　真さな田だ幸村、じゃ！」

「同じく、明鏡止水！　後ご藤とう又兵衛、推参です！」

「剣姫マスターサムライ」への変身を遂とげる。

　にわかに暴風が吹いたと思うと、風で飛ばされた木の葉が竜たつ巻まきのように幸村の身の周りを舞まう。

　又兵衛はといえば、どこから湧いて来たのか、空中に現れた水すい滴てきが奔ほん流りゆうとなって迸ほとばしり、又兵衛の身を包つつむ。

「はぁああ！」

「とぉぉおお！」

　暴風と水流がおさまると、そこにはやはり「風」と「水」の「氣」を現した「剣姫マスターサムライ」の姿の幸村と又兵衛がいた。

　これで四人。

　完全な戦闘形態に変化して、豊久に相対する。

「へぇ～。まるで魔ま法ほうで候ね。魔法少女か、変身ヒーロー、っと、ヒロインで御座候なり」

　しかし豊久は表情ひとつ変えない。

　あいかわらず笑いを顔に乗せたまま、幸村の変身過程での暴風や、又兵衛の水も、パラソルで機き敏びんに防いでいる。

「はん！　余よ裕ゆうぶっこいてるのもそろそろ苦しそうじゃないの。いいわよ。こっちは四人、そっちはひとり。先に打たせてあげるから、かかってらっしゃい！」

　あえて薙刀をかまえず、肩かたにかついで千姫。

「そうじゃな。四人がかりでは卑ひ怯きようのそしりもあろう。誰ぞ名指しにして、一対一で戦うのもやぶさかではないぞ」

　幸村。こっちも大鉄扇をもてあそぶ。

　しかし豊久は、

「せっかくの申し出だけど、ご配慮無用に願いたいので候です。というより、しゃべっているヒマがあったらその分さっさと打ち込んで来るなりしたらいかがで候。日が暮れるで候よ」

　あいかわらず、薄うす笑わらいを崩くずさない。

「そう。そっちが来ないならしかたないわね。なら遠えん慮りよなく、やらせてもらおうじゃない。時間がもったいないって？　いっきに決めてあげるわよ、爆ばく炎えん穿せん破ぱ！」

「ここは千の言うとおり、あとのことは足腰立たぬようになってからゆっくり考えるとするまでじゃ。桜おう花か扇せん舞ぶ昇しよう！」

　業ごうを煮にやした千姫、幸村が攻こう撃げきに出る。

　薙刀の刃は先さきから迸った稲妻が天を突つき、頭上から何本もの落らく雷らいとなって降り注ぐ。いっぽう、暴風が地を這はう横向きの竜巻のように、進んでいく。

　どちらも正確に、豊久を直ちよく撃げきした。

「きゃぁぁあああっ！　ぁあああっ！」

　豊久は飛とび退のくことも、攻撃を盾たてなどで防ぐこともしなかった。

　そのため、直撃した落雷と暴風で、感電し、身体ごと吹き飛ばされる。

「あら」

「ぅん？」

　むしろ驚いたのは千姫と幸村のほうで、谷底へ落ちて行く豊久を、東あずま屋やから身を乗り出して目で追う。

「まさか、これで終わり？」

「あっけなさすぎるというものじゃろう。さすがに死んではおらぬと思うが、谷底まで行って拾ってこなくてはならぬかのぉ」

　さっそく又兵衛が、

「それならわたしが」

　降りて行こうとしたときだ。

「なにを勘かん違ちがいしていますか。自分はここにて候」

　東屋のひさしから、にゅっ、と首を出す豊久。そのままくるっ、と回転すると、またもといた塀の上へと着地する。
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　これには少々驚いた「剣姫マスターサムライ」たち四人だったが、

「へーえ、奇き術じゆつが使えるみたいなのは意外だったし、ほめてあげるけど、そう何回もその顔、見たくないのよね！」

　すかさず薙刀を突き付けようとする千姫。

　それを制するように前に出たのは半蔵と、先ほどの又兵衛。

「御姫さま、ここは半蔵が」

「幸村さま、おまかせください」

　進み出るや、

「行きます、受けてください！　巴ともえ大だい裏り剣けん斬ざん！」

「破は邪じやの筆！」

　次々と技わざを放つ。

　半蔵のは、手にした三つ刃の大手裏剣を高こう速そくで飛ばすものだ。

　しかし「月」の「氣」をじゅうぶんに帯びているせいで浸透性が加わり、攻こう撃げき力りよくが増している。

　加えて又兵衛の破邪の筆。毛筆のように覆おおわれた鑓やり先さきから、無数の水滴が飛び出し、敵へと向かう。

　もとより、水は高速に打ち出すことで金属を貫つらぬくこともできる。又兵衛の水滴の速度は、音速にも届くほどだ。

　このふたつの攻撃、

「きゃぅぅううっ！」

　両方ともに、豊久に当たった。

　正確には、豊久はわずかに身をずらしたのと、両腕で顔を覆って姿勢を低くするなど、防ぼう御ぎよの姿勢は見せた。

　それでも又兵衛の水弾のほぼ全弾を浴びている。

　半蔵の大手裏剣は豊久の肩かた口ぐちをかすって、血の飛沫しぶきを上げさせると弧こを描えがいてまた半蔵の手に戻もどっていた。

「どうです！」

「手ごたえが、あまりないのは」

　得意顔の半蔵と、やや首をかしげる又兵衛。

　そしてやはり、塀の上から転げ落ちたと見えた豊久だったが、

「よい技にて候ね」

　こんどは背後で声が。

　全員が振り返ると、東屋の反対側の塀の上に豊久が立っていた。平然と、まったく無傷でパラソルを差し、薄笑いまでそのままに。

「えっ！」

「当たった、はずなのに」

　驚く半蔵と又兵衛。

「なんなのよ、あいつ！」

「いかなる能力じゃ。もしや当たった攻撃をすべて無効化する力か」

　千姫と幸村は豊久から目を離はなさず、言葉をかわす。

「そんな能力、あるの？」

「わからぬ。じゃが、これまで戦ってきた相手の、虫を爆ばく弾だんにする力、動物に意識を乗り移らせる力、強力な催さい眠みん術じゆつ、霧きりを発生させ、その霧に映像を映す、自分の髪で相手を操あやつる……それらをみるに、どんな能力でもありそうに思えてくるのじゃ」

「それじゃ、勝てるわけないじゃない」

「そうでもなかろう。あれを見よ」

　幸村が視線で指し示す。

　豊久の肩口だ。わずかにほころんでいる。

「半蔵の手裏剣でケガをしたところよね」

「壁かべの向こうへ転げ落ちたと見せかけて出血などは止めたが、衣服の破れまでは直せなかったのじゃろう」

「ということは」

「あらゆる攻撃を無効化する、といっても、殴なぐったり、刀で斬りつける物理的な攻撃を受けて、なかったことにできるとは思えぬ。『氣』の攻撃に限ると見た」

「なら」

「うむっ」

　小さくうなずきあうと、千姫と幸村が前へ飛び出す。千姫は薙刀、幸村は大鉄扇をそのままに、豊久に斬りかかった。

「単純で候ね。斬ったり突いたりすれば勝てると。なら、これはどうで御座候！」

　豊久は逃にげることも身をかわすこともしない。代わりに、それまで肩に乗せるように持っていたパラソルをふたりに向けた。

　大きく振り回す。回転させる。と、

「ぁあああ！」

「なに!?」

　とつじょ、暴風が巻き起こって千姫と幸村を襲おそう。ふたりの突とつ進しんを押し返し、身体ごと吹き飛ばしそうな威い力りよくだ。

「これだけではないで候よ！」

　さらに、

「えええっ!?」

　襲うのは電でん撃げきだ。空中から稲妻の柱が何本も落ちてくる。

「これは……！」

　かろうじて大鉄扇をアースにした幸村。電流の一部を露ろ出しゆつした地面に流しながら顔をしかめる。

「なんだっていうの幸村、これって、千の……！」

「うむ、爆ばく炎えん穿せん破ぱじゃ。そのまえの暴風は、わらわの桜おう花か扇せん舞ぶ昇しように等しい」

「どういうこと」

「まさか、とは思うが」

　しかし豊久の攻撃から幸村たちを助けようとした半蔵、又兵衛が、

「御姫さま、ただいま参ります！」

「ここはわたしが！　幸村さま」

「む、待つのじゃ、又兵衛！」

　とっさの幸村の制止もきかず、飛び込んでいく。

「また来るで候か。懲こりないですねぇ。ふふふ、豊久はいっこうにかまわないで候よ」

　豊久のパラソルが一いつ閃せんする。

　とたん、無数の水滴が盾のように現れ、そのまま刺すように鋭するどく飛んでくる。

「ああっ！」

　いくら又兵衛の鑓が、たったひとりで鑓衾を作れるほど速くて正確でも、これだけの水すい滴てき弾だんは撃うち落おとせない。

　そのまま蜂はちの巣になる、というところを、

「又兵衛さんっ！」

　とっさに半蔵が、背中の巻物を広げて防ぐ。広げられた巻物は盾になって、水滴の威力を大きく減ずる。しかし、

「まだ終わっていないで候よ、それ！」

　こんどはパラソルを豊久が投げる。

　柄の部分が縮んでほとんどなくなり、傘かさだけとなったパラソルは、

「手裏剣だっていうの？」

　千姫が驚おどろくのも無理はない。そのうえ傘の周囲に、鋭えい利りな刃を無数に生やしていた。その刃で、

「きゃぁああ！」

　半蔵の巻物を斬きり裂さく。

　一部は半蔵や又兵衛の身体までもかすって、豊久の手元へ戻っていく。

「うーん、こんなものですか。どうしました？　もう終わりで候か？」

　豊久が笑う。四人を見回した。
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「あれは……技の無効化なんかじゃないわ」

「そっくりコピーする、自分のものとする能力じゃったか！」

「そんな、そんなことが、あるのでしょうか」

「これではまるで自分と戦っているような」

　最後の、又兵衛の言葉がすべてを言い表していた。

　豊久の能力が敵の能力のコピーなら、必ず自分と同じ技を使って攻撃してくるわけで、よくて相打ち、決して勝つことはできない。

「ど、どうするのよ、幸村！」

「無む茶ちやを言うでないわ！　いま、考え中じゃ！」

「早く考えなさいよ！　普ふ段だんからそんだけおっきな頭と広いデコなんだから！」

「おデコチビとはなんじゃ！」

「チビはまだ言ってないわよ！」

　あまりのショックのせいか、逆に口数が多くなり、いつもの掛かけ合あいになってしまう幸村と千姫。

「お、御姫さま、いまはそんな場合では」

「自分に勝つ……そんな戦法が、あるのでしょうか」

　ふたりを止めようとオロオロする半蔵。

　けんめいに勝機を探さぐる又兵衛。

「ほらほら、どうしたですか。まさかもう終わりということはありますまいで候なぁ」

　豊久が、バカにしたようにパラソルを振っては笑う。

　しかし幸村にしろ千姫、半蔵、又兵衛としても、必ず同じ技で反はん撃げきされるのがわかりきっていては攻撃に出られるはずがない。

「ぅぅむ」

「まだ？　まだなの？　さっさといい考えを出しなさいよ幸村！　千たちみんな、やられちゃうじゃない！」

「わかっておるわ！　わかっておる、が……これが難しいのじゃ。われら最大のピンチやもしれぬ」

「そんな！　あんたがそんなんでどうなるのよ！　せっかく、ここまで来たのに。もうすぐ千が宗朗の『剣妃サムライブライド』にだってなれるのに！」

「なんでそうなるのじゃ！　乳ばかりのおぬしが『剣妃サムライブライド』となるなど、一万歩ゆずってもありえぬわ」

「なんですって！」

「なんじゃと！」

　再びの掛け合いが、これまたいつもの口くち喧げん嘩かに発展するのは、ふたりの従者にとっても当然のこと。

「もしものそのときには、半蔵、一命を賭として御姫さまのお命だけは」

「幸村さまだけでも、お逃がしいたします」

　しかし決意はすでに固まっていた。

「ふぅん、わたしを待たせて、その間になにか策でもこうじるつもりで候か。なかなか愉ゆ快かいな見ものでは候えども、そろそろ退たい屈くつして来たで候よ」

　ザッ、と豊久がパラソルを閉じる。

　それまで乗っていた塀から飛び降り、湯船の縁を歩く。

「ちょ、っと！　それ以上近づくと……どうなのよ、幸村！　なにかいい考え、浮かんだの？」

　後半は小声で問う千姫。

「それが、考えをまとめるにはまだ少し材料が足りぬでのぉ」

　幸村が答える。

　どうやら掛け合い、口喧嘩と見せて時間稼ぎをしていたのは本当なのだった。しかしそれももう豊久に見み透すかされている。

「材料って、どうすればいいのよ。また打ち込んでみる？　でもこんど反撃されたら」

「また自分の技を食くらったら、こんどこそ致ち命めい傷しようはまぬがれぬやもしれぬな」

　そうする間にも豊久がじりじりと迫せまる。

　四人はお互たがいをかばいながら、東屋の片側の壁を背に押し込まれてしまっていた。

「やっぱり来ないですね。じゃあ本当に、こっちから行かせてもらうで候！」

　閉じたパラソルをかまえると、豊久がいっきに間合いを詰つめる。

「来たわ！　どうするのよ！」

「しのぐのじゃ、しばし！　その間に」

「どの技で来るのでしょう……！」

「幸村さま、お下がりを！」

「しかし、遅いであり候よ！」

　豊久のパラソルの先から、鋭利な切っ先が飛び出す。しかしそれで突くと思うと、

「なに!?」

　払はらった。

　鑓と見せかけて、薙刀の動きだったのだ。

　防戦いっぽうの「剣姫マスターサムライ」たちだが、この変化についていけない。せめてもと、半蔵と又兵衛が、身を投げ出してあるじを守ろうとする。

「無む駄だにて候！」

　しかし豊久のパラソルが速い。

　切っ先が千姫の喉のど元もとをかすめる、斬り裂く、刹せつ那な、

「えー、誰だれぇ!?」

　とつじょ、ガラガラと露ろ天てん風ぶ呂ろの扉とびらが開いたと思うと、どかどか入って来たのは、

「さっきからずっと露天風呂を独どく占せんなんてズルいですわ！　わたくしたちにも入らせろですの！」

「ウキュゥ！」

　十兵衛を先頭に、兼続、小こ猿ざるの佐助だ。

　しかしふたりと一匹も、すぐに異変に気付いた。

　風ふ呂ろ場ばに似合わないゴスロリドレス姿の豊久。「剣姫マスターサムライ」姿の四人をひとりで追いつめている。

「危ないわよ、十兵衛！」

「兼続、下がっておれ！」

　叫さけぶ千姫と幸村の言葉を待つまでもなく、

「くせもの、ですの!?」

「ウキュ、キャッ！」

　兼続、佐助がとっさに豊久に打ちかかろうとして、武器もなにも持たない全ぜん裸らなことに気づく。

　さっきまでの千姫たちどうよう、入浴中だったので当然だ。

　ならば、と「剣姫マスターサムライ」に変わろうかというところ、

「見ぃつけた!!」

　真っ先に十兵衛が豊久に飛びついた。

　それも、斬りかかるのでも止めるのでもなく、抱き付き、押し倒す。

　驚いたのは豊久のほうで、

「きゃぁあああっ!?」

　ドボ、ンッ！　そのまま露天風呂へ十兵衛ともども落ち込んでしまう。

「なんじゃ！」

「やった、の？」

　幸村、千姫もとまどいながら、湯船を見つめる。しばらくして、

「ふごぁっ！」

　ザブッ！　お湯を跳ね散らかして、湯船から顔を出す豊久。当然、濡ぬれネズミだ。続いて、

「ぷはー！」

　十兵衛も浮ふ上じようした。

　そのふたりがまだ入ったままの露天風呂の周りで固まる「剣姫マスターサムライ」たち。なにがどうなったのかよくわからないまま、しかしここは、

「敵ならとりあえず、ぶっ叩たたいてからですわ！　話はあと！　捲けん土ど重ちよう来らい！　直なお江え兼続ですわぁあっ！」

　まずはひとあてするのが先、と、頭で考えるより行動が先の兼続が仕し掛かける。

　地面が爆ばく発はつしたように噴ふきあがり、兼続の身体を包んだ。

　土や石がおさまると、ところどころよろいをまとった「剣姫マスターサムライ」の姿をした兼続が。片側がドリル状となった大おお槌づちをかまえている。

「だぁぁぁぁあああ！　これでも食らえですわ、大だい鉄てつ山ざん毅き!!」

　思い切りの反動をつけた大槌で、豊久を襲った。

「いかん、待て！　兼続！」

「攻撃しちゃダメなのよ、バカ！」

　幸村、千姫の制止も間に合わない。

　大槌のドリル面が風ふ呂ろの湯もろとも豊久を直撃する。大きく跳ね上がる水柱とともに、湯船に再び沈しずむ豊久。
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「やりましたわ！　先手必勝！　どんなもんですの！　ざまあみろですわ！」

　から笑う兼続。しかし、

「ふぅーん、いまのが大槌の攻撃。おぼえたで候」
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　パシャッ！　やはり湯を跳ね散らして身を起こす豊久。

　さっきの十兵衛に押し倒されたときと同じなのに、たたずまいがまったく違ちがう。兼続の背後に立つ。

「危ない！　兼続さん！」

「逃げてください！」

　半蔵、又兵衛の声が飛ぶ。

　兼続の大槌攻撃を受けた豊久は、もうその攻撃をコピーしている。同じ技を兼続に返すだろう。

　しかしそれとわからない兼続。

「へ？　なんですの、後ろを取ったと思ったなら、大おお間ま違ちがいですわ。わたくしの直江流戦せん槌つい術じゆつは回転攻撃が基本。後ろにいるなら好都合ですわぁあ！」

　同じ湯船の中に立っていたところから、足さばきと身体のひねりで、むしろ適度な反動を伴ともないつつ、背後の豊久に大槌を浴びせていく。

　手慣れた兼続の動き。攻撃は成功した、と思われたが、

「こう、で候そうろうか」

　まったく同じ動きで、豊久が打ち込んで来ていた。

　身をひねって豊久のほうを向いたときには、兼続はもう回かい避ひしようがない。大槌のドリル面と、パラソルが真正面からぶつかる。

　ザバシャァァアッ！

　ふたつの得物の境界面に、大きく水柱が壁となって立ち上がる。

　それが消えたとき、

「ほぇ……ぐっちゃん！」

　十兵衛が、兼続を抱きかかえていた。

　兼続はぐったり、半ば意識を失っている。

　大槌がパラソルとの打撃合戦に打ち負けたのだ。

「兼続！　なんとしたことじゃ」

「あんな華きや奢しやな傘で、兼続の大槌に勝ったっていうの？」

　千姫の言葉に、

「おそらく、物質の質量や硬こう度どではないのじゃ。『氣』をまとっておるから兼続の槌つちは強い。豊久のパラソルもまた、おそらくは同じこと」

　答える幸村。その額に汗あせがにじむ。

「じゃあ、とにかくあの豊久に攻撃しちゃダメなんじゃないの？　でもそれじゃ……」

　攻撃しない、イコール逃げられる、ではない。攻撃しなければ敗北を、それは死を意味する。

　それがわかっているから、千姫の言葉は最後までを言いきれない。

　しかし悩なやむ幸村たちをよそに、

「ウキュ！　ウキュゥウ！」

　あらぶった佐助が飛び出す。兼続がやられたことで怒り、興奮していた。

「やめよ佐助！」

　しかし幸村の制止も聞かず、

「キュキュ！　ウキュキュ！（一草一木）　ウキャキャァアア！（猿さる飛とび佐助！）」

　自分だけがわかる題目を叫ぶと、

「ぁ、さっちん！」

　突とつ然ぜん、露天風呂の四方からニュルニュル、ニョキニョキと無数の細い枝が伸のびてくる。

　小さな佐助の身体を包んだと思うと、空中でパッと花が咲さいた。

　白い花が弾はじけるように散ると、あれだけあった枝も消しよう滅めつし、そこには、

「ウキュゥゥ！」

　人間体の「剣姫マスターサムライ」となった佐助の姿が。

「あんまり変わらないのよね。どうせしゃべれないし」

　見上げてつぶやく千姫。

「そんな、御姫さま。……佐助さん！　攻撃してはダメです！」

　半蔵が代わって叫ぶが、

「ウキャ！」

　変身して「氣」をまとったせいか、強気の攻撃が止められない。佐助の声とともに、空中に無数の弾だん丸がんが現れた。

「あれは」

「種、じゃな。さっきの花が種に成長、変化したのじゃろう」

　又兵衛が問い、幸村が答えたとおり、変身の際に散った花が、種に変わっていた。縦長のどんぐりだ。

「ウキュ、キュァ！」

　掛け声とともに、いっせいに豊久に向かって種が飛んだ。

「こんどは『草木』の属性ですか。おもしろいで候」

　余裕でパラソルを広げる豊久。

　急降下してきた種が傘に当たる。

　本来なら布地など一発でやぶけ、傘ごと四散するどんぐり弾の威力なのだが、ボコボコと音を立てながらいっこうに貫かん通つうできない。

　逆にどんぐりのほうが粉々に割れ散ってしまう。

　パシャ、パチャ！　次々と湯船に落ちるどんぐりの弾。

「やっぱりどんぐりじゃダメね」

「いえ、佐助さんの狙ねらいはおそらく」

　半蔵の読みが当たった。

　どんぐり弾を浴びせてそれを豊久に防がせる。つまりどんぐり弾に注意を向けさせておいて、

「ウキュゥ！」

　現れたのは豊久の背後だ。

　すでに一足一刀の間合いを超こえている。佐助は刀などの武器を持たないが、その分鋭く大きな前足の爪つめと素す早ばやさがある。

「これなら行けるの!?」

「あるいは……どうじゃ！」

　しかし千姫たちの期待は、

「そんなことだと思ったで候」

　一いつ瞬しゆんで打うち砕くだかれる。とつぜん湯の中から、ピシャ、ピュッ、ピチャッ！　無数の小さな水柱が立ったと思うと、

「キュッ!?」

　いっせいに、佐助に向かって来た。

　伸びて来たのは枝だ。わずかに葉もつけている。

　それが蔦つたかなにかのようににょきにょき、にゅるにゅると伸びると、佐助の手足にからみつく。

　とらえてしまう。

「なぜお湯の中から木が!?」

「どんぐりじゃ！　佐助が撃ったどんぐりの弾が水に落ちて、それを豊久が発芽させ、成長させて触しよく手しゆのように使っておる！」

「それじゃ佐助さんの能力を」

「完全に、コピーしたんですね」

　しかし、もちろん感心している場合ではない。

　真っ先に動いたのは、佐助にいちばん近い場所にいた、

「さっちん！　いま助けるよぉ！」

　十兵衛だ。佐助の身体にとりついた枝葉を、手て当あたり次し第だいに引きちぎり、むしりとる。しかし、素す手でではらちがあかない。

　刀を抜ぬこうにも、お風呂に入っていたままの十兵衛は着物も着ていない。もちろん刀もない。

「ぅう～ん！」

「ウキュ、キュ！」

　そうする間にも、枝はますます佐助を締め付ける。とうとう十兵衛は、

「ぅー、こんなときお兄ちゃんがいたら、十兵衛さんになって、刀でサッ、って、さっちん、助けられるのに！」

　音を上げる。しかしその言葉に、

「十兵衛が……ダメよ、あの十兵衛になったら！」

「うむ。豊久に、『剣姫マスターサムライ』十兵衛の能力をコピーされたら、手の施ほどこしようがなくなってしまうじゃろう！」

「ここに宗朗くんがいなくて助かった、ということですね」

「ここは女風呂ですから」

　全員が、ある意味ホッとした、瞬しゆん間かん、

「あ、お兄ちゃん！　そこにいたの！」

　東屋の端はしから身を乗り出して下をのぞき込む十兵衛。大声で手を振ふる。

「えええ!?」




９




　驚く四人。やはり東屋の別の端から下をのぞくと、

「宗朗!?」

「千姫さま？　あああ、十兵衛!?」

　そこには宗朗が。

　じつは旅館の風呂は二階建て構造で、上と下にそれぞれ内うち風ぶ呂ろと露天風呂がそなえられていたのだ。

　もっとも豪ごう華かなのは、いま「剣姫マスターサムライ」たちがいる上の階の風呂で、下の階は最小限の湯船と小さ目の露天風呂しかない。

　時間によって、男湯と女湯を取とり換かえるシステムなのだ。

「なんでおぬしがそこにおるのじゃ！　のんびり風呂など入っておる場合か！」

　幸村が怒ど鳴なれば、

「なんでって、千姫さまの荷物を全部持って来たりで汗かいたから、いまお風呂に来たところで……みんな、その姿はもしや」

　弁解する宗朗だが、全員の姿を見るや表情が変わる。

　幸村や千姫をはじめ、みんな新しい「剣姫マスターサムライ」の衣装、姿ということは、

「敵が、そこにいるのか！」

　ザバッ！　露ろ天てんの湯船から飛び出す宗朗。

　こんなときも怠おこたりなく、かたわらに置いておいた大た刀ちをつかんだ。しかし、

「宗朗!?　なんで裸はだかなのよ、か、隠かくしなさいよぉ！」

「そ、そんなこと言われても、風呂に入っていたんだから、裸ですってば！」

　裸の宗朗を全員で見下ろしていることにいまさらながら気づく「剣姫マスターサムライ」たち。

　加えて、

「お兄ちゃん！　さっちんが危ないの！」

　階下の宗朗めがけて手を振る十兵衛。

　落ちそうなほど乗り出したその身は、

「は、裸じゃないか！　なんで十兵衛だけ？　なにか着なさい、十兵衛！」

　下向きに垂れ落ちた乳ち房ぶさが、いつもよりボリュームを増して見える。こんどは逆に宗朗が十兵衛に叫ぶ番だった。

「ああもう、どうなってるのよ！」

「佐助さんを、助けないと」

　上と下に分かれて混乱する露天風呂。そんななか、

「さわがしいで候ね。そもそも、わたしと戦う気があるですか。『氣』は無駄にたぎらせているようで候が」

　豊久が警告する。同時に、

「キュゥゥゥ！」

　見せつけるように、佐助を枝で締め上げた。

「いけません、もう！」

　これ以上見過ごすことはできない。

　たとえ自分の技をまた浴びることがあっても、佐助を助けなくては、と、又兵衛が鑓を向けたときだ。

「キュ……」

　草の蔓つるに締め上げられた佐助が、とうとう耐え切れずに気絶した。

　いっきに「氣」が弱まる。

　佐助は人型の「剣姫マスターサムライ」の姿から、もとの小猿に戻ってしまう。

「！　佐助さんっ」

　とっさに抱き留めたのは又兵衛だった。小さくなったせいで、蔓がゆるみ、滑り落ちたのだ。

「よかった、佐助さんが。……ぁ？」

　半蔵も声を上げる。しかし目の前で、奇き妙みようなことが起こった。

　たったいままで佐助をからめとり、しめあげていたどんぐりの蔓が、急に力を失うようにしぼみ、枯かれて、ついには消えてしまったのだ。

「え、なに？」

「もう蔓を使うのはやめた、ということでしょうか」

「いや、違うと見た！　あれは」

　幸村が話し出そうとすると、

「いつまでもどんぐりの蔓ってのもいまいちで候ね。もっと鋭い能力と能力で戦おうですよ。ほら、いつでも相手になるで候」

　遮さえぎるように豊久がパラソルを向ける。

　ひとりひとり、ねめつけるように顔を見回し、笑い声を上げた。

　そんな声やさわぎは、下の階の宗朗にも聞こえる。

「どうなってるんだ？　佐助は無事なのか、幸村！　十兵衛？」

　見上げ、声を張り上げるが、上は上で緊きん張ちようしているうえ、宗朗にまで説明している余よ裕ゆうがない。

　幸村でさえ、能力の精神会話「波動霊視」を忘れていた。

「こうなったら、やっぱり上へ行くしかないか」

　そんなふうに宗朗がためらっているころ、上の女風呂では、

「やっぱりやるしかないの？　このままあの豊久にやられるだけよりは」

「一いつ矢しでも報むくいて」

「死中に活路を求めるしか」

　千姫、半蔵、又兵衛が決死の攻こう撃げきに出ようとするところ、

「やめい！　無駄じゃ。いや、決して攻撃してはならぬ！」

　幸村が一いつ喝かつする。

「なぜ？　どうして止めるのよ幸村！　もうわたしたちの能力は全部コピーされてしまったわ。でもひとりひとりじゃなく、全員がいっせいに攻撃すれば」

「そうです。技わざを一度にすべて出すことはできないはず」

「そこに勝機があるのではありませんか、幸村さま」

　千姫たちの考えはもっともだった。

　豊久のコピー能力でそれぞれの能力を取り込まれているとしても、豊久はひとりだ。それらの能力を同時に出すことができないなら、全員が同時飽和攻撃をかけることで打ち破ることができるのでは。

「なるほど、おぬしらの説もわかる。わらわもいっときはそう思い、指示しようと思ったほどじゃ」

「それなら」

「じゃが、間ま違ちがっておった。わかったのじゃ。あやつの能力の秘密がな」

　幸村は、ここに来て自信を取り戻したのか、断言する。

「ん？」

　豊久の表情が心なしかくもった。それを見た幸村、

「気になるようじゃの。おぬしも聞いてみるか。間違っておったなら、その『氣』の力でわらわを好きにするがよい。抵てい抗こう、反撃はいっさいせぬ」

　挑ちよう発はつすると、

「なにを言っているのかよくわからないでありますが、そこまで言うなら聞いてやらないでもないで候よ。ただし、約束は守るというならで候」

　不満なのか余裕なのか、あいかわらずあいまいな笑えみを浮うかべた豊久も、そう言って受けて立つ。

「ふむ、よい心がけじゃ。ところで千、この豊久がわれらの能力をコピーしたとする。ならば、今日から豊久は、おぬしの爆ばく炎えん穿せん破ぱなり、わらわの桜おう花か扇せん舞ぶ昇しようをいつでも使えるようになったわけじゃな」

　豊久の態度をたしかめると、幸村は千姫に水を向けた。

「それは、そうなんじゃない。くやしいけど、能力をコピーする能力なら」

「なら聞くが、豊久がコピー能力を使ったのはこれが初めてと思うか」

「初めてのわけないじゃない。いままでだっていっぱい……」

　そこまで言って千姫も気づいた。

「たしかに変ですね。御ご所しよの『剣姫マスターサムライ』ともなれば、これまでも多くの敵、『氣』の使い手とだって戦っているはず」

「その能力を全部コピーして来ているとすれば」

　半蔵、又兵衛も。

「そうじゃ。いまごろはあらゆる能力をコピーして無敵となっておるであろう。我らが戦った御所の『剣姫マスターサムライ』の虫爆弾や、動物に乗り移る、といったものは当然として、じゃ」

「なのに、それを使わないのはおかしいって、わかるけど、千たちの能力をコピーするために技を出させていたのなら」

「はい。そしてコピーは完かん了りようした、と」

「あとは斬きるなり叩くなり、圧あつ倒とう的てきなはずです」

「じゃが、あやつはそうはせなんだ。さっきからなんのかんのと、われらの出方を待っておるだけじゃ。いまもそうではないか」

　幸村に言われて、豊久の目がかすかに凶きよう暴ぼうな色を帯びる。

　しかし薄うす笑わらいは消えない。

「そうかもしれないけど」

「ならば、よけいいっせいに攻撃すれば」

「いかん！　それをやつは待っておる。佐助を見よ。なぜやつは佐助を離はなした？　あのまま絞しめ殺ころすは造作もないこと。気絶しておったなら、そのまま生いけ捕どりにもできよう。それを、能力を解除して離したわけはなんじゃ？」

「言われてみれば、そうね」

「そうじゃろう。われらを相手に、人ひと質じちにも等しい佐助を確保しておいたほうが戦いは楽なはず。あのとき、なにが起こったのじゃ？　思い出してみよ」

「佐助さんが、『剣姫マスターサムライ』から小猿に戻って」

「木の蔓が消えたせいで、解き放たれた……」

「うむ。それは佐助が失神して『剣姫マスターサムライ』の能力が解除されたからじゃ。じゃがおかしいとは思わぬか」

「でも、あの蔓とか、草木をあやつるのはお猿さるの能力でしょ？」

「御お姫ひいさま、あのとき佐助さんを縛しばっていた蔓は、豊久がコピーした能力で発現したものです」

「ぁ、そうか。ぅん？　ということは？　あっ！」

　なにかを悟さとった、という千姫の顔を見て、こんどは幸村がにやりと笑う。

「そのとおりじゃ。蔓が消えたのは、蔓を作っておったのは正しく佐助の能力だったからじゃ。こやつ、島津豊久の能力とは、相手の能力をコピーし、自分のものとするものではない。相手の『氣』を使って、あたかも自分が攻撃しているように見せかけること。『氣』の力を、そっくり相手に反射させることなのじゃ！」
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　あ、っと誰もが思った。

　気づきかけていた千姫も、明快に言い切る幸村の言葉にいっしゅん驚おどろく。

「そうか。そうだったのね。だから」

「わたしたちの攻撃を待っていたのですね。あ、でも。わたしの大手裏剣のような物理的な攻撃は」

　半蔵の言葉に、

「あのパラソルを、大手裏剣や大槌に見立てて使うのはあやつの芸のようなものじゃな。当然『氣』を帯びておるのは間違いないが、そうでないただの物理攻撃も、混ぜて使えば惑まどわされるものよ」

　それはいってみれば奇き術じゆつのタネのようなもの。

　ほんもののトリックもあれば、フェイクもある。フェイクを効果的に入れることで、シンプルなトリックが何倍もの効果を持つ。

「なによ、わかってみれば」

「他た愛あいない、とまでは言えませんが」

「対処もできるかと」

「そうじゃ。こちらから攻撃せねば、やつは『氣』をはね返すことができぬ。ゆえに先手ではなく、後手しかとれなかったのじゃ」

　幸村は豊久に向き直る。大鉄扇を突つき付つけ、

「どうじゃ、間違いなかろう！　誤りあらば、おぬしの『氣』で攻撃してみるがよい。この幸村、約束は守るでな！」

　言い放った。

　これに対して、

「そう、ね。まあ、そんなものかもしれないで候よ」

　豊久は否定しない。

　しかし逃にげようともしない。薄笑いをふたたび顔に浮かばせ、あざけるようにパラソルを振る。

「なんなの、もうタネはバレちゃってるんだから。こっちが『氣』でかからなきゃ、おまえは攻撃し返せないんじゃない」

「それなら、ふつうに剣けんや鑓やりで攻撃すればいいんですね」

「こっちは六人……と一匹」

　圧倒的に、柳生道場の「剣姫マスターサムライ」組が有利。そのうえ豊久は、すっかり取り囲まれてしまっている。

「ふーん、本当にそうで候か」

「まだ言い張るつもりか。かまわぬが、じっさい戦えば答えは出るのじゃからのお」

「豊久の能力が、相手の『氣』の反射だとして、では、それだけで候と？」

「それだけではない、と？」

「さあ。わからないなら、賭かけてみたらいかがで候？　わたしがもっと別の能力を持っていないと思うなら、試ためせばいいで候」

　パラソルをぽんぽん、と肩かたで揺ゆらす豊久。

「ふむ。別の能力、とな。即座の反射ではなく、溜めを効かせる程度はあろうが」

「そんなもの、あるわけないわよ。どうせこいつのはったりよ！　さっさと片をつけちゃうわよ！」

　多少引っかかるのか、慎しん重ちようさを見せる幸村と、薙なぎ刀なたをかまえ、いますぐ斬りかかろうとする千姫。

「御姫さま、ご加勢つかまつります！」

「いかがいたしますか、幸村さま」

　それぞれの従者も、半蔵は忍者刀をかまえるし、又兵衛は幸村の下知を待つ。

「『氣』を使わぬわれらの通常攻撃で、反射ではない豊久の『氣』の技を破れるか……うむ」

　場が、またも膠こう着ちやくするか、と思われたとき。

「行くよぉ、お兄ちゃん！」

　こっちもじつはまだ、どうしようか決めかねていた十兵衛。

　そう叫ぶと、

「やぁー！」

　いっぺんに東あずま屋やの壁かべを飛とび越こえる。そのまま階下の露天風呂へ。宗朗のもとへ飛び降りる。

「ま、待て、十兵衛！　ぅぁああ!?」

　あわてて受け止める宗朗。だが体勢が悪い。

　広げた両りよう腕うでの中へ、飛び込んできた十兵衛を抱き留めたまではいい。が、そこは湯船の中、

「わぁああっ！」

「むぐぉわ！」

　バシャァァアアアッ！　ふたり分の派手で巨きよ大だいな水柱を立てつつ、湯の中に沈むふたり。十兵衛もそうだが、入浴中の宗朗もとうぜん全裸。

　ぶつかる裸ら身しんと裸身。

　合わさる肌はだと肌。

　気づいた千姫の、

「ちょっと、なにやってるのよ！　ふたりとも、こっちへ……」

　言葉が途と切ぎれる。

「だいじょうぶですか、十兵衛さん！」

　やはり東屋から身を乗り出し、下を見下ろす半蔵の目にも、それは見えた。

　水に落ちた、と見えた十兵衛が、湯船のかたわらに立っていた。

　わずかに髪かみが濡れているように見える。指で顔にかかった一筋を払はらう。頭の上のふたつの髪の房ふさが、ぴょこ、と揺れた。

「あの姿は」

「間違いありません、『剣姫マスターサムライ』の十兵衛！」

　又兵衛などが言うまでもない。

　すっかり白く変わった長い髪。顔を上げると、それまでの幼い顔だちから一変、自信に満ちた表情がそこにあった。

「呼ばれたようなのでな。柳生十兵衛三みつ厳よし、見参……！」

　名乗りとともに、ひと飛びに上の階へと飛び移る。

　残されたのは、

「……ぷは、ぁ！　あ、あれ？　十兵衛？」

　湯の中から顔を上げる宗朗だった。

　当の十兵衛が現れた上階では、

「えええ!?　本当に『剣姫マスターサムライ』の十兵衛になっちゃったの？　ていうことは、さっき降りたはずみで」

「キスを……」

　驚きというより、呆あきれる、あるいはがっかりの千姫と半蔵。

「なんだ、ご挨あい拶さつだな。それより、おもしろそうなことをやっているではないか」

　十兵衛の視線は最初から、豊久をとらえている。

　敵の姿に、仕掛けたくてうずうずしていた。

「待て！　ぜったいに攻撃してはならん！　十兵衛、おぬしの力がそっくり跳ね返って来るのじゃぞ！」

　幸村が制止する。

　しかし十兵衛は逆に目を輝かがやかせると、

「わたしの攻撃が、そっくりわたしに返るだと。おもしろい。自分と戦うようなものではないか」

「だから止めよと申しておる！　労ばかりでなにも得ることはない。それより、『氣』を使わずふつうの得物で押おし包つつめばまだ勝機が……」

　説明する幸村を後目に、十兵衛は豊久の前に進み出る。闘とう志しを抑おさえきれないその姿は、豊久にもすぐにわかった。

「少しは骨のある者がいたようですね……やるで候か」

　パラソルをかまえる豊久。

「ああ。時間があまりない。よけいな口はここまでだ。行くぞ！」

　十兵衛が長大な大刀を抜く。地じ擦ずり下段にかまえる。

「よさぬか！　わらわの言うことを聞いておらなんだのか。『氣』を使えばあやつの思うつぼ……」

　しかし幸村の言葉ももう十兵衛の耳には入らない。

「ぉおおお！」

　下段からの逆ぎやく袈け裟さが豊久のわき腹から胸を襲おそう。

「ぉおぅ！」

　しかし豊久のパラソルが刃やいばを受け止め、切り返し、逆に袈け裟さ斬ぎりを狙う。

「そうか、わたしならそうするか。おもしろい！　来い！　もっと来い！」

「楽しんでいるのもいまのうちで候よ。『氣』を使えば使うほど、自分の攻撃は鋭するどく強くなる。諸もろ刃はの剣どころか、片かた刃はを己おのれに向かって押し当てるようなもので候よ」

「それはいい。やってみろ！」

　言葉を交えながらも、ふたりの斬撃は止まらない。

　斬り上げ、斬り下ろし、刀を合わせ、鍔つば迫ぜり合あいと思うと、突き離し、また迫せり、脚あしや肘ひじまでも使っての戦いは、

「すごい……」

「こんな斬り合い、初めて見ました」

「うむ。十兵衛の速さがそのまま豊久から返って来るのじゃからな。まさに己の技と戦っておるようなもの。だから言ったのじゃ。無む駄だに『氣』を消しよう耗もうし、己を危あやうくするだけじゃ、とな……しかし」

「はい。あんな楽しそうな十兵衛さん、初めて見たかもしれません」

　幸村や又兵衛の言うとおり、十兵衛はあきらかにその顔を火ほ照てらせ、唇くちびるに笑みを浮かばせていた。

　顔に浮かんだ汗が、打ち込みと受けのたびに飛び散る。

　それは豊久も同じで、

「やる、で候ね」

「わたしの技だからな。だが、それを振るうベースがなくては、技のキレは出ぬ。おぬしの力であろう」

「ほめても、なにも出ないで候、よ！」

　キィン！　キン、キン！　甲かん高だかい金属音が断続的に響ひびく。刀とパラソルなのに、合わさる音は鍛え抜かれた金属のそれに等しい。

　そしてこれほどの打ち込み、斬撃が、狭せまい露ろ天てん風ぶ呂ろの東屋で収まるはずもなく、

「ぅぬっ！」

　鍔迫り合いからの体当たりで、ふたりの身体がもつれるように飛び出す。東屋の欄らん干かんを粉々に壊こわし、落下していく。
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「十兵衛!?」

「十兵衛さん！」

　しかし「剣姫マスターサムライ」たちの心配は杞き憂ゆうに終わる。

　谷底へ落ちたかと思われたふたりは、すぐに浮ふ上じようする。いや、

「『氣』をまとって浮ふ遊ゆう……飛んでおるのか」

　ふたりの身体から漏れ出した「氣」が、あたりをゆらめかせる。陽炎かげろうをまとっているようだ。

「でもあれ、けっきょく全部、十兵衛の『氣』なんでしょう。だったら」

　千姫の心配も当然だ。

　幸村がうなずく。

「理り屈くつのうえではそうじゃ。この勝負、長引けば長引くほど十兵衛に不利。逆に、豊久は待っておればよい。自分の『氣』をほとんど使わず、相手に消耗を強しいることができるのじゃからな」

「それでは最初から」

「勝ち目などない。それなのに、あやつめ。あんなに楽しそうな顔をしおって」

　本来なら加勢に入らなくてはならない。

　でないと十兵衛が敗れることもありうる。というより、勝ち目がないのだから、よくて相打ちか負けるしかない。

　なのに柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちは誰だれも動けない。

　十兵衛と豊久の戦いをじゃましたくない。

　仕組みからいえば、十兵衛の「氣」を豊久がそっくり跳ね返しているのだが、その剣技はどう見ても五分と五分の勝負だ。

　助すけ太だ刀ちに入れば十兵衛が勝つかもしれない。

　負けたり傷つくのを恐れるなら助太刀すべきなのだ。それがわかっていても動けない。

　十兵衛の顔を見れば、気持ちがわかる。

　ますます、動けなかった。

「うぅ……なんですの、なんだか騒さわがしいですわ」

　ここで、やや場ば違ちがいな声が。

「兼続さん？」

「なんじゃ、起きたのか。眠ねむっておればいいものを」

　豊久との戦いで敗北どうぜんに吹っ飛ばされ、いままで気絶していたのだ。ようやく目を覚まし、身を起こす。

「寝ねていろとはなんですの。わたくしが不在の間にいったいなにが……あれは？」

　兼続も、空中の十兵衛と豊久に気づく。

　激しく打ち合うふたりに、

「あーっ！　あんなところにいましたわ！　しかもいつのまにか十兵衛と……あれは『剣姫マスターサムライ』の十兵衛ですのね。押されてるじゃありませんの！　いいですわ、さっきの借りも返さなくてはですわね！」

　大おお槌づちをにわかに振りかぶる兼続。

　それを見た幸村たち、

「ぁ、こら！　やめんか兼続！」

「トンカチなんかが横からチャチャを入れないの！」

「兼続さんがまた『氣』で攻撃したら」

「本人がまた弾はじき返かえされるのはいいですが、十兵衛さんまで」

　止めさせようとするのと、呆れるのと。

　しかしそんな言葉も兼続の耳には入らない。

「直江兼続、助太刀つかまつりますですわぁああっ！」

　叫さけぶや、一瞬で「氣」をまとった「剣姫マスターサムライ」の姿に変わる。たったいままで失神していたので、「剣姫マスターサムライ」モードは解除されていたのだ。

「たぁぁあああっ！」

　大きく大槌を振りかぶるや、ドリル面とは逆の打面を思い切り床ゆかに叩たたき付つけた。

「ぁああ！」

「きゃぁああっ！」

　その衝しよう撃げきで東屋の床が崩ほう壊かい。幸村たちが投げ出される。

　かんじんの兼続は、大槌を打ち付けた反動で縦に回転しながら空中へ。

「直江流戦せん槌つい術じゆつ、円えん鉄てつ斬ざん毅きですわぁあ！」

　もちろん、どれほど強きよう烈れつに床を叩いても、それで跳び上がれるほどの反動はない。せいぜい柄が跳ね上がるくらいだ。

　つまり、ここまでの跳ちよう躍やくには、兼続の「氣」の力が大きく作用している。

　兼続は回転しながら、十兵衛と豊久の戦いの場へ突っ込んでいく。

「はーっぁぁあ！　せいっ！」

　たっぷりと「氣」を帯びた大槌のドリルを、豊久に思い切りぶち当てる。

　しかし豊久、

「何人来ても、同時に来ても同じで候そうろう。鏡にいくつのライトを当てても反射するだけ。鏡は壊れないで候よ！」

　パラソルを大刀に見立てて十兵衛と打ち合いながら言う。

　豊久は単に左手を振り上げ、振り下ろすと、兼続の大槌に打ち当てる。「氣」を弾はじけばいいのだから、本物の大槌も、道具すらいらないのだ。

　激しい音と衝撃が響いた。

「うぅ、ぅ！」

「ぁああ！」

　弾かれたのは兼続のほうだった。

　打ち付けたドリル面の刃は先さきが飛び散り、兼続自身も打たれたように落ちて行く。

「よそ見をするなよ！　こっちだ！」

　次の瞬間、十兵衛の渾こん身しんの一いち撃げきが豊久を見み舞まった。

　が、これも、

「無駄にて候よ。なにをやっても効かぬで候。なぜなら、攻撃も反はん撃げきもすべてそちらの『氣』。豊久は少しも『氣』を使わず、そちらの『氣』だけが消耗していけば、いずれ……ひぁあああっ!?」

　弾かれるだけ、と思われた。

　ところがそうはならず、豊久のパラソルが粉々に四散する。

　さらに、

「こうだ！　柳生真陰流、小異裂破！」

　片手に仕込まれていた小刀が飛び出す。右手に大刀、左手に小刀を握にぎった十兵衛が、二刀流の技を豊久に叩きつけた。

「な、なんの、で候！」

　豊久も、もう片方の腕うでを振り上げて受ける。

　パラソルがそうであったように、ようは「氣」を弾く器うつわであれば刀でなくてもよく、棒状のものである必要さえない。

　豊久の生身の腕でも、十兵衛の刀に匹ひつ敵てきする得え物ものとなるはずだったが、

「ぐわっ！」

　一刀のもとに断ち切られる。パッ！　と赤い血ち煙けむりが散った。

「やったか！」

　と幸村。

　東屋が崩くずれて階下の露天風呂に落ちていたのが、がれきをかき分けながら空を見上げる。他の三人もそうで、

「勝ったの、十兵衛が？」

「ウキュ！」

「佐助さん、気が付いたんですね！」

　失神していた佐助も目を覚ましていた。

　そして空中では、

「退け、豊久！　退かぬと……！」

　さらなる斬撃を予告しつつ、十兵衛が大刀をかまえる。

　退け、と言いつつ、その顔はよろこびと、さらなる戦せん闘とうへの渇かつ望ぼうが浮かび上がっているようだ。

「こ、これまでで候。また会うで候よ！」

　斬られた腕を、もう一方の手でつかむと、豊久が逃とう走そうに移る。あっという間に谷底へ落下していった。

「すごい！　あの豊久をやっつけたのね！」

「うむ。十兵衛め、なんというやつじゃ。豊久のあの能力は無敵だと思ったが」

　まだ見上げながらの、千姫と幸村が言う。

「でもどうやって。豊久の反射能力は、向けられる『氣』の大きさに関係なく攻撃を返してしまうはずよね」

「そこじゃ。わらわもまだ完全に整理はできておらぬが、兼続のやつが割って入ったことで、バランスが崩れたということはあるやもしれぬ」

「たしかに、イレギュラーだったけど。でもどれだけの『氣』を多人数から同時に向けられても、反射するのに変わりないって」

　豊久の言葉、

『鏡にいくつのライトを当てても反射するだけ。鏡は壊れないで候よ！』

　がよみがえる。

　幸村はあごに手を当てて思案するが、

「やはりわからぬ。じゃがひとつ言えるのは」

「言えるのは？」

「十兵衛の『氣』が、われらとは少々異なっておるのやもしれぬということじゃ」

「『氣』が？　それは、みんな属性とかが違ちがうから『氣』の性質も」

「そうではない。ぁ、いや、それも含ふくまれるやもしれぬが、もっと……本源的な違い、ということじゃ。加えて、兼続が横やりを入れたことで生じたバランスの崩れ、それらが相まって、豊久を打うち倒たおしたのではないか、いま考えられるのはここまでで……」

「十兵衛さんが！」

　半蔵が声を上げる。

　指さす空から、十兵衛がゆっくり降りて、

「落ちて来てる！　きっとまた『剣姫マスターサムライ』からもとの十兵衛に戻ってるのよ！」

　まっすぐ立っていたような姿勢から、背中を丸め、自分の脚を抱だいて顔をうずめる、胎たい児じのような姿勢になる。

　同時に「剣姫マスターサムライ」の装束が消えて、

「あああ」

　半蔵が口に手を当て、顔を赤くする。

　十兵衛が一糸まとわぬ姿で落ちて来たからだ。

「……」

　又兵衛が落下点へ急ぐ。

「ウキュゥ！」

　その肩に佐助が飛び乗った。

　青空の中でも、十兵衛の裸身は白いだけでなくかすかに黄金の光を帯びているように見える。

　輝きは、露天風呂の奥おく、屋おく内ない風ぶ呂ろのほうへ落ちて行った。

　上階の東屋が破は壊かいされて落下したため、露天風呂への入り口が壊れて、屋内風呂の一部が剥むき出だしになっていたのだ。
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「ぅう……十兵衛？」

　そこにいたのは、宗朗。やはり東屋の倒とう壊かいや、豊久と「剣姫マスターサムライ」たちの戦いの余波で吹き飛ばされ、たまたま屋内の湯船にはまり込んでいた。

　やはり見上げる宗朗の目に、金色に光る十兵衛の裸身が降って来る。

　屋内からまぶしい空を見ているのに、はっきりと見て取れる輝きが、徐じよ々じよに薄うすくなって消える。と、

「お兄、ちゃん……？」

　十兵衛も目を開けた。ほとんど宗朗の目の高さまで降りている。意識が戻ったせいか、そこから急に、

「ひゃぁ！」

　落ちた。

　こんどははっきりと重力に従って自重で落ちる。

　しかしちょうど広げた宗朗の腕の中へ、バシャ！　大きく跳ねた湯とともに、ふたりとも湯船の中にいた。

「十兵衛、よく無事で帰って来てくれた」

「お兄ちゃん。十兵衛はいつもお兄ちゃんといっしょだもん！」

　十兵衛からも宗朗の首に手を回して、ギュッと抱きついた。

「ぁあー！」

　そこへ、声が飛ぶ。

「ぇ？」

　顔を上げたふたりの視界に飛び込んできたのは、

「ま、またしても兄きよう妹だいで、破は廉れん恥ちな！」

「なにやってんのよ、離れて！　離れなさいってばぁ！」

　幸村と千姫。又兵衛をとうに追い越して、駆かけ寄よってきたのだ。その後ろにはその又兵衛、半蔵も続く。

「は、裸はだかで抱き合うなんて！」

「しかたないとはいえ、見過ごせないかもしれません」

「ウキュゥ！」

　しかし豊久を退け、全員の「氣」も鎮しずまっている。それ以上「剣姫マスターサムライ」でいる必要がないと、自然、姿はもとへと戻る。

　となれば、

「ぇえ!?」

　全員が入浴中だったのだから、「剣姫マスターサムライ」の装束が消えたあとの姿はといえば、全ぜん裸らに決まっている。

「きゃぁああっ！」

　不意に真っ赤に顔を染めて、裸身を隠かくそうとする千姫。

「な、なんじゃこれは！」

　幸村も、半蔵、又兵衛も同じだ。しかし手ぬぐい一枚持っていない。無理に肌を隠そうと手で覆おおううちに体勢が崩れて、しかも駆けて来た勢いもあり……、

「もわぁあああ！　千姫さま？　幸村!?」

　バシャバシャ、ザバァ！　折り重なるように湯船へ。宗朗と十兵衛にぶつかり、重なり、もつれるようにして、

「ひゃぁああん！」

「ぉぉぉおお！」

　倒れた。

　それはひとことで表現するに、湯船の中、六人と一匹全員の裸身がからまりあっている状態。

「ぅぅ……ど、どうなってるのよ！」

「こら、そっちの足をどけんか。わらわの上に」

　なんとか顔を上げ、手足をふりほどこうとするが、

「もう！　なによこれ……きゃぁああ!?」

　目の前、お湯の中からプカッ、と浮うかび上あがるものを見て、千姫が悲鳴を上げる。同時に顔をこれ以上ないほど真っ赤にしながら、

「む、宗朗？　どっちに顔を向けてるのよ。ええ？　溺おぼれちゃう！」

　どうやら湯の中でさかさまになっていた宗朗を、

「宗朗さん！」

「持ち上げてください！」

　半蔵、又兵衛の手も借りて浴よく槽そうの底から引っ張り上げる。

「ぷはぁあ！　み、みんな……十兵衛も？」

「お、お兄ちゃん、ここなの！」

　誰のものともわからない肌の中にはまりこんでいるものの、十兵衛が手を上げる。ようやく全員が顔を上げて、宗朗を見る。

「よかった。無事で……って、ぁぁあ！　は、裸、で！」

　答える宗朗。ホッとすると同時に、桜色に染まった全員の肌が視界を埋うめ尽つくしてくる。十兵衛だけでも驚き、あわてているのに、

「なにを申しておる！　宗朗、おぬしも裸ではないか！」

「そうよ！　あんなもの千の顔に押し付けちゃって！　あ、あんな、なんであんなに大き……元気なのよ、こんなときにぃ！」

　どちらも頬ほおを染めて声を強める幸村と千姫。千姫にいたっては、なにを思い出したのか、真っ赤な顔を手で覆ってしまう。

「も、申し訳な、ぃ……なんで？　と、とにかくごめん！　なさい。でもみんな……ほんとに無事でよかった。それだけは、本当に」

　宗朗のほうも、弁解、というよりあやまりながら、全員の姿を見ているうちに顔がほころぶ。

　ふいに涙なみだがにじんだ。

「宗朗くん」

「……はい、宗朗さんもご無事で」

「ウキュ、キュゥ！」

　半蔵たちも応こたえる。

　全員が裸なのに、壊れた湯船の中でもつれるほど密着しているのに、もう誰も悲鳴を上げたりも、目をつむったりもしない。

　裸身を隠すことも忘れて、言葉を超こえた絆きずなに浸ひたる。いつまでもこうしていたいと思える時間が、

「お兄ちゃん！　だぁい好き！　だよ！」

　とつぜん白い肌の海が割れて、中から飛び出しすように十兵衛が宗朗に抱き付く。

「はぅわ！　や、やめなさい十兵衛、顔が……なにも、見えないぃ、むぐぐ」

　勢いよく飛びつき過ぎて、宗朗に抱き付いているのに、宗朗の顔を十兵衛が抱くようなかっこうになってしまっている。

　いきおい、裸の乳ち房ぶさが宗朗の顔に押し付けられ、これではたしかに何も見えない。息も苦しいありさま。

「ちょ！　っと、なにしてんのよ！　離はなれなさいよ、もぉおお！」

「兄妹でなにをやっておるのだ、愚おろか者ものぉ！」

　これでは最初と同じ。

　思わず千姫と幸村の口をついて出た言葉もほぼ同じだ。それに気づかないほどふたりはせっぱ詰つまって宗朗に迫せまる。

「い、いやこれは！　すみません、十兵衛、もう離れなさい、離れて」

「いやーぁ。ずーっと十兵衛、こうしてたいんだもん！　お兄ちゃんにギューってされるのも好き。でもお兄ちゃんをぉ、ギューってするのもだぁい好き！」

「なにがギュー、っよ！　せ、千だって、ギューも、ゲーも、しちゃうんだから！　させなさいよぉ！」

「ゲー、とはなんじゃ！　それだからおぬしは品がないというのじゃ！　ここはわらわが、このつぶらな胸でじゃな……って、なにを言わせるのじゃぁあ！」

　普ふ段だんは千姫を揶や揄ゆしたりけん制する幸村までが加わっての、この喧けん騒そう。

　一歩引いて見ていた半蔵と又兵衛までが、

「まだ、『氣』の高まりが身体の中に残っている、ということでしょうか。なんだかわたしまで……」

「戦いの余よ韻いんもあります。仕方ないことかと」

　さっきより一段と赤らんだ顔を見合わせて、しかし目を背そむけ、モジモジとわが身をやるせなく擦こすり合あわせる。

「ウキュゥゥ！」

　佐助までが、持て余す「氣」を吐き出すようにひと声、鳴いた。

　そんな、宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちの風ふ呂ろ場ばから少し離れた藪やぶの中。

　ほとんど谷底に近い湿しめった地面の苔こけを踏ふみつけながら、豊久が天を仰あおぐ。木々に切り取られた青空から、「剣姫マスターサムライ」たちの声が風に運ばれてかすかに聞こえて来る。

「やれやれ。単に仲が良いというより、もはや切っても切れない絆、誰にも断ち切ることはできないようで候な」

　手に持っていたのは、十兵衛に斬きり落おとされた左ひだり腕うでだ。

　代わりに、袖そでからニュッ、と別の腕が伸のびて来た。

　もちろん、新しい腕が生えたのではなく、もともとの腕を背中の後ろに隠していたのだ。斬られたと見せたのは、作り物の腕だった。

「すっかり服が血のりで染まってしまったで候よ」

　そう言うと、作り物の腕を小川に捨てる。

「このくらいの芝しば居いで騙だましおおせるとは思えぬで候が、あのまま戦い続けていたら、本当にこっちが危なかったで候」

　相手の「氣」を弾くことで、さいげんなく戦い続け、つねに有利な立場を貫つらぬけるはずの、豊久の反射殺法。

　しかし「剣姫マスターサムライ」十兵衛と戦い続けるうち、自分の中の「氣」までが暴走し、加熱し、爆発寸前にまで追い込まれていた。

　いわば「氣」のオーバーヒート。

　理論的に自分の「氣」は最小限しか使わないはずの豊久の技わざにあって、ありえない現象だったと言える。

「それほどに、あの十兵衛の『氣』は異質。そのうえ、あの圧力、鋭さと、ほとばしる膨ぼう大だいさ。やはり押し負けていたかもで候」

　豊久のこめかみに汗あせがにじむ。

　谷底のひんやりした空気の中なのに、手ひらにもびっしょりと汗をうかばせていた。

「しかしこれで、いい土産みやげ話ばなしができたで候。お上もきっとよろこび、なっとくされるはず。ならば次の御お沙さ汰たを、待つで候か」

　まだ声のするほうに背を向け、豊久が歩き出す。

　途と中ちゆう、もう一度振り返って、小さく笑った。

　もうあの、得体のしれない薄うす笑わらいはすっかり影かげを潜ひそめていた。

　そしてもうひとり……。

「なんか、忘れられてる気がするですわ。誰か、助けろですわー！」

　十兵衛と豊久の戦いに割って入ろうとし、返り討ちにあった兼続。

　落ちた先、谷の途中で木の枝にひっかかり、崖がけの先へ突き出されるように宙ぶらりんになっていた。

　ちなみにやはり、「氣」が鎮まって「剣姫マスターサムライ」状態が解除されたため、もともとの入浴中の姿、全裸だ。

「このかっこうでは、風が……寒っ！　誰か早く助けてです、わ……くしゃっ、ん！」

　大きなくしゃみを一発。

　とたん、ミシミシと枝がきしみ、ぽっきりと折れる。

「ふぁ!?」

　まっさかさまに谷底へ落ちていった……。







参◆御所の戦い
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「……とうとう、来た」

　御ご所しよの門を前に、宗むね朗あきらがつぶやく。

　振り返るとそこには、

「うむ」

「いいわよ、宗朗」

「いつでもＯＫです、宗朗くん」

「おともいたします、宗朗さん」

「この直なお江え兼かね続つぐにおまかせですわ！」

「ウキュ、キュゥ！」

　幸ゆき村むら、千せん姫ひめ、半はん蔵ぞう、又また兵べ衛え、兼続、佐さ助すけの姿が居並ぶ。全員がすでに「剣姫マスターサムライ」の姿に変わっている。

　そしてもうひとり。宗朗のとなりには、

「行こう、お兄ちゃん」

　十じゆう兵べ衛えが、緊きん張ちようと闘志を内に秘ひめながら、愛らしい笑えみで宗朗に手を差し出す。

　その手をとって、

「うん。行こう！」

　宗朗が一歩踏み出す

　そこは奇き妙みような場所だった。

　波なみ打うち際ぎわが近い。

　白い砂さ州すがえんえんと視界いっぱいに、弧こを描えがいて延びている。そのせいで遠くでは海岸線と地平線が一体になって見えた。

　砂すな浜はまの向こう、白しら壁かべを連ねた御所が陽ひの光を弾いて輝く。

　築つい地じ塀べいの向こうには、中の木々がしたたるような緑をもくもくと盛り上げている。その上、雲ひとつない青空が広がっていた。

　濃のう淡たんもなく塗ぬりつぶしたような鮮あざやかな青。

　まぶしいほどの光が降り注いでいるのに、太陽はどこにも見えない。

「門が」

　塀へいの中央に設けられた門が、音もなく開いていく。

　御所は正確に東西南北を辺とする四角形に造られている。南正面の門はもっとも格式が高く、きわめて限られた者しか通ることはできない。

　楼ろう門もんをくぐると、さらに朱しゆ塗ぬりの柱と白壁の大門をくぐる。

　その向こうは見み渡わたす限りの白しら洲すで、敷き詰められた白石を踏みしめるたび、キュッ、ギュッ、と音が鳴った。

　しばらく歩くとまた門が。これも開け放たれている。

　そこをくぐっても、また先に門が見えるばかりでなにも建物はない。

「どこまで行くんだ」

　しだいに疲ひ労ろうが宗朗を包み始める。

　それは常人をはるかに超える体力を持つ「剣姫マスターサムライ」たちも同じで、歩いた距きよ離りというより意識や感覚によるものだった。

「さっきからあんなに歩いているのに」

「少しも、向こうの木が近くになりません」

　又兵衛が言うのは、最初に御所の塀の向こうに見えていた木々のことだ。いまも青々と、森のように空の下側を覆っている。

「扉とびらが、お兄ちゃん」

　次の小さ目な薬師門は扉を閉ざしていた。

　だが宗朗たちが近づくと、やはり音もなく開く。

　こんどこそ、と期待した「剣姫マスターサムライ」たちの目に、

「また……」

「向こうに門が、見えます」

　同じ光景が広がっていた。

　こんどこそ、全員の唇から吐と息いきが漏れた。ひたいに汗がにじむ。膝ひざのあたりに言い知れない重みが加わって来る。

「おかしい。門を何度くぐったかわからぬが、一里も歩いてはおらぬはず。この疲つかれ、理に合わぬ」

「でも、なんだか身体がだるいし」

「まるで何日も歩いたような感じですわ。お腹なかが空きましたわ」

「こんなときに腹具合のことなど……む、たしかに変です」

「そうだ。きちんと腹ごしらえをして来たし、まだ朝食から二時間も経たっていないっていうのに」

　徒労感と焦燥感が全員を包つつむ。

「もと来た道を戻もどっては、どうでしょう」

　半蔵の提案で、一同は引き返す。しかし最初の門をくぐったところで、

「これ、は」

　全員が凍こおり付ついた。

　初めて御所を遠景に見たときと同じ光景がそこに広がっていた。

　長く延びた砂州。

　砂浜に静かに波がうちつける。

　遠くに見える御所の白壁と門。その向こうの森。

「ふりだしに」

「戻ったっていうの」

　話す言葉も弱弱しくひびく。

　なすすべがないときに人が感じる、絶望にも似た感情が全員を包む。

「あんたが戻ろうって言ったからでしょ、半蔵！　どうするのよ！」

「ひぃぃ！　申し訳ございません、御お姫ひいさま、決してそのようなつもりでは」

「やめんか！　半蔵を責めてどうなるというのじゃ！」

「まあ、そうなんだけど……ふぅぅ」

　石いし突づきで半蔵を小こ突づいていた千姫だったが、ため息とともに薙なぎ刀なたを戻す。

「しかしこれではっきりした。錯さつ覚かくでも何でもない。ぼくらは幻まぼろしを見せられているのか、操あやつられている」

　宗朗が言うと、全員がうなずいた。

「やはり『氣』のなせるわざ……御所の『剣姫マスターサムライ』がまだいるのでしょうか」

　又兵衛の言葉に、

「わからぬ。じゃがひとつ言えるのは」

　幸村が答える。続けて、

「取とり逃にがしたとはいえ、これまで向かってきた『剣姫マスターサムライ』はすべてわれらの手で倒しておる。あやつらのひとり、松まつ平だいら忠ただ輝てるの言葉によれば、御所の『剣姫マスターサムライ』は『六ろつ華か閃せん』と称しようしておった。倒した数もすでに六人」

「……細ほそ川かわ興おき秋あき、御み宿しゆく勘かん兵べ衛え、大おお谷たに吉よし治はる」

「伊だ達て五い郎ろ八は、松平忠輝、それに島しま津づ豊とよ久ひさ、たしかに六人です」

　半蔵、又兵衛が名前を挙げるごとに、彼かの女じよたちとの戦いがよみがえる。

　そしてそれらの戦いに、柳やぎ生ゆう道場の「剣姫マスターサムライ」たちはすべて勝利しているのだ。全員の胸に、自信と闘とう志しがよみがえる。

　疲労があっという間に退いていくようだ。

「うん。そういうことだな、幸村」

「さよう。ふたたびくぐるあの門の向こうに、またあやつらがおったとしても、なにも畏おそれることなどはない。われらは一度、やつらに勝っておるのじゃ」

「そうね、同じに戦えばいいのよね！」

「髪の毛女の髪、まだ伸びてないと思いますわ。けど、伸びてても関係ありませんですわぁ！」

　千姫も、兼続も続く。

「ウキュ、キュゥ！」

　佐助も思い出したように、何度も飛び跳ねた。

「よし、行くぞ」

　あらためて宗朗が、先頭に立って向かおうとしたときだ。

「お兄ちゃん！　扉が」

　十兵衛が指差し、声を上げる。外へ出だされて以来、閉じていた建礼門の扉が、また開き始めていた。そして、

「あれは……」

「出てくるわ！」

　門の向こうから人ひと影かげが現れた。

　近づいてくると、その顔までがはっきりとわかる。そのいずれもが、いま名前の挙がった「六ろつ華か閃せん」の六人。そのものだ。

「向こうから出てきてくれるとは好都合よの。みなのもの、よいか！」

　幸村が振り返る。残りの六人と、

「キュ！」

　一匹が目で、それと鳴き声で返した。

「霧きりが」

　宗朗が気づいた。門の向こうから濃こい霧が流れ出している。あっという間に、あたりを包んでしまう。

「霧っていえば、船の上で戦った」

「忠輝よの。性しよう懲こりもなく同じ手で来おったか。千！」

　幸村が千姫に合図を送る。

「わかってるわ。霧はようするに水分。導電物質だものね」

「霧にニセの像を投とう影えいされて、また同どう士し討うちを誘さそわれでもしたら面めん倒どうじゃ。いっきに片づける。みな固まれ！」
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　幸村の言う通り、ぴったりと背中をつけて「剣姫マスターサムライ」たちがひと塊かたまりになると、

「うむ！　桜おう花か扇せん舞ぶ昇しよう！」

　叫さけぶなり、幸村が大鉄扇を閃ひらめかせる。さらに幸村自身が回転すると、暴風が三百六十度の周囲に広がった。

　その中心、つまり台風の目に当たる部分に宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちがいる。

　ついで、吹き飛ばされた霧に対して千姫が、

「行くわよ！　爆ばく炎えん穿せん破ぱ！」

　かけ声とともに薙刀の矛ほこ先さきから雷かみなりがほとばしる。またたくまに霧の中を拡散して、広がった。

「やったか！」

　幸村が身を乗り出した。そこへ、

「危ない！」

　突とつ然ぜん、大おお鷹たかが霧の中から飛び出してくる。すんでのところで幸村はかわすが、大鷹はまた霧の中へ消えると、

「な、なんですの？　ほら、聞こえますわ」

「動物の……吠ほえる声です。それも」

　大きな影となって戻って来る。耳をつんざくような吠え声とともに、

「虎とら！」

　跳ちよう躍やくし、襲おそい掛かかって来る。

「なんでこんなところに虎が！」

「あれよ、きっと勘兵衛が乗り移っているんだわ！」

　しかし、いかに大きな虎でも、しょせん自然の動物に乗り移っているだけなら、「剣姫マスターサムライ」たちの敵ではない。

「わたしにおまかせを」

　又兵衛が進み出る。

「うむ。おぬしの水弾ならば、虎を殺さず追い払うことくらいできそうじゃ」

　幸村の言うとおり、

「破は邪じやの筆！」

　又兵衛が鑓やりをかまえ、いっきに繰り出す。突いては引きの反復で、無数の鑓衾を作り出した。

　それは無数の水すい滴てきとなって、弾だん丸がんの速度で虎めがけて飛んでいく。勝負あったか、と思われたが、

「ええっハチ!?」

　こんどは霧の中から無数のハチが飛び出してくる。

　黄色と黒の、大型のハチだ。

「スズメバチです！」

「いや、オオスズメバチじゃ！　さらに強く、凶きよう暴ぼうなヤツじゃぞ！」

　オオスズメバチは、自分から水滴に体当たりしていく。

　そして当たった瞬しゆん間かん、

「なに!?」

　爆発が起こった。水滴が飛び散る。爆発は次々と起こり、又兵衛の水弾をすべて吹き飛ばすとともに、

「くぁあっ！」

「きゃぁああっ！」

　爆ばく風ふうで何人もの「剣姫マスターサムライ」が飛ばされる。宗朗もすんでのところを、地面に伏ふせてなんとか逃のがれた。

「なんてやつだ。これも御所の『剣姫マスターサムライ』の能力なのか！」

「虫を爆弾に変える興秋の能力じゃ！　まだ、来るぞ、伏せよ！」

　幸村が隣となりで身を低くしながら、さらなる襲しゆう撃げきを予告する。その言葉どおり、

「幸村さま！　危ない！」

　大鉄扇からの暴風でオオスズメバチを飛ばそうとした幸村を、背後から虎が狙ねらっていたのだ。

「どぉぉおりゃぁああ！　虎だろうがヒョウだろうが、兼続さまの大おお槌づちで一いち撃げきですわぁああ！」

　幸村を助けるために、大槌をかまえて飛び出す兼続。

　しかも、大槌で殴なぐるだけではない。

「ウキュ！　キュ！」

　佐助と共同して、虎の周りに土つち壁かべを盛り上げる。そのうえ土の中からは、何本もの草の蔓つるがいっせいに伸びて虎の身体にからみつく。
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「すごぉい、ぐつぐっちゃん、さっちん！」

　十兵衛が目を見張る。

　そのとき、

「いかん、離れよ！」

　またも小さな爆発が連れん鎖さ的てきに起きた。草の蔓が粉々に吹き飛ばされる。

「な、なんなの？」

「虫じゃ！　地面の中にいる地虫を爆弾にしておったのじゃ！」

　地中にも無数の虫がいる。それらをすべて武器にされては、対処しようがない。小さい分威い力りよくは弱いが、無数に爆弾に囲まれているのと同じだ。

「戻れ、兼続！　佐助も。このままじゃ、やられるだけだ！」

「だいたい、千の雷らい撃げきをどうやって逃れたわけ？　霧の中を拡散して全ぜん滅めつさせたはずじゃなかったの!?」

　宗朗、千姫の言葉に呼応したわけでもないだろうが、霧の中から、ゆらり、新たに現れる影がある。

　身長をゆうに超えて、引きずるような長い髪が風とは無関係にうねうね、うねって、なびいているように見える。

「あれは」

「また髪が伸びてますわ！」

　五郎八だった。姿を見るや、

「誰だれだか知らないけど、もう一度よ！　爆ばく炎えん穿せん破ぱ！」

　千姫が試ためすかのように、薙刀を五郎八に向かって振るう。海路組だった千姫は、兼続ら陸路組が戦った五郎八を、直接見るのは初めてだ。

　薙刀の切っ先から迸ほとばしった雷は、五郎八を直ちよく撃げきすると見えて、

「……！」

　シュルッ！　長い髪が身体に巻き付き、すっぽり覆ってしまった。

　髪が絶ぜつ縁えん体たいとなって、

「千の雷撃が効かないなんて」

「それでわかった。あの髪で全員を包み込んで、最初の雷撃もかわしたというわけじゃったのか」

「感心してる場合じゃありませんわ！　次が来ますわよ！　来ますわよ……来ます、わよ、ですわ」

　またも襲しゆう来らいする気配のオオスズメバチをにらみながら、兼続が警告を発する。が、その言葉がどうもおかしい。

「どうしました、兼続さん？」

「ぐっちゃん？」

「わた、わたくし、わたくしは……むがぁあああ！」

　突然、叫び出す兼続。それだけならともかく、大槌をむやみやたらに振るい、地面に穴を開け始めた。

「なにをしておる、兼続！　うっ、その顔は」

　振り向いた兼続の表情がおかしい。

　完全に生気を失い、目はうつろだ。口はぽっかり開いたまま、閉じることができないのか、

「ぅぅぅ……ぁぁ」

　うわごとのように何かをつぶやいている。

　しかし幸村を見るや、急に目が輝き出す。あきらかに獲え物ものを見つけた目だ。

「いかん！　催さい眠みん術じゆつじゃ！」

「ええ？　ぼくがかかった、あの？」

　宗朗たちが気づくのも意に介かいせず、

「敵、敵、敵！　周りじゅう敵だらけですわぁ！　この直江兼続、成敗してさしあげますわぁあ！」

　大槌をぶんぶん、びゅんびゅん振り回す兼続。宗朗といわず幸村といわず、仲間の「剣姫マスターサムライ」たちを見るや、襲い掛かって来る。

「おそらくは、霧にまぎれて近づいた吉治が、目と目を合わせて兼続を催眠術にかけたのじゃ！」

「でも、急にそんなに近づいたら、兼続もわかるだろう」

「霧に映像を投影する忠輝の力がある。逆に、目前まで姿をカモフラージュすることも可能のはずじゃ！」

　幸村の言う通り、能力を組み合わせて使えば効果は数倍となる。

　これまで、柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちはお互たがい力を合わせることで敵を退けて来た。

　自らの「属性」にもとづく能力を掛け合わせることで、もとの能力の数倍の力を発揮できたのだ。

　しかしそれは、敵も同じ。

「敵が協力しあえば、もっとずっと強い力になる……これまでだって、ようやく倒たおして来たって言うのに」

「むしろハンデを与あたえてくれていたのやもしれぬ」

「ハンデ？　なぜだ」

「われらの力を試し、見み極きわめるためであろう。しかしもうお試し期間は終わったようじゃな！」

　けんめいに兼続の大槌から逃れながら、幸村。

　その間にも、

「来るわ！」

「ハチか、虎か、どっちです!?」

「どっちもよ！」
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　オオスズメバチと大虎の襲撃にも備えなくてはならないのに、防ぼう御ぎよ陣じんをやぶるように内側で兼続に暴れられてはどうしようもない。

「ぐっちゃん、気づいて！　十兵衛だよ！」

「敵のくせに生意気ですわ！　いますぐ成敗ですわぁあ！」

　ただ大槌で叩たたきまくり、振り回すだけでなく、叩いた地面を盛り上げて全員の足場を崩くずしてしまう。

「ウキュ、キュゥ！」

　佐助が木の根を動かして防ごうとするが、

「また虫が！」

　やはり地中から現れる虫が細かい爆弾となって対処できない。

「逃げるしか、ないのか。ここまで来て！」

　宗朗が唇くちびるを噛かむ。

　その目の前に、

「お兄ちゃん！」

　十兵衛が駆かけ寄よってきた。宗朗の胸に飛び込む。宗朗の顔を間近で見上げて、

「みんな、やられちゃう！　お兄ちゃん、十兵衛さんに……！」

　訴うつたえる。その想おもいは宗朗も同じだ。

「うん、わかった！　……いいかい、十兵衛」

　宗朗の言葉に十兵衛もうなずく。

　そのまままぶたを閉じる。花のように、かすかにほころんだ唇に、宗朗が自らの唇を重ねる……そのとき、

『宗朗……』

　声が、聞こえた。

　誰の声でもない。まだ聞いたことのない声。

　高く澄すみ切きって、しかし落ち着いて、たとえようもなくやさしく、染しみ入いって来る。そんな声に、

「……誰、だ」

　宗朗が顔を上げる。振り返る。その目に、

「あれは」

　見える御所が、いっそうの光に輝いていた。あふれるほどの金色が漏れ出して、空までも染める。

　霧は一いつ瞬しゆんにして晴れていた。

　御所の門が開く。その向こうに、人影があった。

　誰の伴ともも連れず、たったひとり、歩いてくる。いや、歩く、という動作は見えない。門をくぐったふうにも見えない。

　けれどゆっくりと、影が確実に大きくなって来る。

　近づいて来るというより、存在が徐じよ々じよに大きく、意識の中で膨ふくれ上あがって来るようだ。

　物理的な距離ではない。

　だからまだ、影が門の向こうにあるようでも、もう目の前にいるようにも感じられる。そして後者の感覚が、よりはっきりと強くなるころ、

『柳生の……』

　間ま違ちがいなく、間近で呼びかけられた。

「あ、あなたは……」

　その先を言うべきなのか、言っていいのか。宗朗は迷い、ためらう。

　ふと気づくと、さっきまで抱き付いていた十兵衛はかたわらに、ぴったりと寄り添いながら宗朗の手を握にぎり締しめている。

『……となれ』

「いま、なんと」

『わが、つわものとなれ』

　遠くにあるようでも、手を伸ばせば触ふれられるほどの近さにあるようでもある、その影。しかし、目に見えているものが実体ではないかもしれない。

　顔などまったく定かでない影の、表情がほほえんで宗朗を見つめる、そんなふうにも見えてくる。

「従え、ということですか。臣下となれと。もとより、幕臣であれば朝ちよう廷ていの臣であることは最初から」

『わが、つわものとなれ。柳生、宗朗』

　いまいちど、問いかけられる。

　その声も、こうして何度も問いかけられているようでもあり、声など聞こえていないのかもしれず、言葉という形ではなく、ずっと脳内に響き続けているのかもしれない。

「どういうことでしょう。臣として仕えよということでしたら、それは……できかねます。ぼくはまだ、しなければいけないことがあります。それに、その域に達しているとも、思えない」

『わが、つわものとなれ』

「もし、もしも、ぼくの『剣姫マスターサムライ』たちを、みんなを、置いていけと、引ひき渡わたせということならば、それは……お断り、いたします」

　宗朗のその言葉が引き金となったのか。

　突然、あたりに闇やみが落ちた。

　それまで、太陽は見えなくとも陽光に満ちていた青空は漆しつ黒こくの闇となって、わずかに星と、

「月だよ、お兄ちゃん！」

　十兵衛が指さす。

　宗朗から見て片側の空に、大きな月が昇っていた。

「足元が！」

　驚おどろいたのは、空や星が足の下にもあることだった。

　砂浜は消きえ失うせ、海もなくなり、宗朗と十兵衛は空に、宙に浮うかんでいる。なのにまったく心細さはなく、浮遊感すらなかった。

　どのようにでも歩いて、走って動くことも可能に思える。

「幸村たちは……千姫さま!?」

　目を向けると、遠くに柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちの姿がある。敵のオオスズメバチや大虎も見える。

　声や音は聞こえない。陸地が消えたことにも気づかないのか、それまでどおりに各自が戦っていた。

「千姫さま、こっちです！　幸村、みんなを……！」

　宗朗は声を張り上げるが、届かない。

　それは距離のせいなどではなく、見えていながら別の地平、別の次元にいるような、そんな違ちがいからかと思わせる。

「みんなを、どうするつもりです」

　宗朗が影かげに向き直る。

　かすかに、烏え帽ぼ子しと見える頭の上が笑うように揺ゆれた。

『わが、つわものとなれ。柳生、宗朗』

　しかし返って来る言葉は同じ。

　おそらくそれは、宗朗が承しよう諾だくするまで繰り返されるに違いない。

「ぼくは……」

　言いかけると、宗朗の手を握る十兵衛の手に、さらに力がこもる。手のひらに爪つめが食い込むが、痛みは不思議なほどない。

　なぜだかもっと、ずっと大きな手に握られているような気がした。

「……ぼくは」

　宗朗はいったん伏せていた目を上げた。そこにはいないかもしれない影を、しっかりと見み据すえる。

　続けて、

「ぼくは、なれない。いや、ならない。あなたの、臣となることはできません。ぼくも、ぼくの『剣姫マスターサムライ』たちも、みんな、あなたの臣となって戦うことは、できない……！」

　言い切った。

　不思議なことに、後こう悔かいはなかった。

　さっきまであれほどざわめいていた心が、凪なぎの海のように静けさを取り戻している。それとともに不安や恐きよう怖ふが、自信と力に変わっていくようだ。

　宗朗からも、十兵衛の手を強く握った。

「お兄、ちゃん」

　十兵衛が口を開いた、そのせつな、

「影が」

　消えていった。

　いや、影はある。あいかわらず宗朗や、十兵衛の目にも見えている。

　しかし触れられるほどに近かった感覚は消え失せ、はるか遠くに去ってしまったようだ。微ほほ笑えみも消え、固く冷たく閉ざされた深しん淵えんにとってかわられる。

「待ってください！　話を、させてください！　ぼくたちは、なぜここに来たのか。来なければならなかったのか。教えてほしい！　いったいぼくたちは……ぼくとは、なんなのか！」

　京へ行けば、御所の、その人にあえば、それがわかる。

　サムライとは、「剣姫マスターサムライ」とは、柳生宗朗とは……何者であるのか、なんであるのか、そう言ったのは……。

『わが、つわものとならぬもの、なれば』

　突然、天地が砕くだけた。

　それまでの、上も下も空であっても、地面を踏ふんで立っているように安定していたのが、とつぜん足場を失い、真っさかさまに落下する。

「お兄ちゃん！」

「十兵衛！」

　離はなればなれになるまいと、それまで以上にしっかりと手を握り合うふたり。

　お互いに、相手の髪が逆立ち、身体が浮き上がって、いますぐどこかへ弾はじき飛とばされそうに見える。

　果てしなく落下し続けるうち、果たして落ちているのか、上じよう昇しようしているのか、もっと、別のベクトルへ引っ張られているのかもわからなくなる。

「幸村たちは！」

　宗朗は目で捜すが、どこにも見えない。

「あっち、お兄ちゃん、べーたさんが」

　十兵衛の視線の先、又兵衛が小さく見えた。幸村の姿はない。

「バラバラになってしまったのか」

　いまも、宗朗と十兵衛を引き離そうとする力が強くなってくる。

「どうなっている……どうなるんだ。あの影かげ……」

　宗朗が捜そうとすると、かたわらに影が立った。しかし、それまでとは異なっている。その手に、ふたつの玉があった。

　そのうちのひとつの玉が、青白く輝いている。

　冷たく凝ぎよう縮しゆくして、あらゆるものを吸い込んでいきそうな塊。

　ひと目見るなり、宗朗はわかった。

「月……あれは、月だ！」
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　小さな月、月の塊。

　その証あかしのように、

「わぁっ!?」

　十兵衛が叫ぶ。宗朗も振り返る。

　空の大部分を、青白い月が覆おおっていた。空……宇宙を凍り付かせるように白く冷えて、引き込まれそうになる。

「月をあやつる……力なのか？」

　月といえば半蔵の属性も「月」。しかしそれとは異なる、これは天体としての月の力。そして月があれば、

「うぅ、ぅ！」

　突然、力が変わった。

　空間に満ちていた力が逆転する。離れ、月へと吸い寄せられそうだったのが、逆に強い力で押し付けられる。

　力の向きが逆転していた。それは、

「もうひとつの、玉が！」

　影が持つ、もうひとつの玉が輝いていた。

　真っ赤に灼しやく熱ねつし、炎を噴き上げている。それは間違いなく、

「……太陽だ！」

　その言葉どおり、空間を圧するほどの太陽が、赤く燃えている。その力は、

「お、お兄ちゃん！」

「うぅぅ……十兵衛！」

　さっきまでは離ればなれになりそうなのを必死に繋つなぎ止とめていたのが、こんどはふたりともに巨きよ大だいな力で押しつぶされそうになる。

　身体どうしが押し付けられるだけでなく、ひとりひとりが四方からとほうもなく巨大な錘おもりを乗せられたかのようだ。

「月と日の、ふたつの玉……！」

　宗朗の脳のう裏りに、あるものが浮かぶ。

（ふたつの玉。月と日をあやつる。陰と陽を……それは）

　月と日は、地球に及およぼす引力と重力とを象しよう徴ちようしている。月が大きくなれば、つまり近づけば月の引力で海が膨らみ、潮が満ちる。

　太陽の周りを地球が回り、地球の周りを月が回ることで潮ちよう汐せきはさまざまな場所で時間とともに変化している。

　太陽と月を動かすことができれば、おのずと潮汐も自由にできる。

　潮の満ち引きを自由に操る。それは、

（あれはたしか……「攻せめむとする時は、塩しお盈みつ珠たまを出して溺おぼらし、其それ愁ひ請せば、塩しお乾ふる珠たまを出して救ひ」）

『古事記』の一節だ。

　海うみ佐さ知ち毘び古こ（海うみ幸さち彦ひこ）と山佐知毘古（山幸彦）の章にある。

　瓊に瓊に杵ぎの尊みことと木この花はな之の佐さ久く夜や姫ひめとの間に生まれた海佐知毘古と山佐知毘古の兄弟は、その名の通り、兄が海で漁を、弟が山でやはり猟りようをして暮らしていた。

　あるとき弟が兄の釣つり針ばりを借りて漁をしてみたところ、一匹も釣つれなかったばかりか釣針もなくしてしまう。

　兄はたいへん怒おこり、弟はさまざまな物を送るなりして許しを請こうのだが、まったく聞き入れられない。

　途と方ほうに暮れた弟が海辺で歎なげき悲かなしんでいると、海神の使いがやってきて海の中の綿わた津つ見み神がみの宮へ招待される。

　そこで綿津見神の娘むすめ、豊とよ玉たま毘ひ売めの命みことと結ばれた弟・山佐知毘古は、三年の間暮らすが、しだいに陸が恋こいしくなり故郷へ帰ろうとする。

　綿津見神のおかげでなくしていた兄の釣針も取り戻すことができた。そしてやはり綿津見神から授さずかったのが、塩盈珠と塩乾珠だ。

　その後、豊かになった弟を恨うらんで、兄・海佐知毘古が兵を率いて攻め寄せる。

　このとき山佐知毘古が塩盈珠を用いると、大きく海が満ちて兵を飲み込んでしまった。溺れる兵を哀あわれに思い、こんどは塩乾珠を用いると、たちまちのうちに水が引いていったという。

「潮を満ちさせる珠……月の力を用いる塩盈珠だ。潮を引かせたのは、日の力、太陽の力を持つ塩乾珠！」

　そのふたつの珠を持ち、操る者こそ……。

（「日ひ子こ穂ほ穂ほ手で見みの命みこと（山佐知毘古）は、高たか千ち穂ほの宮に伍佰捌拾歳坐しき」。その日子穂穂手見命の御み子このおひとりが、やがて橿かし原はら宮のみやで践祚し、この日の本を治めることとなる神かむ倭やまと伊い波は礼れ毘び古この命みこと……！）

　もう間違いはなかった。

　宗朗がその答えを導き出したのを、まるでよろこぶように、影がまた大きくなる。

　おおっていた影は薄うすらぎ、その向こうの姿が見えた。

　まるで御み簾すの向こうにまでたまたま日が当たって、一瞬その姿をよりはっきりと窺うかがい見みることができた、そんなふうにも。

　白の狩かり衣ぎぬに烏帽子としか、瞬しゆん間かん的てきにはわからない。

　けれどその顔を、宗朗はしっかりと見る。

　たとえようもなく穏おだやかで、なごやかな笑えみを浮かべている。

　それなのにまるで、深淵を覗のぞき見たかのような畏れが宗朗を満たしていく。

「お兄ちゃん！」

　十兵衛に手を引かれて気づいた。

　はるか空の向こう、小さく幸村たちが見える。

　塩乾珠の力のためか、いまは全員が集まって、というよりも、ひしめくように押し付け合い、からまって、巨大な力につぶされようとしていた。

　声は聞こえないが、苦しさと痛み、引き裂かれ押しつぶされる断だん末まつ魔まが伝わって来る。宗朗の心臓までもが押しつぶされそうな痛み。

「やめてください！　みんなが……やめてくれ、やめろぉおお！」

　宗朗の叫びが空に迸るのと同時に、

「あああああ、ゆっきー！　千姫さん、ぞうさん、べーたさん！　ぐつぐつさん、さっちん！　みんな！」

　音もなく、命が消えた。

　断末魔の悲鳴もなく、最期の瞬間には痛みもない。

　ただ、これまでいつも、あたりまえにあったものが永遠に失われて、二度とは戻らない。二度と、会うこともできない。

「うぉぉぁぁああああ!!」

　むしろ宗朗の喉のどから迸るものこそ、断末魔にも等しい怒ど号ごうだった。

　失われた「剣姫マスターサムライ」たちの命が宗朗の中で渦うず巻まいて、宗朗の中で爆ばく発はつした。

　気が付くと、腰こしの大た刀ちを引き抜いていた。

　中段にかまえると同時に、無意識の足さばきで踏み込む。その相手は、

「いけないの、お兄ちゃんっ！」

　十兵衛の声が遠くに聞こえた。そのくらい、宗朗の中はたぎっていた。視界もかすむほどに眼圧の高まった目でとらえたもの。

『われをうつか、柳生宗朗』

　こんどこそはっきりと、その素す顔がおが見えた。

　驚くほど、似ていた。

　驚きが宗朗を駆け抜ける。しかし袈け裟さに振り下ろした太た刀ち筋すじは止まらない。じゅうぶんな手ごたえとともに……、

「やめろ、宗朗！」

　斬きった。

　十兵衛の声が変化してきていた。

　視界が真っ赤に、次いで真っ暗に変わる。

　宗朗の意識も、闇に四散していく。
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「……ぁああああ！」

　叫び声とともに身を起こした。

　あたりは闇。いや、かすかな明かりがある。

　目が暗くら闇やみに少しずつ慣れるのと、激しい息や動どう悸きがおさまっていくのが不思議なほどいっしょだった。

　びっしょりと、流れるほど汗あせをかいている。

　固かたく握った手は、たったいままで太刀の柄つかを握っていたかのようで、一本ずつ指をほぐさなければ開けなかった。

　宗朗はようやく、いま自分が京の旅館のひと部屋にいることを思い出した。

　暗がりの中に浮かび上がる畳たたみと夜具。

　ほかに人の気配はなく、まさしく宗朗が寝ねていた部屋であることを物語っている。

　それにしても、

「夢……なのか」

　あまりにも生々しく、細部にいたるまではっきりと覚えている。

　迷めい路ろのような御ご所しよ。

　圧あつ倒とうされた、「六ろつ華か閃せん」との再びの戦い。

　御所の、その人との邂かい逅こう。

　宇宙の感覚。塩盈珠と塩乾珠によって、身が引き裂かれそうになり、また押しつぶされそうになった痛み。

　だがそれよりももっと、

「そうだ。みんなは……！」

　夜具を撥はねのけ、宗朗は暗がりの中に立ち上がっていた。寝ね間ま着きの襟えり元もとをもどかしく直し、灯あかりの漏れる衾へと歩く。

　衾に手をかけたとき、

「……わらわじゃ、起きておるか、宗朗」

「幸村！」

　声が聞こえて、宗朗は無意識に衾を開いていた。

　すると、庭を背にした濡ぬれ縁えんに、

「無事じゃったか！」

「宗朗、生きてるのね！」

「よかった、宗朗くん」

「宗朗さん、よくぞご無事で」

「あんなの夢に決まってますわ！　でも、よかった……！」

「ウキュ、キュッ！」

　全員が、そろっていた。女子はふたてに分かれての相部屋だが、ひとりではなく全員が出てきていた。

　幸村、千姫、半蔵、又兵衛、兼続、佐助、そして、

「お兄ちゃん！　ぁあああん！」

　もう半泣きで抱き付いて来る十兵衛。

「十兵衛、もうだいじょうぶだよ。みんなも、よかった。本当に……」

　宗朗も、やわらかく抱き留める。

　全員を見回してうなずく。

　宗朗も「剣姫マスターサムライ」たちも、目に涙なみだを浮かべ、もう涙の流れる跡あとを頬ほおに残している者もいる。青ざめた頬が急激に火照っていく。

　そして理解した。

「もしかして、みんな」

　全員が、同じ夢を見ていたことを。

　彼かの女じよたちもまた、ある者は声もなく、ある者は悲鳴を上げながら飛び起き、恐怖と不安でいっぱいになりながら、お互いを確認し、いまようやく宗朗の部屋までたどり着いたのだ。

　幸村が小さくうなずく。

「うむ。奇き妙みようなことじゃが、われら全員で確認しておる。となればおぬしも、と思って来てみたが、やはりそうだったのじゃな」

「怖い、宗朗……！」

　ぴったりと身を寄せてくる千姫。もう十兵衛が密着しているとはいえ、ほとんど抱き付いているのに等しい。

　薄い寝間着一枚を通して、千姫の肌はだの温度が伝わって来る。

　寝乱れて大きく開いた襟元から、やわらかな曲線を描えがく白い肌が覗いて、かすかな甘あまい香かおりまでが。

「こら！　どさくさに紛まぎれてなにをやっておるか！　こ、怖かったのは、わらわも同じなのじゃぞ！　……ぁ」

　千姫の寝間着を引っ張る幸村だが、その手を、

「辛かったな、幸村」

　宗朗の手が握る。

「宗朗……ぅぅ」

　顔を伏ふせた幸村の肩かたが震える。と思うと、そのまま額を押し付けるように宗朗の腕うでに抱き付いて来る。

　いつも冷静で、口もまわるせいでみんな忘れているが、中等部一年の幸村は誰よりもまだ幼い。

「ウキュ！」

　小猿姿の佐助が何歳なのかはわからないが。

　幸村の背中をなでると、意外なほどに小さいことに改めて宗朗は気づく。それでも、わずかながらふっくらと、やわらかさと丸みが増して来ている気がした。

「ちょっと、どたんばにまみれて、おデコ軍師はなにやってるんですの！　わたくしも、仲間に入れろですわ！」

　そんな仲間たちを見ているうちに我慢できなくなったのか、宗朗の背中に抱き付くのは兼続だ。

「兼続も」

　もちろん宗朗が、許さないはずはない。

　ふだんなら、

『どたんばにまみれて、ではない。どさくさに紛れてじゃ！』

　と即座に返って来る幸村のツッコミもいまはなく、

「なんだか、わたしまで甘えたくなってしまいます。御お姫ひいさまのお隣となりに……」

「お情けを……宗朗さん」

　半蔵、又兵衛までが宗朗に身を添わせる。

　佐助はとうに、宗朗の頭の上に乗っていた。

「みんな、こうしていると」

「そうじゃな。安心する、というかの」

「宗朗のにおい……好き」

　さっきまでの言い知れようのない恐怖が、溶け出して流れ去っていくようだ。

　それは宗朗という「将」から、「剣姫マスターサムライ」たちへ「氣」が巡り回っているから、だけではない。

「お兄ちゃん、だぁい好き」

　十兵衛の言葉も、誰もが自分の言葉のようにその想いを共有していく。

　そんなふうにしばらく、どのくらいかわからない時間が過ぎたあと。

「……戦略を、練らねばならんの」

　最初に、冷静さを取り戻したのはやはり幸村だった。

「そうね。あんなものをわざわざ見せてくれたんだもの。きっちり応えてあげないと気が済まないんだから」

　千姫も、顔を上げる。

　心細げな表情が一変、闘気が充じゆう実じつしている。

「できれば御所とは戦いたくないと、ずっと思っていましたけれど、なんだか吹っ切れました」

「はい。いちど『死んで』いますから、もう怖いものもなくなりました」

　半蔵と又兵衛の顔には笑みすらある。

「ウキュゥ！」

　佐助がぴょん、と宗朗の頭から飛び降りた。

　もうすっかり全員が気持ちを切り替え、充実した「氣」力で事態に対処しようと前向きになっていた。

　と見えて、ひとりだけ、

「ぅぅん、お兄ちゃん……」

　まだ宗朗の胸に顔をうずめて、ぴったり抱き付いたままの十兵衛。

「いつまでやっておるのじゃ！　離れんか、まったく」

「ほら、十兵衛。大事な話が……って、あら」

　十兵衛の腕を持って、千姫が引き離そうとしたときだ。そのままコテッと、倒れる。よく見ると、静かに寝息を立てていた。

「まぁ」

「よく考えたら、深夜です」

「ウキュゥ」

　全員も、顔を見合わせて苦く笑しようした。

「ふむ。睡眠は最高の疲労回復。全員戻って寝るのじゃ！　明日朝いちばんで、作戦会議じゃ！」

「おーっ！」

　全員の明るい声がこだました。
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「お待ちしておりました」

「おう、待ってたぜ！」

　出迎えたのは、伊だ達て五い郎ろ八は、それに松まつ平だいら忠ただ輝てるだった。

　ふたりともに御所付きの侍女のような出いで立たちで、大奥ならお小姓といったところ。しゃなりと会え釈しやくする。

　五郎八はすっかり短くなった髪かみを、きれいに切りそろえていた。

「よろしく、たのむ」

　宗むね朗あきらが目礼した。

　御所の東面に設けられた建春門。比ひ較かく的てき小さな、薬師の門がまえだ。

「東から来た東人じゃから東門というわけかのぉ」

　続く幸ゆき村むらが言うと、

「違うわよ。田舎いなか者ものにはこっちの小さい門でじゅうぶん、てこと」

　五郎八が嫌味を言って笑う。

「わざわざ出向いて来てやったものを、その言いぐさはなんじゃ！」

「あら、田舎ザムライにはこれでも過分かもって。勝手口のくぐり戸じゃなかった分だけありがたく思ったらどうなの」

「なんじゃとー！」

「なによ！」

「ちょっと幸村、やめなさいよ、もぉ！」

　どこかで見たような光景とやりとり。止めに入ったのが千せん姫ひめなのを見て、

「お、御姫さま……」

　半はん蔵ぞうなどは笑いをこらえていた。

　じっさいには、建春門は帝以外の皇族が使うほか、外国の賓客にも用いられる。けっして礼を欠いているわけではない。

　五郎八のちょっとした意地悪を見抜けないほど、幸村もかなり緊きん張ちようしていたのだ。

　昨夜の一件のあと、朝いちばんで話し合いを持つことになった柳やぎ生ゆう道場の一行。

　しかし、

『今朝がた、これが届いたんだ』

　そう言って宗朗が全員に見せたもの、それは、

『勅書ではないか！』

　黒い重厚な漆塗りの文箱には、金で押した紋が入れられている。さらに錦の紐ひもで縛られ、袱紗に包まれていた。

　押し頂いて開けてみるとそこに、今日、御所へ参内するようにとの内容の書があった。

　こうなるともう、作戦会議どころの話ではなくなる。

『どうするのじゃ、宗朗』

『どうする……行くしかないだろう。招かれているんだ。もう迷っている場合じゃない』

『でも、昨日の夢が』

『御所の中で全員、押し包まれてしまうのでは』

『そうなったら、なすすべが、ありません』

『そんな場所へのこのこ出かけていくなんて、ありえませんわ！』

『ウキュ、キュゥ！』

　全員の反対と不安もあった。

　しかし宗朗は決断した。

　そうしていま、全員がここにいる。

（たとえ罠でも、飛び込まなくては進めない。これはチャンスだ。チャンスに賭かけて、ぜったいに突き破って見せる！）

　現実の御所は、もちろん夢の中のような海岸沿いでも砂すな浜はまに建っているわけでもなく、京の街のほぼ中心にあった。

　広大な御苑が、御所を核に、その数倍の面積で広がっている。

　大おお江え戸どほどではないにしろ、この平誠の世にふさわしいじゅうぶんな近代化と発展を見せている京だが、文字どおり、通り一本を隔てただけで、御苑は不思議なほどの静謐に包まれていた。

　御苑の門を守っているのは御所の警察で、ここも形式上の許可だけで通ることができたのは、すでに通達が行きとどいていたせいだろう。

　その奥、勅書のとおり参上した宗朗たちを建春門で待っていたのが、五郎八と忠輝だった。

　用人たちの手で建春門が開かれる。

「こっちよ。さあどうぞ」

　五郎八の導きでついに門をくぐり、御所内へ歩を踏み入れた宗朗と柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たち。

「ここが……」

「初めてだけれど、なんだかとても空気が、いいのね」

　思わずあたりを見回してしまう。

　御所の内は、春興殿や納涼殿など数々の御ご殿てんが立ち並び、それぞれが繋がったり、一定の間かん隔かくをとっていたり、またそれらが築つい地じ塀べいで分けられている場所もある。

　建春門から入った宗朗たちは、通常の参内ならばさらに日華門から紫辰殿へと向かうところ、

「宗朗さまとは、ここで分かれていただきます」

　五郎八が「剣姫マスターサムライ」たちに言った。

「どういうことじゃ！」

「そうよ、宗朗をひとりにして、どうしようっていうの！」

　抗こう議ぎする幸村と千姫だが、

「そう仰せつかっています」

　と五郎八はにべもない。宗朗は、

「それは、誰からだい」

　ひと言だけ、尋たずねる。もちろん、最後の最後に、言葉で確かめるためだった。

　五郎八は宗朗をじっと見つめる。

「お上……帝から」

　唇くちびるが、言葉をきざんだ。

　それでじゅうぶんだった。それだけで。

　宗朗は、決心する。彼の「剣姫マスターサムライ」たちに告げた。

「わかった。ぼくひとりで行く。みんなは、別の場所で待っていてくれ」

「いかん、宗朗！　相手の思うつぼじゃ」

「千もいっしょに行く！　徳とく川がわ宗そう家けの娘よ、資格に欠けるとは思わないわ！」

　ふたりが言うが、

「わかってくれ。ぼくたちに選択肢はない。けれど、決してぼくは死にに行くんじゃない。ぼく自身を、みんなを、生かすために行くよ」

　宗朗が答える。

「しかし」

「考えてみるといい。ぼくたちを倒たおすためなら、わざわざぼくだけをひとりにしたり、みんなと分けたりしないはずだ。いっぺんに襲えばいい。夢の中みたいに。結果は、もう出ている」

「情報を聞き出してから、ってこともありえるじゃない！」

「そうだね。でもそれならぼくにも聞きたいことがある。いや、ぼくのほうがだ。……帝は、お会い下さる。そう彼女が言っている。そのことにウソはない。それだけは、わかるんだ」

　そう言う宗朗の唇には微笑みさえある。

　宗朗は賭けたのだ。

「剣姫マスターサムライ」たち全員と宗朗の力を合わせても、御所には勝てない。押し入って、力づくでどうにかすることなどできない。

　沈ちん黙もくが訪れる。

　やがて幸村が、口を開いた。

「……わかった。じゃが、無理はするでないぞ。ゆめゆめ無理は。われらはここで待つ。おぬしの帰りを待つ。いつまでも、じゃ」

　その言葉に宗朗がうなずく。歩き出そうとする、その背中へ、

「宗朗！」

　千姫が駆かけ寄よった。一いつ瞬しゆん、背伸びをすると宗朗の頬に、

「ぇ」

「……ほんとのキスは、帰って来るまでとっておくんだから！　ぜったいに千のところへ戻って来るのよ！」

　唇が触ふれて離れる。涙を見せまいとしてか、半蔵の陰に隠かくれてしまう千姫。

「千姫さま。はい」

　こんどこそ宗朗が行こうとすると、こんどは忠輝が。

「もうひとり……そこの、おまえだ。柳生十じゆう兵べ衛え、いっしょに来な」

「……ほえ、十兵衛が？」
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　そこは御池庭と呼ばれる、井戸からの水が流れ込んで池を作っている場所。

　池のほとりに、わずかに小高く築つき山やまが盛られ、小さな林と東あずま屋やが架けられている。

「ここが……」

　五郎八と忠輝のあとについて、宗朗と十兵衛が近づくと、不意にさぁっ、と強い風が吹き付けた。

「きゃっ！」

　花吹雪が舞い、いっしゅん目が奪うばわれる。

　おさまったときには、

「よく、来ました」

　その人が、そこにいた。

　宗朗のかたわら、ごく間近に。こんどこそ、手を伸ばせば届く近さに。

　気取らぬ、白の直衣をまとい、烏え帽ぼ子しもつけていない。

　しかしその人が誰なのか、もうわかりすぎるほどにわかる。陽光を浴びて、長い黒くろ髪かみがきらめいた。

「ぁ、あ……あなた、は」

　感情が極まる、とはこのことなのか。

　言葉が出ない。どんな言葉より、想おもいが強くて、言葉の体をなさない。

「柳生！　宗朗に、ございます」

　その場に、宗朗は平伏しようとした。しかしそれを帝が制する。

「いけません。わたしは話がしたくて、呼んだのです。なに者からもじゃまをされず、心ゆくまで話のできるこの場所、このときを」

　待っていた、そう言った。

「話を……お許し願えれば、お聞きしたいことが、あります」

　宗朗が顔を上げる。いまは、帝の顔をまっすぐ見ることができる。

　まっすぐに……。

「ぁ、あ！」

「よく、似ている」

　帝もまた、宗朗を見つめていた。驚おどろきをその顔に浮うかべる。その顔、髪は長いが、宗朗にうりふたつだ。

　声の出せない宗朗。

（そうだ。夢でも……）

　見ていた。しかし現実にこうして向き合うと、その衝しよう撃げきは夢の比ではない。

「なぜ、と思っていますね。いいでしょう。長い話をしなくてはいけないようです。けれどそのまえに」

　帝が視線を向ける、その先に、

「ひさしいな、羈つな仁ひと」
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　十兵衛がいた。それも、

「十兵衛さん？　えっ、キスもしていないのに!?」

　さらに混乱する宗朗をよそに、帝と十兵衛はどう見ても今日会ったのが初めてではないという空気を醸し出している。
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「どういう、ことでしょうか」

　その問いかけも、帝におこなっていいのか、十兵衛に対してなのかも、宗朗は自分でわからなくなる。

　つまりは、すべてが謎ということ。

　ふたりはどちらが先に口を開くか、というふうに視線をチラチラと交わし合っていたが、ついに、

「いいでしょう。わたしから、話しましょう」

　帝があきらめたように、けれど楽しそうに口を開く。宗朗に向き直ると、

「柳生宗朗。あなたは、わたしの息子です」

　あまりにも平易に、なんの気負いもなく、まるで名乗るように静かに、言った。

「は、ぃ……ぇ？　ぇええ！」

　だから宗朗もつい返事をして、そのあとで驚きが来る。失礼に当たるとわかっていても、声が出た。

「そして、わたしの息子だ」

　同じ言葉が、こんどは十兵衛から。

　こうなるともう、宗朗には理解できない。なにを言っているのか。なにを言われているのか。

「あ、あの」

「わかりませんか。柳生宗朗、あなたはわたしと、柳生十兵衛の間に生まれた子供なのです」

　こんどこそはっきりと、誤解の入り込む余地のない言い方になる。

　しかしそれでも理解できない。

　理解できるはずがない！

「なぜ……。十兵衛が、主上と、その……」

　まだうまく言葉にできない宗朗を後目に、

「だからわたしはイヤだと言ったのだ、このようなこと。急に知らされて、納なつ得とくできるはずがない。それに……わたしが宗朗から、どんな気持ちで今後見られるか」

　十兵衛は、怒ったように言う。

　その目が宗朗を見るとき、パッ、と頬が赤く染まった。

「もう一度、あの、ぼくがおふたかたの……息子、ならば、主上はぼくの父君、十兵衛さんは、母……母君ということに」

　仮定としても、十兵衛を母と呼ぶことに強い抵てい抗こうがある。

　気恥ずかしさと、普ふ段だんの「剣姫マスターサムライ」十兵衛に戻ってどやしつけられるのではないか、との思い。しかしかえって、そうあってほしいという気までも。

　はたして、

「そのとおりです」

「で、でも！　しかし、主上はこのようにお若く、十兵衛にいたっては、まさか、まさか、その……」

「そのまさかだ。しかし、案ずるな。わたしのこの姿は、十七、八のころのもの。まだおまえを産むまえの身体。『剣姫マスターサムライ』だったころの形だ」

　あえて十兵衛は、形、と言った。

　しかしまだ宗朗はわからない。

　宗朗は母のことをほとんど知らない。何も知らないと言ってもいい。

　宗朗が生まれてから数年で亡くなったと言われていた。

　それからは父、宗むね慶よししか肉親はいなかった。しかも乳児のころは乳母に育てられ、五歳にもなると江え戸ど城じようへ奉公に出だされた。

　将軍の継嗣、慶よし彦ひこの御側衆となるためだ。

　かつての大名などもそうだが、将来の家臣団となるものを幼いころから側に置き、交わることで信しん頼らいと結束を強めるのは武家の習い。

　慶彦の妹の千姫と初めて出会ったのも、だからそのころだった。

　初等部を卒業するころまでつとめた御側衆を宗朗が辞したのは、父が不行状となったからだ。

　宗慶は、江戸柳生宗家の伝統として、将軍家剣術指南役の地位にあった。

　といってもいまさら将軍が直々に剣術を学ぶのは儀礼のようなもので、実際は、かつての総目付の職に近い「監察」にあたる。

　しかしそれも形骸化し、一種の御公儀の道場としてある全国の柳生道場、その運営者がいちばんの職務だったが、これも公務と半ばする微び妙みような立場だ。

　しかしいつごろからか、宗慶はすべての仕事をないがしろにして逼塞するようになった。それを幕府に咎められ、謹慎という形になると、さらに荒れた態になり、宗朗が高等部へ上がるころにはついに失踪する。

　その結果として柳生道場の閉鎖、柳生家の断絶が沙汰されるにいたる。

　公式には、いまの柳生宗家は幕府のあずかりであって、宗朗は家督の仮相続にとどまっている。

「わたしが、悪いのだ。あれは、知ったのだろう。わたしと、羈仁のことを……おまえの、本当の父を」

　帝を呼び捨てにする十兵衛。しかも母だと言う。宗朗はまだ、なにから尋ねていいかわからない。

「あの、おふたりはどうやって、その知り合ったというか……違ちがう、なぜぼくは父の子ではなくて、主上の」

　子、なのか、本当に。

　ふたりともに言われてもまだ自分の口から言えるものではなかった。

「順を追って、教えねばならぬな……こ、こら、そんな目で見るな！　羈仁も！　正直、言いたくはないが、せんかたない」

　十兵衛は怒ったように言い、しかし頬を染め、ためいきをついた。目を伏せて、話し出す。

「……宗慶とわたしは柳生一門の遠縁だ。お互たがい見知ってはいたが、結婚は定められたようなものだった。嫌っていたわけではないぞ。歳は離はなれていたが、ときが経てば夫婦らしくなるだろう、そのくらいに考えていた。まだ高等部の女生徒だったのでな。三年になると修学旅行で京を訪れる。生徒たちに大江戸か京を見せるのは幕府の方針だ。御所見学もそのひとつで、たまたま級友と別れて御苑の庭を見ていたのだ。そうしたら……」

「出会ったのです。すぐに見初めました。麗しく、気高く、凛とした乙女……サムライを、見初めずして、いかがいたします」

　帝が言うと、

「だからといって、手が早過ぎるというのだ！　もう少し、だな、交際期間というものを……」

　真っ赤になった十兵衛が反論する。宗朗は、

「十兵衛……さんも、主上を好きになって」

「ひと目ぼれです」

「おまえが言うな！　……ぁ、いや、いいなとは思ったのだが。うん」

　とうとう帝をおまえ呼ばわり。雲上人であるはずが、もうその辺のフリーターかなにかのようだ。

「それでは、十兵衛さんと主上はそのあとも何度も会ったりしながら」

「一度きりです」

「は？」

「一度きりだ。そのときの一度きり。しかも十分もあったかどうか」

「十分……では、まさか」

　宗朗の混乱はピークに達する。

「違う！　勘かん違ちがいするな、バカ者！」

「でも、ぼくはおふたりの子どもで、おふたりが会ったのはそのとき一度きり、十分程度だったと」

「はい、そうです」

「だから、誤解をまねくような言い方をするな！　宗朗、おまえも破は廉れん恥ちな想像をするでない！」

　ますます顔を赤らめ、汗あせまで浮かべながら宗朗の胸元をつかみあげる十兵衛。

「じゅ、十兵衛さん落ち着いて！　落ち着いて、説明してください」

　宗朗の言葉に、

「そう、だな……わかった」

　ようやく手を離す十兵衛。しばらく呼吸を整えていたのか、目を閉じ、頬の赤味も落ち着いてきたころ、

「こやつは、夢を使う」

　ひとこと、吐き出した。悔しいような、でもそれだけではない、そんな表情を顔に乗せながら。

「夢を……そうか！」

　これには宗朗も思い当たる。

　昨夜の夢。

　宗朗と彼の「剣姫マスターサムライ」たちが、御ご所しよの「剣姫マスターサムライ」たちと戦い、全ぜん滅めつしたこと。

　その夢にはたしかに、帝もいた。

　塩しお盈みつ珠たまと塩しお乾ふる珠たまを自在にあやつるその姿は、武においてもやんごとなき存在であることを宗朗に知らしめた。

「夢の中では、一分も一日に、それ以上にもなる。わたしたちは何日も、何月をもともに過ごし、やがて……む、結ばれたのだ」

「結ばれた」

「そこを繰り返すな！　ただし、夢の中でだ。あくまでも夢の中。わたしの現実の身体は指一本触れられておらぬからな！」

「でも、ぼくが生まれた」

「夢の中のことは、現実となるのです」

「そういうことだ！　わかったであろう。わたしは現実には、宗慶を裏切ってはおらぬ。夢の中のことも、やはり夢だと思っていた。しかしそれは夢のことでも現実で……つまり、だ！」

　十兵衛も混乱してきたように、しきりに首を振ふる。

「ぼくが、生まれた」

「……そうだ。そうして、宗慶は沈しずんでいった。いっさいを語らず、いっさいを聞かず、わたしがどれほど説明しても耳に入れず、ただ閉じこもることをして……やがて失踪したのだな、わたしのいなくなったあとに」

　これが真相だった。

　宗朗の誕生と、父母たる帝と十兵衛の。

「そうして、ぼくは……」

「生まれた。宗朗、おまえだけではない。妹も」

「妹!?」

「宗朗、おまえはひとりっ子ではない。同時に生まれた妹がいた。ふたりをみごもっていたのだ、わたしは」

「ぼくは双子？　じゃあ、その妹は？」

「……生まれると同時に、息を引き取った。わたしの力が足りずに、な」

　十兵衛が目を伏せる。さびしげな表情が通り過ぎた。

　宗朗には双子の妹がいた。

　しかし生まれると同時、あるいはその直前に命を落とした。そして十兵衛もまた、産後に体調が戻もどらず、約一年後に亡くなっている。

「そう、だったのか。ぼくに妹が……ん、妹？」

　そこで思い当たることがある。しかしまさか、と思う。

「その、まさかだ」

「え、まさか」

「わたしは柳生十兵衛三みつ厳よしと魂の共鳴をひとつとするサムライとしてあった。命を落としたあと、わたしの魂が呼ばれたのは」

「天あま草くさの変！　天草の……阿あ弖て流る爲いが黄泉から召還したサムライたちの中に」

「そうだ、わたしもあった」

　この件は、天草の変の際に明らかになっている。

　天草の姿で阿弖流爲が召還したサムライは、宮みや本もと武む蔵さし、佐さ々さ木き小こ次じ郎ろう、荒あら木き又また右衛門えもん、宝ほう蔵ぞう院いん胤いん舜しゆん、それに、

「柳生十兵衛……。召還されたサムライたちは誰もがどこか欠落した姿だった。聴覚を失った武蔵、視覚を失った小次郎、言葉を失った胤舜、又右衛門は身体のすべてが作り物で……」

「わたしも、そうなった。この姿でいられるのは、通常数分間しかない。そうでない間は、別の意識の中にいる。別の姿……宗朗、おまえの妹だ」

「妹……十兵衛が、じゃあ、ぼくの本当の妹で……し、しかし、妹は生まれたのと同時に」

「魂はあったのだ。一瞬なりとも生まれ出でた魂が、生きていたら、成長したら、あのような性格に育ったということだろう」

　十兵衛の話で、すべてが明らかになった。

　ふたりの「十兵衛」の謎。

「十兵衛さんが、ぼくの母……。十兵衛が、妹」

「そうだ。……そのような目で見るなと！　いまのこの姿は、まだおまえを産んでいないと言ったはず。羈仁にも会うまえの、き……」

　そこまで言うと、十兵衛はみるみる真っ赤に顔を染める。しばらく落ち着いていたのが、また湯気でも上げそうな赤面ぶりだ。

「き？」

「う、うるさい！　いまのわたしは生娘で……というより現実にはずっと生娘のままだったということで、しゅ、出産こそしているが、身体は一度とて……ぁああ、なにを言わせるのだ、バカ者！」

　興奮のあまり刀の柄つかに手をかけるから、

「じゅ、十兵衛さん、落ち着いて！　わかりました。わかりましたから！」

　あわてて止める宗朗だ。

　そうしているうち、

「こんどは、わたしが話す番でしょう」

　帝が口を開いた。十兵衛が、きっ！　と睨むが、

「そっちの話をするつもりはありません。わたしが、わが息子宗朗、おまえを呼び寄せたわけ、です」

　苦笑して手を顔の前で振る。

　その顔は、やはり宗朗そのものだ。いまとなっては、父子であるとわかっているが、それでも奇き妙みようなほどに似ている。

「はい。そのためにまかり越しました。それと……」

　ここに来てようやく宗朗は、携えたものを改めて手に捧げ持つ。

　袱紗に包まれ、さらに分厚い漆塗りの箱に収められたそれは、

「八咫鏡ですね。それはまだ、返す必要はありません。おまえに必要なものです」

「ぼくに必要な」

「ええ。徳川慶彦と戦うために」
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「徳川……慶彦さまと戦う、ぼくが」

　その意外な言葉に、宗朗は虚きよをつかれた。

　たしかに慶彦は最初のうち、宗朗たちの最大の敵だった。しかし天草の変以降、お互いを意識しつつも一部では結果的に共闘するなど、微妙な関係にある。

「言葉が足りなかったようですね。正確には、徳川慶彦を止めてほしいのです。仲間たちのためなら、わたしにも剣を向ける。その覚悟を持つおまえなら、と」

　帝が言葉を続ける。やはり、夢の中での戦いは試しだったのだ。

「慶彦さまは……将軍になるのですか」

「なろうとしています。将軍宣下の使者奏上の願いが出されています。御所に、それを止めるすべはありません。わずかに、時間をかせぐことくらいしか」

「しかし慶彦さまが将軍になったとして、いったいなにが」

「慶彦は、すべてを変えようとしています。この国のすべてを。対外的なことでいえば、積極的に国の外へ出て行くでしょう」

「それは、軍隊が戦争をしにいくということですか」

　帝はうなずいて、

「そのためのものが、人造『剣姫マスターサムライ』です」

「人造『剣姫マスターサムライ』が……」

　悪あく霊りように乗っ取られた大鎧によって機能を喪失した江戸城を慶彦は、人造「剣姫マスターサムライ」によって「占領」した。

　それはいわば同じ徳川の、しかも将軍職継承者による一種の「クーデター」だった。しかし大江戸の街の混乱をもおさめた慶彦に、反対する者は誰だれもいなかった。

　そうして慶彦は、合法的に将軍職に就こうとしている。

　しかし帝の言葉のとおり、その先に向かう方向が、日の本の対外進出という名の戦争だったら……。

「それだけではありません。いえ、ここがさらに、もっとも肝心な部分です。外への戦争もそうですが、慶彦が真の狙ねらいはこの国を変えること。自身がこの国の王、皇こう帝ていとなることなのです」

「日の本の王に……けれど徳川幕府の将軍は、事実上、王にも等しい存在で」

「むろんそうです。しかし、本当にそうでしょうか」

「たしかに、制度の上では、将軍といえど朝ちよう廷ていの一官職であって、征せい夷い大たい将しよう軍ぐんの宣下を朝廷から受けなければなりません。しかしそれも形骸化されたものと言っていいのでは」

「そう、本当に思うか」

　ここで別の声が。十兵衛が訊たずねる。続けて、

「軍事力でいえば、朝廷は幕府のあしもとにも及およばぬ。もともと武を行うものではないからな。ならば、幕府はいつでも朝廷を武力で滅ほろぼせるのか。ならどうしてそうしない。真に日の本の王になろうとしない」

「それは、これまでの慣習から反発などが。あまりに反発が多ければ統治は難しいものになります。それよりは、あいまいな状態にとどめておいて、実を取ることを優先する」

「そうでした。そう思われていました。これまでは。ではそれはなぜか」

「なぜ……とは」

　それ以上の「なぜ」を突き付けられても、宗朗には答えられない。ここまでが、常識としても思考としても限界だからだ。

　帝はさらに言った。

「それは『将』と『剣姫マスターサムライ』、『サムライ』を知ることでもあるのです。柳生宗朗、考えてみたことがあるはずです。『将』とはなにか、『サムライ』とは。なぜ『サムライ』は『将』と契約して『剣姫マスターサムライ』となるのか。『剣妃サムライブライド』とは……」

　それはもっとも大きな謎だった。

「将」である宗朗にとって、いちばん知りたい、知るべきことのはず。

「はい」

　静かに答えを待つ宗朗。

　帝は言葉を発する。

「『将』も『剣姫マスターサムライ』も『サムライ』も、われわれが作りました。われわれとは、星々の世界からこの葦あし原はら中なかつ国くにへ降り立った者たちです」




「宗朗！」

　真っ先に宗朗を見つけたのは、千姫だった。

「無事じゃったか！　ぁ」

　幸村がそう言うより早く飛び出し、

「千姫さま、幸村！　みんな……ぅっ！」

　体当たりにも等しい勢いで抱き付いた千姫、

「宗朗、宗朗！　宗朗ぁぁああ！」

　もうこぼれ落ちる涙なみだを隠そうともせずに、宗朗の胸に顔を押し付ける。その背中を、

「千姫さま」

　宗朗もやさしく抱いた。

「宗朗くん、ご無事で！」

「おかえりなさい、宗朗さん」

「ずいぶんかかったじゃない。待ちくたびれましたわ！　ま、まぁなんともなかったようなので、よしとしてさしあげますわね！」

「ウキュ、ウキュゥ！」

　半蔵、又また兵べ衛え、兼かね続つぐ、それに佐さ助すけも駆け寄る。すぐに宗朗を中心に、輪ができた。

　それをながめて、

「仲いいわね、ほんとに」

「オレたちが試ためすまでもなかったな。ありゃあ、切っても切れないどころか、粉々になろうと切れやしない仲間の絆きずなだぜ」

　五郎八と忠輝が言う。その顔に、笑えみがあった。

　宗朗が御池庭のほうへ去ったあと、客殿へと案内しようとする五郎八たちを断って、ずっと幸村たちはこの場所、建春門を入ってすぐの、なにもない場所にいた。

　いつまでも、なにがあっても宗朗を待つためだ。

　また、万一宗朗になにかがあったときに、すぐに察知し、駆けつけるためでもある。

「心配かけたね」

「話は済んだのか？　どんな話だったのじゃ。聞かせよ！」

「それより無事に戻ってきたんだから、少しゆっくり休ませてあげなくちゃダメじゃない。なにがあったのかは、それからよ」

「もう、この場所を離れることができるのでしょうか」

　半蔵のひとことに、

「もちろんだよ。帰るんだ。ぼくたちの柳生道場に」

　宗朗が答えると、ぱぁっ、と明るさが広がった。誰の顔にも、心からの安あん堵どが広がる。

「帰れるんですの!?　本当に？」

「ウキャ、ウキュ！」

「道場に。わたしたちの、家に」

　全員を見回して、宗朗が言う。

「ああ。帰ろう。ぼくたちの家に！」

　期せずして歓かん声せいが沸き起こった。誰もが笑え顔がおで宗朗を見つめる。

　ただひとり、

「お兄ちゃん……」

　十兵衛だけがその輪の外にいるのを、そのときは誰も気づかなかった。




「……宗朗が、戻ったか」

　江戸城本丸御殿、執しつ務む室しつのソファーに浅く腰掛けながら慶彦が言う。その前には足首までも包つつむマント姿の正しよう雪せつがいた。

　正雪は髪かみを解き、自然に背中に垂らしている。

「いまは全員で柳生道場に寄宿しているようです」

「いずれまた、この大おお江え戸どへ来る。一週間かひと月か、そう遠くはあるまい」

「将軍宣下よりも先になるのでしょうか」

「そうなるな。いくらでも理由をつけて、使者は時間かせぎをするだろう。宗朗たちが先に来る」

「では、将軍にはならないまま……戦うことに」

　正雪の言葉に、慶彦は少しだけ唇を強く結ぶようすを見せた。すぐにゆるめて、

「なに、かまわん。いずれにせよ形式のみのこと。宗朗と戦うなら、なんの関係もないことだよ」

「しかし大義は」

「大義？　なら宗朗になんの大義がある。御所の意向はどこまでも内密なもの。宗朗は表に出すことはあるまい。ならばやつの戦いは私闘だ」

「私闘……」

「そうだ。賊を征せい伐ばつするのに征夷大将軍の肩書は大きすぎる。大砲でネズミを撃つようなものさ」

　慶彦が笑った。

「宗朗さまは、京からなにを持ち帰ったのでしょう。なにを、授けられたのか」

　正雪の言葉はたたみかけるようだ。

　慶彦はしばらく間をあけて、

「それを調べるのが、キミの役目じゃないのかい、正雪。連中を追って、京へも行ったのだろう」

　組んだ脚あしを伸ばすと、正雪のマントの合わせ目を探さぐる。

　ブーツのつま先が合わせ目を分けて、中の白い素肌がのぞいた。漆しつ黒こくのマントとのコントラストが目を焼く。

「御所は結界が強固で、中までは入ることがかないませんでした。例の六ろつ華か閃せんはやはり、柳生道場の力と結びつきを試していたようす。宗朗さまが御所へたどり着いたということは、御眼鏡にかなった証あかし」

「柳生宗朗……やはりそうなのだな」

「はい。帝の御落胤とみて、間ま違ちがいないかと」

　また沈ちん黙もくが訪れる。

　これはある意味、決定的な事実だった。

　慶彦は徳川将軍家の長男、継嗣で、いずれ徳川将軍となる身だ。それはついに、現実になりつつある。

　慶彦にとって宗朗は、幼いころ御側衆として交わったこともあるとはいえ、しょせん家臣。しかも世が世なら、わずか一万石の小身だ。

　それがここまでさまざまな事件と戦いにかかわり、ときに慶彦をしのぐようにまでなっている。

　事件への対処のところどころで、慶彦は宗朗と彼の「剣姫マスターサムライ」たちを大きく計算のうちに入れなくてはならなかった。

　もっと、たよりにしていた、ともいえる。

　それでもいずれ、宗朗ごと慶彦の瞳ひとみの力で取り込み、真の意味で臣下にできるはずだったのが、

「そうか。うすうす感じていたがやはりそうだったとは、ね。あれほどの力。八人もの『剣姫マスターサムライ』を持ち、御所とも戦いうる力。そうでなくては説明ができない」

　慶彦は髪をかき上げる。

　それは慶彦がまれに、不安を感じているときのしぐさだと、正雪にはもうわかっていた。

「残りの神器も御所で授けられたとしたら」

「帝が八尺瓊やさかにの勾まが玉たまを手放すとは考えにくい。あるとしたら形代だが、しょせんは偽物。こちらには……」

　慶彦が視線を移す。

　執務室のテーブルの上に、袱紗で包まれた細長い箱が置かれていた。

「これで五分、というわけですか」

「宗朗には鬼切りの太た刀ちがあるようだね。が、比較にもならないよ。いずれにせよ……」

　視線を再び正雪に戻して、

「持ち物で勝負が決まるわけではない。いってみればこれは儀礼のようなもの。向こうが野球で来るのに、フットボールでは戦えないよね。そんなふうに、種目を合わせてやっただけさ」

　慶彦の言葉も表情も、どこか自じ嘲ちよう的てきではある。

　そのことから離れたいというように、慶彦はつま先を傾けて、マントの合わせをより大きく広げた。

　正雪の白い肌がいっそうこぼれて、中にピンクの、引き攣ったようなヤケドの跡あとが見える。

　慶彦の目が、そこから離れない。

「慶彦さま、もう」

「見せて、くれるか」

　その言葉にやや躊躇しながら、正雪は目を伏ふせる。

「……はい」

　首元の紐ひもを解くと、肩からマントを落としていく。執務室の緋色を基調とした絨毯の上、正雪の裸ら身しんが露あらわになる。

　青白い肌の上、右半分にだけいくつものピンクの斑点が散っていた。あるものは小さく、あるものは、背中の半ばを覆おおうほども大きく。

　それは首から上でもそうで、正雪の右半分の顔をまるで分けるように変えてしまっている。

　正雪の肌を、飽きることなくながめる慶彦。

　やがてソファーから腰を浮かすと、手を伸のばし、触ふれる。

「ぁ」

　青白く見える肌も、触れればあたたかい。心臓の拍動も伝わって来る。

「美しい……」

　その肌に顔をうずめると、慶彦はいつまでもそうしていた。







伍◆すべては還る
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「みんな、行こう」

　大江戸の街を見下ろす丘おかの上、宗むね朗あきらの言葉に全員がうなずく。

「うむ。参るぞ」

「ひと暴れしてあげるわ」

「どこまでも、お供いたします」

「御お姫ひいさまのおおせのまま、宗朗くんの言葉のままに」

「まあ、ちょうどいい日和ですわね。直なお江え流戦せん槌つい術じゆつ、大江戸の街のみなさんにもたっぷりご覧に入れて差し上げますわぁ！」

「ウキュ、ウキュ!!」

　幸ゆき村むら、千せん姫ひめ、又また兵べ衛え、半はん蔵ぞう、兼かね続つぐ、それに佐さ助すけ。いずれもすでに、「氣」の属性を現した「剣姫マスターサムライ」の姿に変わっている。

「お兄ちゃん」

　宗朗のかたわらには十じゆう兵べ衛えがいる。十兵衛が手を伸ばす。宗朗がその手をしっかりと握にぎった。

「来たわ！」

　千姫が目で空を指す。

　曇どん天てんの雲の下、

「十五、十六……ざっと百はいますわね！」

「なんじゃ、そのアバウトな数えかたは。とちゅうで面めん倒どうになったのじゃろう」

「どちらにしても、相手として不足なし、です」

　仰ぎ見る先の空に、多くの黒い影かげが浮うかんでいる。鳥のように見える翼は、しかし動かない。

「人造『剣姫マスターサムライ』、これほどの数になっていたのか」

「もとは学園の生徒たちや、『豊臣狩り』の犠牲者たちよ」

「わかっておる。サムライを無理やり機械でどうにかしたような連中に負ける気などせんわ。ちょっと手加減してやれば済むだけのこと」

「一対一なら、勝ちは疑いないところですが」

「これだけの数、少しばかり骨が折れそうですね」

　宗朗と「剣姫マスターサムライ」たちの会話が進むうちにも、徐じよ々じよに人造「剣姫マスターサムライ」たちの編隊は空を圧して進んで来る。

　さらにその向こうに、

「あれはなんですの？」

「大型のヘリ……いいえ」

「ティルトローター機じゃ。垂直離着陸も高速水平飛行も可能な万能機、もう配備されておったのか」

　灰色の機体がある。空中から指揮を取る慶よし彦ひこの乗機、いわば旗艦だ。

「あの中に……お兄さま」

　千姫の表情にいっしゅん影が差す。しかしすぐにそれは消えて、

「行きましょ、宗朗！」

「はい、千姫さま。みんなも。十兵衛」

　十兵衛の手を握り直すと、宗朗は目を閉じる。

　その胸には、稲藁で編まれた縄で首から下げた八咫鏡があった。片方の手には、鬼切りの太刀。

　精神を集中すると、大地からの「氣」が足から宗朗の体内に流れ込んで来る。「剣姫マスターサムライ」たちも目を閉じ、「氣」を高める。

　やがて宗朗から漏れ出した「氣」は最初のうちかすかに、しだいに奔ほん流りゆうとなって「剣姫マスターサムライ」たちへ注ぎ込まれる。

「翔！」

　ひとこと、宗朗が口から発した瞬しゆん間かん、

「ぉお！」

「きゃぁっ！」

　全員が、空の中にいた。

　一いつ瞬しゆんで浮かび上がり、

「いや、飛んでおる！」

「自在に動けます！」

「なんてことですの、こんなに軽々とわたくし、飛んでますわぁ！」

　誰の口からも驚おどろきの声が漏れる。しかしそれはすぐに常態となり、

「行くわよ！」

　千姫の掛かけ声ごえとともに、いっせいに宗朗から離れると、人造「剣姫マスターサムライ」の群れへと突っ込んでいく。

　そして、

「十兵衛」

「お兄ちゃん」

　空の中で見つめ合う。いまの宗朗にはわかっている。

（十兵衛は、本当にぼくの妹だったんだ。空から落ちて来た謎の少女なんかじゃない。ぼくの双子の、妹だ）

　目を閉じて待つ十兵衛の唇くちびるに、宗朗の唇が触れる。触れた腕うでがビクッ、と震ふるえて、

「……まったく、この変身のしかたはどうにかならんのか」

　現れる「剣姫マスターサムライ」十兵衛。

　この十兵衛もまた、

（ぼくの……母上……）

「その顔、変なことを考えているだろう。なんど言ったらわかる。この姿はまだ、おまえを産むまえの、女子高生のわたしなのだからな！　勘違いするな！」

　ピクン！　と頭の上の耳が震える。その耳に手をやりながら、

「まったく、なんというセンスだ。まぁ、しっぽがなかっただけましか」

　苦く笑しようする。

　白銀の髪を持つ新たな「剣姫マスターサムライ」の形態は、「氣」の属性以上に、妹・十兵衛の好みが混じり合った姿だ。

「十兵衛さん、いままで十兵衛を守ってくれて、ありがとう」

　宗朗の言葉に、十兵衛はちょっと意外な、驚き顔になる。すぐにほほえんで、

「気づいていたか」

「ぼくがいないとき、キスが間に合わないときも、きっと十兵衛さんがとっさに助けてくれていたんだなって」

　宗朗は、幸村、千姫らサムライ少女たちとキスで契約を交わした。いちど契約すれば、「将」と「剣姫マスターサムライ」は生涯続く関係だ。

　しかし十兵衛とだけは、その都度キスしなくてはならない。

　ふたつの人格が入っているから。

　人格が切り替わるきっかけに、キスが必要だったのだ。

　しかしこの「変身」も、妹・十兵衛の危急の際には、中の十兵衛だけの力で現れ、幾度となく危機を救ってきた。

「キスなしの『変身』はとても疲つかれるのだぞ。ありがたく思うのだな」

「はい。母上」

「だから母ではないと！」

　遠くから剣けん戟げきの音、それに爆ばく発はつや、さまざまに迸ほとばしる音が聞こえてくる。十兵衛は空のそっちのほうを見やると、

「わたしも続こう。行ってくる」

　宗朗に告げる。

　うなずく宗朗に、振り向きざま、

「いまなら、『氣』はあふれるほどだ。この身でいられるのが三分という縛りもないようだな」

　そう言って笑うと、あっという間に背中が小さくなる。戦いの空間へと飛び込んでいった。

「ご武運を、母上。みんな！」

　宗朗はふたたび瞑想のために目を閉じる。

　その胸に八咫鏡が、曇天を映していた。
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「ゆくぞ！　桜おう花か扇せん舞ぶ昇しよう！」

「食らいなさい！　爆ばく炎えん穿せん破ぱ！」

「いざ、破は邪じやの筆！」

「落ちてください！　流星小破斬！」

「ちょこざいな、ですわ！　大だい鉄てつ山ざん毅き！」

「ウキュ、キュッ!!」

　ある程度間かん隔かくを取りながら戦っていた「剣姫マスターサムライ」たちだが、数に勝る人造「剣姫マスターサムライ」たちに押されて、徐々にひとところに押し込められつつあった。

　いまは人間体の佐助も、数分といわずその姿を維持できる。しかし柳や生ぎゆう道場の「剣姫マスターサムライ」たち六人に対し、人造「剣姫マスターサムライ」は約百人。

　そのうえ、完全に倒たおすわけにはいかない。

　背中の飛行ユニットにダメージを与え、軟着陸させるように手心を加えるのは、

「ただふつうに戦うより、数倍骨が折れるんだから！」

「御姫さま、後ろを！」

　千姫めがけて飛んできた矢に、半蔵が間一髪、千姫を突き飛ばすように身体を当てて逃がす。

　その代わり、半蔵が受けることになった矢を、

「……！」

　浸しん透とうさせて身体を貫かん通つうさせた。

「月」の属性による能力だが、とてつもない「氣」の力を必要とする。

「ありがとう半蔵。おまえはだいじょうぶ？」

「はい。いまの宗朗くんからは、尽きないほどの『氣』が流れ込んできます。身体の中、ずっと奥おくまで」

　言ってから、気づいたのか半蔵が不意に顔を赤くする。その隙すきに、

「なにをやってるんですの！　たぁぁあああ！　ですわ！」

　束になって飛んできた矢を、大おお槌づちの一いち撃げきで粉砕する兼続。ドリル部分を分離してベーゴマのように、その上に乗っていた。

「でかしたぞ、兼続！　しかし次から次へと、これではキリがないのぉ」

　幸村も、多くの矢を大鉄扇で受けるか、暴風で吹ふき飛とばしながら言う。

「いかがなさいますか、幸村さま」

　又兵衛が、槍衾から水弾をいっせいに放った。

「ウキュ、キュゥゥ！」

　佐助は空気中の胞ほう子しや種子をかたっぱしから開花させ、それで敵の矢を防いだり、つるで人造「剣姫マスターサムライ」をからみとり、墜落させる。

　だがやはり、敵の数が多すぎて間に合わない。

　徐々に、確実に肉薄される。

「いかん、いったん退くのじゃ！　……いや」

　幸村が視線を走らせる。

　空の一角、爆発の炎が次々と上がり、一直線に延びて行く。その先に、

「十兵衛！」

　白銀の髪をなびかせた十兵衛だ。

　目にも止まらない速度で飛び、人造「剣姫マスターサムライ」の飛行ユニットを次々破壊していく。火を噴き、落ちて行く人造「剣姫マスターサムライ」を、

「ウキュゥ！」

　佐助が地面に、低木をいっせいに成長させることで、クッションがわりに受け止めさせた。

「やるわね、十兵衛。千も負けていられないんだから！」

「うむ。やりおる。われらも続くぞ！」

　千姫を先頭に、進もうとしたときだ。

　パンッ！　乾いた音が連続的に響ひびいた。

　ごく小さな、無数の赤い弾が下から噴きあがって来る。最初の一団はなんとかかわしたものの、

「なんなの!?」

「ご覧ください御姫さま、下に！」

　地上に多くの兵が展開していた。空に向けて、いっせいに小銃を放っている。

　本格的な対空機銃もすえつけられ、ミサイルなどを装備した車両がぞくぞくと配置につきつつあった。

「向こうからも！」

　又兵衛が指さす先からは、轟音を立ててジェット戦闘機が飛び来る。二機ひと組の二編成で、そのうちの一機ずつが、空対空ミサイルを放った。

「危ない、十兵衛！」

　ミサイルが狙う十兵衛は、すんでのところでかわすとキリモミ状態の降下で逃のがれた。しかし戦闘機はさらに次のミサイルを放つ。いったんはかわされたミサイルも、ホーミングで戻もどって来る。

「こんなの、勝てっこないわよ！」

「うぬ、慶彦め、一いつ般ぱんの軍までも動員してくるとは」

「なりふりかまわなくなって来てますのね！　マジムカつきますわ！」

「発砲光！　逃にげてください！」

　半蔵が叫さけんだ。

　とたん、地上から閃せん光こうが上がり、大きな爆発が起こる。しかしそれは「剣姫マスターサムライ」たちに対してではなく、

「え!?」

　戦闘機が後部の噴射孔を吹き飛ばされていた。大きな炎も上がる。たちまち機首を下に、墜落していく。

　途と中ちゆう、パイロットは射出座席で脱だつ出しゆつし、パラシュートの花が開いた。

「誰が！」

「撃うったのですか？」

　混乱しながら思わず下を見る半蔵、又兵衛。その目に、音もなく倒れて行く兵士たちの姿も見える。

「あれよ！」

　千姫が指さす方向、地上にパッ、と色鮮やかな番傘が開いた。

　サッと傘が傾けられて、

「いよぉ！　ひさしぶりだなぁ！」

　空に向かって笑顔を見せるのは、

「慶けい次じ!?」

「それに、景かげ勝かつさまですわ！」

　前まえ田だ慶次と上うえ杉すぎ景勝のふたり。

　さらに、

「誰か忘れてませんか、てんだ。なぁ、小こ十じゆう郎ろう！」

「はい、政まさ宗むねさま！」

　伊だ達て政宗、片かた倉くら小十郎コンビもいる。

　地上の兵士たちを引きつけ、次々と得物で無力化していく。

「あの者たち、いつの間に！」

「加勢に来たっていうの？　やってくれるじゃない！」
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　幸村、千姫の顔に笑顔が戻る。

「どうやら、さっきの戦闘機を撃墜したのも」

「あれですね、傘が大砲になっています」

　慶次が番傘で狙いを定める。

「おりゃぁ！」

　パンッ！　圧縮された火薬が爆発する、大砲のような音とともに、オレンジ色に灼しやく熱ねつした弾が飛び出し、まっすぐ戦闘機に向かっていく。

「いっちょ上がりだ！」

　バッ！　こんどは戦闘機の翼に当たり、片翼となった戦闘機が墜落していく。

「すごい！」

「でもまだまだ来ます！」

　さらに四機の編隊が飛んできた。これでは、いくら慶次の「氣」砲の威い力りよくが強くても、いつか息切れしてしまう。

　しかし慶次は笑って、

「オレたちは大江戸に潜伏している間、遊んでたわけじゃないんだぜぇ！」

「来た」

　言うと、景勝が視線で指し示す。そこに、

「徳とく川がわ千！　苦戦しているですか。ざまあみろ、です！　じゃない、この天てん海かいと八はつ哥か衆しゆうが加勢してやらないでもないです、ほーっほほほほ！」

　懐かしい顔が。

　かつて幕府の命を受け、宗朗と柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たちを襲おそった、天海と、その配下の石榴ざくろ、繁縷はこべ、鬼ほお灯ずき、虎いた杖どり、薊あざみ、蔦つた、蔓かずら、赤あか座ざら、甲賀忍軍のくノ一たちだ。

「あれって、笙しよう子こじゃない。なにやってんのよ、あんた！」

　千姫の呼びかけに、

「なにやってるとはあいさつです！　わたしたちもまた、かつて仕えた幕府からいまは追われる身。いわば敵の敵は敵！　じゃない味方です！　この話にいっちょう乗ってやったですよ！」

　言いたいことはわかるが、やや要領を得ない。となりに控えた副官の石榴が、

「かんたんに言えば、この大江戸郊外の駐屯地の部隊にちょっと細工をしておいたであります。有事になったら駆けつける、飛んでくる部隊でしょうから」

「細工？」

　けげんな顔の千姫。その直後、

「御姫さま、あれを！」

　飛んできた戦闘機が、とつじょノズルから黒煙をドッと吐はき出だすと、どんどん高度を下げて行く。

　他の機体も同じで、どうやらエンジン出力がいっぺんになくなったようだ。

「エンスト、じゃな」

「それだけではないでありますよ」

　地上に展開している装甲車両までが、エンジンルームからいっせいに出火。中の乗員があわてて脱出する。

　不調なのは機械だけではない。

「ぅぅう……腹が！」

「昼に食べたカレーが当たったか……！」

　兵たちまでがうずくまったり倒れたり、走り出し逃げ出す者も続出。

「どうやら一服盛ったらしいの」

　幸村の観察のとおり、駐屯地の昼食に八はつ哥か衆しゆうで手分けして、軽い毒物を混入させたのだった。

「あははは！　徳川千、借りにしておいてやるです！　この戦いが終わったら、たっぷり返してもらうですよ……きゃぁ！」

　パシュ！　高笑いする天海の頬ほおをかすめて銃じゆう弾だんが飛んでいった。

「どうやら、無事な部隊もあったようじゃの」

「助けに降りますか？　幸村さま」

「そうじゃのぉ」

　幸村が逡巡するうち、また新たな声が、

「戦場はここか！　毛もう利り勝かつ永なが、義によって加勢いたすぞ！」

「盛もり親ちかも土星、木星……火星するのだー！」

「明石あかし全たけ登のり、ここを死に場所とこころえたのである」

　手に手に、大鎌、二本の長なが鑓やり、小太刀を携えた三人。

「あ、あいつら、どうして来ちゃってるわけぇ？」

「わたくしは呼んでませんわよ！」

　毛利勝永、長ちよう曾そ我か部べ盛親、明石全登は、柳生道場の「剣姫マスターサムライ」見習いだ。

　天あま草くさに利用されて宗朗たちに敵対したが、その後洗脳が解けて、ともに戦いたいと道場へやってきた。

　しかし「剣姫マスターサムライ」にはなれず、いまだサムライのまま、普ふ段だんはメイドカフェ「トゥルー・シャドー」ではたらいている。

　今回の異変、というより宗朗たちの行動に気づいて、学園から駆け付けたのだった。

　さらに、

「十兵衛たちが戦ってるんだから、やっぱり見過ごせないんだよ」

　とは、本ほん多だ忠ただ勝かつだ。

「ま、助けられたような恩義もあるし、助すけ太だ刀ちしてあげないこともないんだから！」

「もう幕府とも関係ないようなものだし、見て見ぬふりもできるのだけれど」

「ひさしぶりにひと暴れしてやりたくなったでございますから」

　榊さかき原ばら康やす政まさ、酒さか井い忠ただ次つぐ、井い伊い直なお政まさもいる。忠勝と合わせて、かつて幕府の四し天てん王のう「剣姫マスターサムライ」と呼ばれた面々だ。

　幕府によって作られた「鎧」、「大鎧」と呼ばれる人型戦闘機械に乗り込むため、それに特化した能力を持たされていた。

　もともと将軍徳川慶康の正室で「剣姫マスターサムライ」でもあった、霧きり壺つぼの方のクローンとして人工的に作られた「剣姫マスターサムライ」だ。

　しかしいまは将軍慶康も霧壺の方もなく、鎧も失ったあと、彼女たち自身はふつうのサムライとして大おお江え戸どからも離れていた。

　それだけでなく、

「ひさしぶりの大江戸なの！　幕府御書院番頭、大おお久く保ぼ彦ひこ左ざ衛え門もん忠ただ教たか、なの！」

「同じく、加か賀が爪づめ直なお澄ずみだにゃ！」

「水みず野の十じゆう郎ろう左ざ衛え門もんじゃん！」

「神かみ谷や伝でん心しん斎さいでござる」

　の四人まで。

　幕府御書院番とは、大江戸の街を守るための特殊な警察のような存在だ。

　しかしやっかいな旗本サムライたちを大久保彦左衛門にまとめて押おし付つけただけ、とも言われていた。

　本来、将軍の「剣姫マスターサムライ」と言われていたが、慶康にその力はなく、体面上そう称されていただけだったとのちにわかった。

「あんな連中まで来ちゃったわよ」

　驚きを通り越して、半ば呆れ気味の千姫。しかしその顔には笑えみがある。

「一度戦った連中じゃが、それだけにたのもしいともいえるのぉ」

「どっちも幕府の側の者たちが、どうしてでしょう」

　又兵衛の問いに、

「忠勝ら四天王は、慶康公が没したことで『将』と『剣姫マスターサムライ』の契約は解かれておる。御書院番の連中のほうは、どうにもわからぬが」

　幸村が答えると、それが聞こえたのか、

「われら幕府の者といえど、日の本に住まう者ならばひとしく帝の臣であるの！」

　彦左衛門が言い放った。

　どうやら兵たちに対しての言上らしいが、

「御所の手が、意外なところにも伸びていたのかもしれませんね」

　とは、半蔵だ。

　そして意外なところから戦いの帰趨を見つめていたのは、

「おー、おー、ごっつう派手にやっとるな！」

　細ほそ川かわ興おき秋あきだ。

　その目は、御所の池の水に注がれている。遠く離れた大江戸の街と、戦いのようすが水面に映っていた。

「がんばってるみたいだね。ぼくも行けばよかったかな」

「大江戸って、あたしいっぺん行ってみたかったのよね～」

　大おお谷たに吉よし治はると御み宿しゆく勘かん兵べ衛えこと政まさ友ともだ。

「あっちへ行っとるんは、五い郎ろ八は、忠ただ輝てる、それに豊とよ久ひさやな。向こうは向こうで大変なんやで、忠輝なんか、霧きり出して飛行機のパイロットをあさっての方向に誘導したりな。うちらは御所で留守番や。きっちりミカちゃんを……帝を御守りせんとな」

　興秋の目が、築つい地じ塀べいの向こうの御お常つね御ご殿てんへと注がれる。

　そこにいるであろう人のたたずまいそのままに、御殿は静謐をたもって、青空の下に鎮座していた。
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「次から次と、よく出てくる」

　コマンダーズシートの慶彦が言う。

　大型の四発ティルトローター機は軍事用で、内部は飾り気もなく構造材が剥むき出だしだ。だが慶彦はそれを気に入っていた。

「いかがなさいますか」

　席にはつかず、隣となりに立っているのは正しよう雪せつだ。

　いつものマントを羽織っているが、その下は身体をぴっちりと覆う衣装に包み込まれている。

「かまわんさ。もはや鎧を持たない四天王や、『剣姫マスターサムライ』ですらないサムライどもがどれだけ集まったとしてもなんの意味もない。すぐに第二梯団が到とう着ちやくする。それで片をつけてやる」

　手を伸ばすと、慶彦は正雪の腰こしを抱き寄せた。

　正雪の下腹に顔をうずめ、

「問題はそのあとだ。柳生宗朗」

　つぶやく。




「なかなか減らんのぉ！」

「まだ、いるの!?」

　空中の幸村と千姫。

　ずっと技わざを繰り出し、戦い続けているが、百人規模の人造「剣姫マスターサムライ」の群れはいっこうに減った気がしない。

「地上のほうは慶次さんやみなさんがたが引き受けてくださっていますが」

「もう戦闘機は飛んで来なくなりましたね」

　又兵衛、半蔵も、それぞれの主のもとをつかず離れず、サポートしながら戦っている。

「また、来ましたわ！　新手ですわ！」

　兼続が叫んで指さす空に、湧わき出でる叢むら雲くものように黒い影が迫って来ていた。

「ウキュ、キュ！」

「まだ来るっていうの……」

　千姫の顔に一瞬、絶望が走る。

「いくら宗朗からの『氣』が潤沢だとしても、このままでは押し込まれるは必定」

　幸村も声を落とす。

　そこへ、

「あきらめるな！　まだ負けたわけでも、策が尽きたわけでもない」

　十兵衛が飛び来て、檄を飛ばす。

　その言葉に、全員が一瞬、我に返った。

「いかがする！」

　幸村が訊たずねる。十兵衛は答えず、遠くへ視線を走らせた。その空に、

「そうか、慶彦の旗艦じゃな！　なにも人造『剣姫マスターサムライ』全員を相手にする必要はなし。旗艦だけを落とせば！」

　大型機を見つけて幸村。

　しかし慶彦の乗機を落とすということは、

「気を遣わないで！　いまの千は、心中したってお兄さまを止めるつもりよ！　……って、兄きよう妹だいじゃ心中にならないかしら。とにかく、千のことならかまわないで！」

　みんなの気持ちを察して、千姫が気丈に言った。

　それを聞いて十兵衛。

「よい心がけだ。いっきに敵の中を突っ切るぞ。我に……柳生十兵衛に続け！」

　一騎駆けのように、突っ込んでいく。




「……ここに、いたのですね」

　暗くら闇やみの中、わずかな装置だけが灯あかりを放っている。

　反射光に照らされて、水槽の溶液がゆらめきを映す。中の裸ら身しんをかすかに照らし出していた。

　その水槽の前にたたずむ人ひと影かげ。

　顔を覆おおった頭巾を取るとそこには、眼帯で片目を覆った少女が。

　柳生義ぎ仙せんだ。

　義仙の手が、シリンダーのような水槽に触ふれる。中の、腰の下まである長い髪かみを肌はだにまとわせ、たゆとうている裸身を見上げる。

　水槽の中に封入されているのはもちろん、シャルル・ド・ダルタニアン。しかしいまは、かつてダルタニアンだったもの、と言えるかもしれない。人造「剣姫マスターサムライ」を作り、生かすための生体ユニットの一部と成り果てていた。

「戻るんです。もとの……慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』、ダルタニアンに」

　そう言うと義仙は、手にした大鋏を水槽へ叩たたきつける。

　強化ガラスはあっさりと粉々に飛び散った。中の溶液が噴き出す。ゆっくりと崩れ落ちるダルタニアンの身体を、義仙は抱き留める。

「義仙とあなたは、ともに慶彦さまの『剣姫マスターサムライ』だったこともある間柄。義仙の『氣』を受け止めるんです。ダルタニアン、あなたがあなたであるために……」

　義仙の身体がかすかな燐光を放つ。

「氣」の流れが、ダルタニアンに注がれ、満たされていく。

　金色の髪に半ば隠れた青い瞳ひとみが、震えるように瞬いた。




「編隊を崩すでない！　バラバラになってはひとりずつ討たれる！」

「そうはいっても、けっこう大変なのよね！」

　幸村と千姫が声を上げる。

　しかしピンチを訴うつたえるというより、声を出して全員を鼓舞するかのようだ。

　十兵衛を先頭に、ひとかたまりとなって人造「剣姫マスターサムライ」の壁かべを貫つらぬき、何段にもなった編成を突き崩していく柳生道場の「剣姫マスターサムライ」たち。

「右上方、来ます！」

「こっちはなんとか、だいじょうぶです！」

「もう、どれだけでも来るといいんですわ！　大槌の露としてやりますわぁあ！」

「ウキュ、キュッ！」

　又兵衛、半蔵、兼続、それに佐助も、せいいっぱいの防戦で、側面と殿を守っていた。

「……あれだ」

　そして先頭の十兵衛。

　ついに慶彦の旗艦をとらえる。直援の人造「剣姫マスターサムライ」十数人を、

「柳やぎ生ゆう真しん陰かげ流りゆう斬ざん飛ひ兆ちよう！」

　いっきに蹴散らした。

「行けるわ！」

　ぽっかり空いた空間に、真っ先に飛び込んでいく千姫。

「御お姫ひいさま、危のうございます！」

　半蔵が続き、

「又兵衛、遅れるでないぞ！」

「はい、幸村さま！」

　幸村、又兵衛も次々と後を追った。

　慶彦の旗艦＝指令機は、全長三十メートルを超こえる巨人機だ。

　いまは水平飛行中のため、四つのティルトローターがすべて前方を向いて、とてつもなく大きなローター＝プロペラを回している。

「取り付いたわ！」

　機体の胴体上面に、千姫が降り立った。

　時速三百キロ以上で飛行している機体の上では、ふつうならば息もできない。「剣姫マスターサムライ」といえど、一歩間ま違ちがえば吹き飛ばされそうだ。

「こっちもじゃ！」

　翼の上には幸村、

「ローターに気をつけてください、触れたら粉々です！」

　又兵衛も。ようやく半蔵が千姫の近くに、しがみつくように降り立つ。

「遅おそいわよ、半蔵！」

「申しわけございません、御姫さま！」

　怒られながら、半蔵はどこかうれしそうだ。

「どぉおっせぇええい！　ですわぁあ！」

「ウキュ、キュッ！」

　兼続と佐助、それに十兵衛は、他の人造「剣姫マスターサムライ」たちを近づけまいと上空に留まる。千姫は幸村たちに目で合図して、

「やるわよ、爆ばく炎えん穿せん破ぱ！　ぇぇえええい！」

　薙なぎ刀なたの切っ先を、機体に叩きつけた。同じように、

「落ちよ！　桜おう花か扇せん舞ぶ昇しよう！」

　幸村も二枚の大鉄扇を振ふるう。

　半蔵や又兵衛も、大手裏剣や鑓やりで翼やエンジンを狙ねらう。

　もちろん「剣姫マスターサムライ」たちの得え物ものは、ただの薙刀や鑓ではない。たちまち機体に穴が空き、エンジンから火が噴き出した。

「やったわ！」

　しかしただ機体を撃墜するだけが目的ではない。千姫は、兄・慶彦をなんとかとらえ、地上へ連れ降ろそうと思っていた。

　そのためには自分が機体の内部へ乗り込まなくてはならない。

　胴体上部に開けた穴を、さらに薙刀で斬きり広ひろげる。そうして、人間ひとりが入れる穴を作ると、

「半蔵、千のうしろを！」

　守れ、と命じて飛び込もうとする。

　が、次の瞬しゆん間かん、

「ひさしぶりだ。わが妹」

　機体の内部に、慶彦が立っていた。

　いくつも大穴の開いた機体は、内部も呼吸できないほどの暴風が吹き荒れている。そんな中、髪を乱した以外は少しもふだんと変わらないように見える慶彦。

「お兄さま……退いてくだい！　お兄、さ……ま？」

　千姫の言葉が途と切ぎれる。

　その胸に、深々と剣が突き立っていた。

　背中までも抜けて、パッと血ち煙けむりが噴きあがる。

「御姫さまっ!!」

　半蔵が、崩れ落ちる千姫を抱き留める。

「お、兄さま、な、ぜ」

　信じられない、という表情の千姫。慶彦が胸から剣を引き抜くと、胸からも鮮血が噴き出した。

「わたしのじゃまをする妹など、必要ない」

　慶彦が言う。その手の剣はまっすぐの両刃で白金色に輝かがやき、先端は菖蒲の葉のように尖っていた。

　長さは全体に二尺強（約七十センチ）ほど。

　剣の地には雲にも似た文様があり、また根本に近づくほど魚の骨のように節立っている。

　ふつうの太た刀ちのように、茎なかごに木製の柄をかぶせ、それを柄糸で巻く柄はなく、刃のまま細い握にぎりとなって中央に節があり、握り止めの柄頭が大きく張り出している有柄式という形。

「その剣は、まさか」

　半蔵の言葉に、慶彦はうなずく代わりに口の端で笑ってみせた。

　ふつうの刃は物ものなどものともしない「剣姫マスターサムライ」の身体をやすやすと貫く剣。それは同じ「剣姫マスターサムライ」の得物か、さもなくば、

「神器しか、ありえない……！」

　半蔵の腕うでの中で、千姫の身体が抜けおちるように離れていく。

　瀕死の身では、飛行中の航空機の機体に留まっていることなどできないのだ。

「御姫さま！」

　投げ出された千姫を追って、半蔵もまた機体の外へと飛び出す。

「幸村さま、千姫さまが！」

「千！」

　又兵衛、幸村も追いかける。空中で千姫をふたたび抱き留とめた半蔵と、合流した。

「いかがしたのじゃ！」

　問いかける幸村に、

「千姫さまが、慶彦さまに……あれは、あの剣は！」

「よもや、草くさ薙なぎの剣つるぎか！」

　半蔵は、うなずくことしかできなかった。双眸から涙なみだがあふれる。

「どうしたんですの！　もう飛行機は落ちますわよ！」

「ウキュ、キュ！」

　兼続、佐助も集まってきた。十兵衛も。

　千姫のケガをひと目見るなり、

「神器の傷だ。このままでは助からない」

「ではなんとするのじゃ！　千が死ぬのを黙だまって待つのか！」

「助かるとすれば……」

　振り向く。十兵衛の視線の先に、宗朗の姿があった。幸村も、十兵衛の言わんとしていることを瞬しゆん時じに理解する。

「ひとまず退くのじゃ！　敵も指令機が落ちる。もしかすると、追っては来ぬかもしれん！」
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　いっぽう、機体が穴だらけになったうえ、四基のエンジンのうち二機が爆ばく発はつ、火災を起こしたティルトローター機は、

「この機はもうダメだな」

「搭乗員には全員、脱出を許可してあります」

　正雪がぴったりと慶彦に寄より添そう。

　慶彦は草薙剣を掲かかげると、正雪に笑いかけた。剣から漏れ出した「氣」が、ふたりを包み込み、鈍く輝く。

「行くぞ」

　慶彦と正雪が離れた直後、機体は空中分解して四散した。




「千姫さまが!?」

　胸を血に染めた千姫の姿に、宗朗は瞠目した。

「神器による傷じゃ。いまはわれらが『氣』を注ぎ込んでおるから、なんとか一命をとりとめておるが」

「待ってくれ、ぼくが！」

　幸村に代わって、宗朗が千姫の胸に手を当てる。みるみる手も袖そでも血にまみれていく。瞑めい目もくしながら「氣」を送るが、

「……無理、よ、宗朗……かふっ！」

　千姫が話そうとして、口から血を吐いた。傷は肺を貫いて背中まで達している。生きているほうが不思議だった。

「方法はないのか！　なにか、方法が……」

　そう吐き出す宗朗の手に、自分の手を重ねて千姫が目を閉じる。みるみる顔色が青白く変わっていく。

「御姫さま！　イヤです、なんとかしてください！　御姫さまが、御姫さま……！」

　取り乱す半蔵。

　けんめいに「氣」を流し込み続ける宗朗。

　しかしその「氣」が、胸と背中の大穴からどんどん漏れてしまっていることに気が付いている。

「十兵衛、どうしたら……！」

　とうとう十兵衛に問いかけた。

「ひとつだけ、ある」

「それは！」

「『剣妃サムライブライド』だ」

「でも、それは」

　宗朗の脳のう裏りに、帝の言葉がよみがえる。

『「将」は、自らの「剣姫マスターサムライ」すべてと引ひき換かえに「剣妃サムライブライド」を持つことができます。言い換えれば「剣妃サムライブライド」とは、他の「剣姫マスターサムライ」すべての魂を犠牲に生まれるもの』

「『剣妃サムライブライド』なら、大江戸での一戦のおりも、我らの『氣』を十兵衛にあずけることで、顕れたはず」

　幸村は穏便に言葉を選んでいるが、じっさいは戦いの末、十兵衛以外の全員が倒れ、アストラル体を「氣」として十兵衛と同化することで、「剣妃サムライブライド」十兵衛が誕生した。人間でいえば、「剣姫マスターサムライ」全員の死が「剣妃サムライブライド」誕生の条件に等しい。

「同じことがもう一度できるのか」

　宗朗の言葉に十兵衛がうなずく。

「しかしそれには」

「死ぬ必要はない。すでに一度、アストラル体での『剣妃サムライブライド』の誕生を経験している。肉体を捨てずとも、全員の『氣』を集中させれば可能となろう」

　十兵衛の言葉は、しかし重要なことに触れていなかった。

「戻れるのか。『剣妃サムライブライド』となったあと、みんなは」

　宗朗が問うと、

「その保証は、ない。戻れるとしても、全員が無事かは」

　ことに瀕死の千姫の「氣」は微弱で、もっとも生還は難しい。

　しかし、

「やりましょう、宗朗さん」

　真っ先に告げたのは又兵衛だった。

「うむ。それしか手段はあるまい。千を救い、あれなる……」

　幸村が視線を巡らせる。まだ空中には多くの人造「剣姫マスターサムライ」が健在だ。慶彦の指令機が墜落したためか、幸いいまは向かって来ないが、時間の問題だった。

「なにをやっていますの！　それしかないなら、やるだけですわ！」

「ウキュ、キュゥ！」

　兼続と佐助も同意する。

「わたしはかまいません、御姫さまをお助けできるなら、半蔵は死のうがかまいません。どうか、どうか！」

　半蔵の決死の訴えに、宗朗も決意する。

「十兵衛を依代に、みんなの『氣』を集中させるんだ。ぼくも、すべてを注ぎ込む！」

「お待たせ、したんです」

　突とつ然ぜんの言葉に全員が振り向くと、そこに、

「義仙！　おぬし！」

「この義仙も柳生宗朗さまの『剣姫マスターサムライ』。忘れていただいては困るんです」

「戻もどれなくなるかもしれないんだ。それでもいいのかい」

　小さく笑え顔がおでうなずく義仙。眼帯で隠かくれていない方の目が、心なしか潤うるんでいるように見えた。

「これで決まった。いいかい、みんな！」




「慶彦さま、あれを」

「ふむ。宗朗のやつ、『剣妃サムライブライド』とするのを選んだか」

　空中に、慶彦と正雪が浮うかんでいる。黄金の玉のような光が、ふたりを包んで浮かせている。

　その光は、慶彦が手にする草薙剣から生じたもの。

　たったいままで乗っていた指令機が海中に墜落するのを見届けると慶彦は、

「この力の使い方にも、徐じよ々じよに慣れて来たようだ」

　改めて顔を向けるその彼方に、宗朗を中心とした「剣姫マスターサムライ」たちの輪が、やはり黄金の光に包まれて、それがひとりに向かって収しゆう斂れんしていくのを見た。




『お兄ちゃん』

『十兵衛。どこにいるんだ』

『十兵衛さんの中。でも、もうお別れだね』

『なぜだ。いまみんなが力を合わせて、「氣」を集中させてひとりの「剣妃サムライブライド」に』

『その中に、十兵衛はいないの。もともと十兵衛は、間違って生まれてきちゃったんだって。お兄ちゃんの双子の妹になるはずが、生まれて来れなくて、その想おもいだけが残って、十兵衛さんが……お母さんが召還されたときについて来ちゃった』

　宗朗の心の中に響いて来る、妹・十兵衛の言葉。

　京で帝と、十兵衛と話したことと一致する。

『けど、いままでだって』

『ううん。十兵衛の「氣」はすごく小さいの。ケガをしてても千姫さまは「剣姫マスターサムライ」だけど、十兵衛は「剣姫マスターサムライ」でもないんだもん』

　言われてみればそのとおりだった。

「剣妃サムライブライド」となる前提条件の、「剣姫マスターサムライ」にも十兵衛は入っていない。

『でもいままでは。こんどだって！』

『もう、おしまい。十兵衛は、十兵衛さんに生かされてたんだね。でも十兵衛さんも、こんどはもうそんな余よ裕ゆうがないって、わかるよ。だから……ばいばい』

『十兵衛！　行くな、十兵衛！』

『ばいばい、お兄ちゃん。いままで、ありがとう。大好きだったの！　うーんと、うーんと、大好き……』

「十兵衛！」

　叫さけび声ごえとともに、宗朗が目を開く。その目の前に、

「別れは、すんだか」

　十兵衛がいた。

　もちろん「剣姫マスターサムライ」の十兵衛だ。しかしそれまでの白銀の髪ではなく、淡い緋色に戻っていた。もっとも目を惹ひくのは、

「その、姿は」

　まるでウェディングドレスのような、レースとサテンの純白の衣装に包まれていたからだ。

　その腰には、四本もの白い太刀が。

「いま、みなの想いがひとつになって、このわたしがある。この姿もまた、みなの想いを形にしたものなのかもしれぬな。とくに、千あたりの」

「千姫さまの……、それより十兵衛は！　妹」

「あれは、こんどばかりは、助けることができぬかもしれない。千の『氣』も消えそうないま、全員が力を合わせなくてはならないのだ。『剣姫マスターサムライ』として『氣』をあやつれない以上、もうあの子は」

「だけど！」

「どうやらおしゃべりはここまでだ。……来るぞ」

　十兵衛の言葉どおり、海のほうの空から黄金色の玉が近づいて来る。もちろん中にいるのは、

「慶彦さま……それに」

「あれは由ゆ比い正雪か」

　初めて見る組み合わせに、宗朗が目を見張る。

　手にした鬼切りの太刀を、握りしめる。

　それは慶彦たちも同じだった。

「あれが『剣妃サムライブライド』十兵衛か。少しくらいは楽しませてもらえそうだ。正雪」

　慶彦の言葉に正雪が、

「おまかせください。慶彦さまは柳生宗朗を」
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　さっ、と片かた腕うでを上げる。それが合図となって、残りの人造「剣姫マスターサムライ」百四、五十人が宗朗と十兵衛を取り囲んだ。

　正雪も慶彦から離はなれる。

「すべては、将軍・慶彦さまのために。わたしを焼け跡から拾い出してくださり、いままた『剣姫マスターサムライ』としてくださった。その御恩に報いるとき」

　正雪が腕を振り下ろす。

　いっせいに人造「剣姫マスターサムライ」たちが攻撃態勢に入った。二人、四人の編隊で、宗朗たちに波状攻撃をかける。

「来るぞ十兵衛！」

「あれはわたしが引き受ける。おまえには指一本触れさせん」

　そう言うと飛び出す十兵衛。

「武器は！　十兵衛」

　腰の刀だけでは、と思った宗朗が問いかけると振り返り、

「この姿だ。……愛、かな」

　それだけ言って、人造「剣姫マスターサムライ」の真っただ中へ飛び込んでいく。
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「はぁぁああああ！」

　気合とともに、十兵衛の右手が発光し、青白い光が伸のびる。左手も同じで、それは大小の刀だ。

　人造「剣姫マスターサムライ」の背部飛行ユニットを次々両断していく。かと思えば、

「こうか。桜おう花か扇せん舞ぶ昇しよう！」

　手のひらを広げると、そこに扇の形が光で現れる。あおぐように大きく振ると暴風が沸き起こって人造「剣姫マスターサムライ」たちの飛行姿勢を乱す。そこへ、

「爆ばく炎えん穿せん破ぱ！」

　両手を一直線にかまえ、突き出した手の先から稲いな妻ずまを放つ。

　すべての宗朗の「剣姫マスターサムライ」を一体化させた「剣妃サムライブライド」十兵衛は、すべての「属性」と能力を兼ねそなえていた。

「そうか、十兵衛。……ぅぅおお!?」

　だが十兵衛を目で追っていた宗朗を、とつじょ剣戟が襲おそう。

　目の前に黒い影かげ。それまでの黄金色から、真紅に変わった「氣」を放つ、慶彦だ。

　間一髪、手にした鬼切りの太刀で食い止めた宗朗、

「慶彦さま！　退いてください、こんな戦いは無意味です！」

　訴える。

「ひさしぶりだ、宗朗。それにずいぶんと、強くなった。ほれぼれするよ。もう一度言おう。わたしの臣となれ。ふたりでこの日の本を真に治めようじゃないか」

　だが慶彦は聞かない。もとより聞く耳などない。

　慶彦の草薙剣と宗朗の鬼切りの太刀の鍔つば迫ぜり合あいだ。

　鬼切りの太刀には刀身がない。青白い炎がはばきから噴き出して、草彅剣の赤い炎の「氣」とぶつかり合う。

「日の本は、ひとりの絶対的な王が治めるべきじゃない。それは力を使った危険な賭けに繋つながってしまう！」

「ほお。いくらか学んだようだな。ならば、異星から来た稀人の末裔になぜ従う。真に日の本を、われら日の本の人間の手に取り戻さずに、なにが政だ、なにが幕府だ、徳川将軍だ！」

　慶彦の口調が激してくる。

　宗朗の脳裏に、また蘇よみがえって来る帝の言葉。
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『わたしの祖先は、遠い星のかなたから来ました。この地に降りたち、四つの島を征せい伐ばつし、支配しました』

「ぼくは……ぼくとぼくの『剣姫マスターサムライ』は、誰に従うつもりもない。従って戦うつもりも！　ただ帝と、武士は……」

「そうだ。武士は帝の血を引く者。帝の一族から発したもの。それが『将』であり『サムライ』であり『剣姫マスターサムライ』だ」

『わたしたちの一族は先頭に立って戦いましたが、しだいに疲弊し、討たれていきます。そこでわたしたちは、この日の本の民たみと交わり、力を与あたえて戦いを彼らにさせるようにしました。それが武士です』

「帝の力が『将』を作り、サムライを『剣姫マスターサムライ』となす」

「そうだ。平家、源氏など、帝と直接のつながりを持つ武士は『将』となりえた。『将』は国侍と『契約』することで『剣姫マスターサムライ』とする。『将』の力、つまりは帝の力が武士をさらに強くする」

　帝とその一族の血は、日の本の民と交わることで拡散していった。

　男子であれば「将」となり、女子であれば「サムライ」となって現れる。その可能性は、帝に近い繋がりであるほど確率が高い。

『あらぶる武士の力がもっとも強くなったのはいわゆる戦国時代末期、その時代の武士の魂が、もっとも色濃くのちのサムライに受け継がれることとなりました』

「サムライ」少女たちがかつての剣豪、武将の名を持つゆえんだ。

　そしてサムライは「将」と契約することで「剣姫マスターサムライ」となる。サムライが十代の少女にしか顕現しないのはそのためで、いわばサムライであるのは一時的な期間。その間に契約を逃せば、能力を失い、ふつうの女性に戻る。

『サムライ（少女）たちは「将」と交わります。交わって「剣妃サムライブライド」となり、新たな「将」を産むのです』

　そうして「将」の資格は受け継がれていく。

　サムライとの交わりの中で保たれる。

「剣姫マスターサムライ」もまた、「剣妃サムライブライド」となることがなければ、いずれ能力を失っていく。

『しかし長いときを経て、血は薄うすく拡散し、「将」の力はしだいに失われていきました。いまでは徳川将軍だけに「将」の力がある。しかしとても小さく、ひとりかふたりの「剣姫マスターサムライ」を持つのが限界です』

　けっきょく「将」の力は、帝との血の近さで決定づけられる。

　徳川将軍でもない宗朗が「将」の力を持ち、それが異様に強いのは、

「おまえが帝の御落胤ではないかとは、うすうす疑っていた。宗朗、しかし目を覚ませ。それほどの力、われわれのために使え！」

「この力は、戦いのためのものじゃない！　ぼくの『剣姫マスターサムライ』たちも」

「あれだけの『剣姫マスターサムライ』をひとりで持つその力、戦いの中でこそ活かされる。戦って帝を倒せ。異星から来たりて、この日の本を支配する者を滅するのだ！」

　いつからか、慶彦は気づいていた。

　宗朗の力の源に。

　だから宗朗を泳がせ、監視し、その力に対たい抗こうする術も整えた。

　しかし宗朗の力はますます大きくなる。その力は残り続ける。ならば奪うばうか。奪って自分のものとするか、倒たおすしかない。

「わたしのものとなれ、宗朗。日の本はわれら、日の本の民のものなのだ！」

「それでは、天草や阿あ弖て流る爲いや、大おお江え戸どの地下に眠る東国の民と同じです！」

「そうだ。だからわたしは彼らを利用した。そして将軍となる。日の本を真にこの手に取り戻すためにな！」

「そのために彼らの存念を利用したというのですか。彼らは慶彦さまのようにすべてを知らない。それでも、自分たちを滅ほろぼした朝ちよう廷ていへの強い念を持ち続けた。負の念だったとしても、それが彼らを活かし続けたのです。それを、ただ利用するだけで……！」

「すべてはわたしが将軍となるため。将軍となって、帝や御ご所しよをなきものにするためだ。それで彼らの想いもかなう。かなえてやったことになるのだよ」

「そんな、理り屈くつが……！」

　宗朗は合わせていた太刀を引くと、間合いを取る。

　その胸の、

「それが八咫鏡か」

　鏡を慶彦が見み据すえる。続けて、

「大江戸の騒そう乱らんのおり、ひそかにおまえに渡わたされたと聞いている。しかし、鏡はしょせん、防ぼう御ぎよのためのもの。神器の中で最強の力を持つのは、この……！」

　剣をかざした。

　草薙剣が、刀身の赤い「氣」の炎をさらに燃え立たせる。

『その鏡は、宗朗、おまえが持っていてください。三種の神器は強い力を持ち、互たがいにその力を及ぼし合います。かつては三つともに宮中にあったのが、離されたのはそのため。力が強すぎて、さまざまな異変のもとともなるからです。離して、それぞれを安寧のうちに置かねばなりませんでした』

　そのため、鏡は伊い勢せに、剣は熱田に、玉は御所に、それぞれ分けて置かれている。

　剣は熱田神宮の本殿奥深くにあり、決して持ち出すことは許されず、それゆえ神官たちもその姿を見たことさえない。

　慶彦が熱田神宮から草薙剣を持ち出したのは、軍を使って恫喝する、というよりも、ほとんど強奪に等しい行為だった。

　鏡を持つ宗朗に対して、慶彦は剣を持つことで力を対等にまで高めた。

　いや、それ以上に。

「神器は戦いのためにあるのではないはずです。剣といえど、相手を斬り、滅ぼすためのものじゃない！」

「たわごとだ。剣ならば敵を討ち、やまんとするためのもの。おまえの鬼切りの太刀など、この草薙剣の前には露ほどの力もない！」

　慶彦が草薙剣を突き出す。

　宗朗が鬼切りの太刀で受けるが、

「ぅぅっ！」

　青白い光の刀身が、みるみる消えていく。

「鬼切りの太刀は、武家の造りしもの」

　つまりは国侍、日の本の民が作ったものだ。御神刀であっても、帝の神器には比べるべくもない。

　そして慶彦の言う通りに、剣が鏡をも貫く力を持っているとしたら。

　草薙剣の炎が宗朗の喉のど元もとに迫せまる。

　いかに宗朗の身が八咫鏡で守られていても、剣の炎を防ぐ術はない。

　宗朗の危機に気づいた十兵衛は、

「宗朗！　しばし防げ！」

　駆けつけようにも、多すぎる人造『剣姫マスターサムライ』に阻まれて自在な動きができない。

「慶彦さま、お考え直しを……！」

「最後にもういちどだけ問う。わたしのものになれ、宗朗。ともに武家の世を作るのだ。日の本の民による、真の日の本の姿を見たいと思わないか。わたしとおまえならできる。わたしがほしいのは宗朗、おまえだ、け……」

　慶彦の言葉がきみょうに途切れる。

　その胸に、ポツ、と赤い染みができていた。みるみる広がっていく。

「なん、だ」

　振り返る慶彦。その背後に、

「やはり、そうだと思っていました」

　正雪がいた。手に、「氣」の力で造られた短銃をかまえている。

「おまえは……正雪、わたしが」

「目をかけていただきました。負けて傷つき、そのまま死ぬほかなかったわたしを助け、側に置いてくださった。『剣姫マスターサムライ』としてくださり、身体の半分を焼かれて醜みにくい姿のわたしに、お情けまでも。感謝してもしきれません」

「ならば、なぜ」

「そう、なぜなのでしょう。うれしいと思えば思うほど、心が冷えて行くのを止められませんでした。慶彦さまがわたしの向こうに、誰だれが違ちがうお方を見ている。そう思えてしかたなかったのです」

　正雪は両手に短銃を持っていた。

　その片方は宗朗にも向けられている。

「最初はそれがダルタニアンさまだと思っていました。慶彦さまの夢をかなえるために犠ぎ牲せいになったダルタニアンさまをわたしに重ねているのだと。わたしはダルタニアンさまの、醜い代替なのだと。けれどそうではなかった。慶彦さまが望んでいたのは柳生宗朗。いまはっきりとわかりました」

「宗朗、離れよ！　その女はわたしが……！」

　ようやく人造「剣姫マスターサムライ」を振り切った十兵衛が、急降下してくる。

　正雪が十兵衛に向けてふたつとも短銃を放つ。

　ふたつの銃じゆう弾だんはらせんを描えがくように十兵衛を包み込む。しかし十兵衛もまた、みずかららせんを描く軌道で銃弾をすれすれにかわすと、

「矛む鎗そう水すい弾だん！」

　又兵衛の「氣」の必ひつ殺さつ技わざを放つ。

　空中に凝集した無数の水すい滴てきの弾が、いっせいに加速し、銃弾よりも速く飛んで、正雪を撃ち抜く。

「ぁぁぁあああっ！」

　吹ふき飛とばされ、落下していく正雪。

　あとには、心臓を撃ち抜かれ、急速に「氣」を失っていく慶彦が残された。

　それまで身体を包んでいた赤い「氣」の放射がともしびのようにかすかになり、ぐらりと傾く。

「慶彦さま！」

　その慶彦の腕を宗朗がつかんだ。

　それでも落ちて行きそうになる身体を、抱だきかかえる。

「お気を確かに、慶彦さま！　傷は浅いはず」

　宗朗が慶彦の顔を覗き込んで言った。

　どんどん蒼白になっていく顔で慶彦が、

「最期に、こうして触れ合えたな」

　笑う。その唇くちびるからも赤い血が漏れた。

　慶彦の腕もまた、宗朗の背中を抱く。

「だいじょうぶです。ぼくといっしょに地上へ戻りましょう。すぐに手当てを」

「無む駄だだ。この傷では助からない。それより……昔、小さいころはおまえとよく、剣術を」

「しゃべらないでください。……あのころは指南役なのに、ぼくが負けることもしばしばで」

「負けると悔しそうな顔が、よかった」

「はい」

「おまえをずっと、側に置いておけば、よか、った」

　慶彦の視線が宗朗から離れ、空中をさまよう。

「離れよ、宗朗！」

　叫び声とともに、十兵衛がふたりの間に割って入ろうとする。が、

「十兵衛！　慶彦さまを……ぐっ!?」

　遅おそかった。密着したふたりの間、慶彦の草薙剣が宗朗の腹を貫いていた。

「かなわぬなら……いっそふたりで滅する、のみ」

「きさま！」

　体当たりで十兵衛が慶彦を突き飛ばす。もう握っていられないのか、剣は慶彦の手からも離れ、落ちて行く。

「十、兵衛」

「やられた！　慶彦がこれを狙ねらっていたとは！」

　宗朗の腹から、赤い炎が上がり、燃え広がっていく。神器による刀傷は、どれほどの「氣」を注いでも、なすすべがない。

「おのれ、慶彦！」

　いままさに、ゆっくりと空から落ちて行く慶彦に、十兵衛が片手をかざして向ける。その手から稲妻が伸びる、というせつな、

「やめ、ろ、十兵衛……！」

　宗朗が震える手でおさえた。

「なぜだ！　なぜ止める！　……ぇええい！」

　一いつ瞬しゆんのち、電光がほとばしった。しかしそれは、ふたりに向かってくる人造「剣姫マスターサムライ」を薙なぎ払はらうものだった。

「慶彦さまを、助けてほしい。お願いだ、十兵衛」

　宗朗の身体は、すでにほぼ胸までも炎に包まれつつある。

　それでも慶彦を気き遣づかう。

「慶彦は、おまえを殺そうとしたのだぞ！　ええい、寄るな！　おまえたちの相手などしているヒマは……！」

　なおも迫って来る人造「剣姫マスターサムライ」たちを、片手からの「氣」の技わざで押おしとどめ、吹き飛ばす。

　しかし片腕で宗朗を抱きながらでは、いかに十兵衛でも押し込まれつつあるのは否めなかった。

「もういい、十兵衛。ぼくならもう」

「なにを言う！　このわたしの姿を見よ！　おまえと添い遂げるための『剣妃サムライブライド』の姿だ。みなの想いが結晶化した姿なのだぞ！　おまえを地上へ連れて戻る。わたしの……みなの命に代えても！」

　十兵衛が宗朗の身体をかき抱く。

　その周りを取り囲んだ人造「剣姫マスターサムライ」たちがいっせいに攻撃の矢を放つ。

　ちょくぜん、

「ぅ、ん？」

　視界の隅に、新たな黄金の輝かがやきを見つけていた。

　しだいにまっすぐと、こちらへ向かって上じよう昇しようしてくる。十兵衛の目が、驚おどろきの色に変わる。

「あれは」

　長い金色の髪かみが、裸ら身しんを半ばおおっていた。

　その肌はだもまた、光る黄金に彩られている。

「ダルタニアン……」

　宗朗がつぶやく。

　その腕には慶彦を抱きかかえていた。地下研究室のシリンダー槽から解き放たれたダルタニアンだった。

　慶彦もまた、ダルタニアンを困惑したように見上げる。

「なぜ、わたしを。おまえを裏切ったのだぞ。利用するために、人造『剣姫マスターサムライ』を作る、ための」

　慶彦のかすむ目にはもうほとんど見えなくなっていたが、人造「剣姫マスターサムライ」にも異変が起きていた。

　人造「剣姫マスターサムライ」すべての「氣」の供給源とも言えるダルタニアンがよみがえったことで、繋がりを断たれ、急速に「氣」の力もエネルギーも失っていく。

　ひとり、またひとりと、滑空するように墜落していった。

　そうして空に残されたのは、慶彦を抱いたダルタニアンと、宗朗を抱いた十兵衛のみ。

「よかった、ダルタニアン……」

　宗朗はダルタニアンにもっと呼びかけたかったが、もう声もほとんど出ない。

　ダルタニアンが宗朗を見つめる。

　その双眸から涙なみだがこぼれ、頬ほおを伝い落ちた。

「……いつか、そなたのもとへ行きたかった。そなたの腕うでで、我を」

　そこまで言うと、ダルタニアンの視線が慶彦へ落ちる。

「我は、慶彦とゆく」

「なぜ、だ。わたしに復讐したくはないのか。いまなら、たやす、く」

　慶彦の言葉に、ダルタニアンは首を振ふる。

「いまでも我は、そなたの『剣姫マスターサムライ』だ。モン・ジェネラル……」

　それだけつぶやくと、ダルタニアンは涙を見せまいとするように、天を仰ぎ見る。

　輝く身体が、ゆっくりと昇っていく。

　空の上へ。天へと。

「ダルタニアン……慶彦、さま」

　見送る宗朗の目が、ついに開けていられなくなったのか、閉じた。その顔を、十兵衛の手のひらがつつむ。

　いつのまにか十兵衛が宗朗をひざまくらするような、姿勢になっていた。

「眠るのか、宗朗」

「ああ。十兵衛は、キミは降りるんだ」

「なにを言っている。おまえと添い遂げると言ったはず。わたしはおまえの『剣妃サムライブライド』なのだからな」

「ダメだ。みんなを、地上へ」

「無理だよ。おまえの『剣妃サムライブライド』だと言ったろう。わたしの『氣』はおまえから届いている。おまえが……逝ったら、わたしもこのままいられるわけがない。『氣』を失ったこの身は、砕け散るか、消え去るか」

「……そうか、すまない」

　宗朗がけんめいに手を伸ばす。十兵衛の手に、手を重ねた。

「気にするな」

　十兵衛もまた、手を重ねる。しっかりと握にぎりしめた。顔を上げて、

「陽ひが、出て来たようだ」

　曇どん天てんの雲が白く明るくなったと思うと、ひと筋の光が漏もれて長く伸びる。すぐに陽光が空全体に広がった。

　ふたりを包む白金の光はまぶしく、宗朗の学生服までが白く輝く。

「行こうか」

「ああ」







　◆終章







「ちょっと幸ゆき村むら！　お湯が沸いてないじゃない！　千せんを水みず風ぶ呂ろに入れる気！」

　千姫の声が響く。

「なんじゃ、まったく騒々しいのぉ。だいたい風呂釜の番などをわらわにさせるのが間ま違ちがっておろう。わらわは頭脳労働が専門なのじゃからな！」

　幸村が板型電脳の画面から顔を上げて答える。

「お、御お姫ひいさま、タオルが！」

　追いかけて来た半はん蔵ぞうが、あわてて床ゆかからバスタオルを拾い上げた。

　半蔵もそうだが、裸身にバスタオルを巻いただけの千姫。廊下に仁王立ちなのはいいが、足元にバスタオルが解け落ちる。

「なによ半蔵、遅いのよ……って、きゃぁぁあああ！」

「なにをやっておるのじゃ！　これみよがしに乳だの尻しりだの放り出しおって！　そんなに見せたいなら、道で尻振り踊りでもやっておれ！　ヒマな野良猫が見に来るやもしれんわ」

「なによ、そのひどいいいぐさ！　本ばっかり読んでないで、オデコちびちゃんも少しはバストアップの運動でもしたら？」

　千姫が幸村に反はん撃げきすると、

「ふん、どれほど無駄にデカい乳かと思えば、大きいだけでもう垂れておるではないか。イヤじゃのぉ、垂れ乳にはなりたくないものじゃ」

「うっ！　た、垂れてなんていないんだから！　ピチピチのプルップルなんだからぁ！　まぁ、そういう心配のないオデコはいいわよね。ブラなんて一生しなくていいんだし、肩かたこりもなくて羨ましいわぁ！」

「御姫さま、プルップル、は、ちょっと」

「は！　なにがピチピチじゃ！　その無駄にデカい胸に、恥というものは入っておらぬのか！」

「幸村さま、少しお言葉を、その穏便に……」

「なによぉー！」

「なんじゃとぉー！」

　とうとう角突き合わせる、もとい、額と額がくっつくほどの近さで向かい合い、にらみ合うふたり。

　うろたえたり呆あきれたりしながらそばで苦く笑しようする半蔵と又また兵べ衛え。

　そこへ、

「なんですの、さわがしいですわ！　ゆっくり昼寝もできませんことですわ！」

　庭の犬小屋から顔を出す兼かね続つぐ。

「ウキュ、キュゥ！」

　その頭に乗っかっている小こ猿ざるの佐さ助すけ。

「平和、なんです」

　庭木の上から見下ろしている義ぎ仙せん。

　いつもの、柳やぎ生ゆう道場の、それはひとコマだ。

「よぉお！　今日の昼メシはなにかなぁ。ふむぅ、ほぁぁああ！」

「政まさ宗むねさま、そんな大きなアクビ、お行儀が悪いですよ」

「って、なんであんたたちまでいるのよ！　政宗、小こ十じゆう郎ろう！」

「そうじゃ！　兵糧の減りが早くてたまらぬわ！」

　縁側に寝そべりながら大アクビ。

　尻を掻く政宗と、おろおろする小十郎。

　そんなふたりに憤ふん慨がいしつつもため息の千姫と幸村。

「……そういえば、まだなんの消息もつかめていないの？　もう半年よ、あれから」

　口くち喧げん嘩かにも疲つかれたのか飽あきたのか、千姫が漏らす。

「ふむ。次期将軍の慶よし彦ひこが行方不明で、幕府は大混乱じゃ。このまま将軍不在ということになれば幕府も不要。野党も国会で攻勢を強めておるようじゃしの、あんがいこんなところから民主化も実現されるのやもしれぬ」

　幸村が応じれば、

「ダルタニアン、正しよう雪せつも不明。草くさ薙なぎの剣つるぎも回収されていないんだって？」

「剣は、どちらにしても表立っての報道などはなかろう。神器の剣を強引に持ち出した、となれば将軍といえど許されるものではない。ごうごうたる非難にさらされよう。そっちのほうが幕府の危機じゃ」

「宗むね朗あきらは……」

　千姫の口調が陰かげる。

「宗朗、それに十じゆう兵べ衛えもじゃな。いまごろどこでどうしておるやら」

「大おお江え戸ど湾わんの浜辺で目を覚ましたとき、そこにいたのはわたしたちだけでした」

「でも足あとが……あれは宗朗さんの」

「波に洗われて半分消えていましたわ。誰のものだか」

「ウキュ、キュ！」

　全員の間に、硬い空気がただよった。

「されど、じゃ」

　幸村が顔を上げる。

「われらがこのように生還できたのじゃ。宗朗もきっと生きて、どこかにおるはず。なぜなら……」

　顔を伏ふせた幸村が、着物の袖そでを探さぐる。

　袖の中に、錦の巾着に包まれたものがあった。存在を確認すると、

「まさか、これを持っていたとはの。十兵衛が胸元に入れておったようじゃが。授さずかっておったのか、八尺瓊……」

「ちょっと、なにぶつぶつ言ってんのよ！　幸村、あんたなにか千にまた隠かくしてないでしょうね！」

「な、なにも隠してなどおらぬわ！　それより宗朗じゃ。いつまたひょっこり戻って来るやもしれぬ」

　あらためて顔を上げる。

　その表情には、明るさがあった。

「そうね、本当は千だって、みんなだって、生きてるはずがないのにこうしてピンピンしてるんだから」

「宗朗さんも、きっと御無事で」

「十兵衛さんも、ですね」

「はん、それまでここで待っていてさしあげますわ！　とりあえず三食保証していただきますことよ！」

「ウキュ、キャゥ！」

　千姫、又兵衛、半蔵、兼続、それに佐助も、笑え顔がおは作り物ではない。

「それまで。ゆっくりと……ふっ？」

　樹上の義仙の笑えみが、小さな驚きに変わる。

「まったくじゃ。いまにもぶらりと戻って来るやもしれぬしのぉ……ぅん？」

「え？」

「まさ、か」

「……お待ちを」

「もう、ですのぉ？」

「キュキュゥッ！」
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　誰もがそちらへ顔を向ける。道場の玄げん関かんへ近づく気配を感じ取っていた。




　それは、

「戻りましたか。ほう、あの子まで。またしばらくは……そう、ですね」

　遠く離れた京の空までも通じて、御所のその人を、楽しませた。




　そしてここ、伊賀の山中でも。

「柳生、宗朗か」

　それまで見上げていた空から顔を落とし、のっそりと立ち上がる旅装の男。

　白髪交じりの蓬髪を肩まで垂らし、編み笠と長い髪に半ば隠れているが、その右目は眼帯におおわれていた。

　そして男を囲むようにして、同じく旅装の少女たち。

「まいりますか」

「行こう行こう！」

「大江戸の柳生道場にいるんでしょう、その『剣姫マスターサムライ』たちってのが！　すっごい楽しみ！」

　ある者は真剣に、ある者は笑顔で、ある者は歓かん声せいを上げる。

「ああ、ぞんぶんに戦わせてやる」

　男が言う。空を仰あおぐと、編み笠をかぶりなおした。はみ出した口元から笑いとともに、

「兵ひよう庫ごの介すけ、友とも矩のり、それに、連れん也や斉さいもな」

　三人の名が告げられる。

　三人の少女もまた、笑いながら応こたえる。

「はい！　柳生宗むね慶よしさま！」

　四人の歩みがゆっくりと武ぶ應おう学がく園えん塾じゆくへ、柳生道場へと向かっていく。











（完）









あとがき







　終わりました。

　『百花繚乱ＳＡＭＵＲＡＩ ＧＩＲＬＳ』全十七巻、これにて終了です。

　思えば、企画が立ち上がったのが２００８年。フィギュアを作れるようなシリーズを、という編集部の依頼に、以前からぼくがやりたかった、剣豪の名を持つ美少女の伝奇的なアクション・バトルを提案したのが具体的な始まりだったと思います。

　そこから編集部の意見を一部取り入れながら、設定やキャラクターを作っていきました。ほぼ最初のプロットどおりでしたが、伝奇的な要素は学園コメディーの明るさの中にピリッ、と潜む感じに。

　もっとも大きく変わったのは、もともと主人公・柳生宗朗の兄貴分として考えていた真田幸村が、ツルペタオデコロリ軍師になったことでした。正直驚きましたが、逆に、「ああ、そうか！」とこの作品の輪郭、骨格がいっぺんに理解できた気がして、その後の世界観、作品づくりに迷いがなくなったほどです。また、幸村の従者として誰か、と考えていたときに後藤又兵衛を、生徒会の「剣姫」に西洋の美少女を、でシャルル・ド・ダルタニアンの名を挙げていただいたのも助けになりました。又兵衛は幸村と、ダルタニアンは慶彦との関係などから、性格付けなどをしていきました。




　Ｎｉθ先生によるキャラクターデザインもまた、衝撃的なものでした。

　もちろん作家は自分の中にキャラの外見も想像しながら設定しているものですが、それが完全に伝わるわけでも、100パーセント思い通りになるわけでもありません。逆にそれが、ライトノベルの文字と絵のすごくおもしろい関係だと思っています。しかるに、上がって来たキャラデザインの数々は、それはもうすごくすごく楽しく、目を見張る、ときに驚きの連続で、キャラデザインがまたキャラ性を決定づける、高める役割を大きく果たしてくれました。巻が進むごとにＮｉθ先生も『百花』の世界に親しみ、自分のものとされていったようで、新キャラを出してもそのデザインの正確さやキレ味、インパクトには何度も胸躍る思いでした。




　そしてこの『百花』でなんといっても忘れられないのはアニメです。

　最初のアニメ化の話をいただいたのは、まだ２巻が本になっていないころ。そのため、ストーリーとしても最終的に向かう場所、形が完全には定まっていませんでした。そこでアニメは原作と設定やストーリーを共有しながら、一部異なるものになることに。正直、原作の違いに不安を感じる部分はありましたが、できあがってみると、まぎれもない『百花』の世界でありながら、原作の領域をさらに大きく広げる効果をもたらしてくれました。

　もちろん美麗な絵で動き、しゃべる、生きたキャラたちは何にもましてうれしいものでしたし、異なった部分がまた刺激となって、原作にフィードバックされる動機にもなりました。

　アニメの１期と２期、それに小説の全部を、観て読んでくださった方々には、一部異なりながら互いにつかず離れず、融合したり分かれたり、という『百花』ワールドの全貌がよく理解いただけたのではと思います。




　そしてもうひとつ。『百花』ワールドを構成するもっとも大きな要素、キャラクターフィギュアの数々。

　メインヒロインの柳生十兵衛を始め、多くのキャラがフィギュアデビューを果たしました。

　どれもびっくりするほど精緻で、繊細で、かつ画期的で大胆で、原型を担当された原型師のみなさんの技量に心底うならされたし、現在のフィギュア制作技術の高さにも感じ入りました。二次元でもすごいのに、またフィギュアになったときに立体映えする「Ｎｉθデザイン」には、フィギュアを眺めながら何度も驚嘆しました。それになんといってもかわいい！　かっこよくてエッチ、です！




　ほかにもソーシャルメディアや携帯ゲーム機のゲームですとか、カードやマウスパッドなど多くのグッズ、さらには遊技機にまで、『百花』の世界とキャラクターたちは広がって、さまざまに楽しませてくれました。

　いまもまた、新たに上杉景勝のフィギュアが企画され、そのためのＯＶＡも制作されています。

　思い出すだに言い尽くせないほど、とても幸せな作品だったと思います。




　ぼくの作家経験からも、これほど長くひとつの話を書き続けるのは初めてのことでした。それだけにとても勉強になり、さまざまな場面、境地も見せてもらいました。

　そして肝心の『百花』の物語も、開始したころにおぼろげに見えていた着地点を明確に意識し、収束し、終結させることができました。

　ストーリーが終わり、閉じたのに、なんだか依然、いまにも開きそうな、伸びて行きそうにも感じます。

　それもこれも、この物語をここまで引っ張って来てくれたキャラクターたちがさせるのでしょう。展開に詰まったとき、もうダメだと思ったとき、必ず彼ら、彼女たちが道を示してくれました。キャラたちを見つめ直し、整理すると、ああそうか、そっちへ進めばいいんだ、と教えてくれたものです。




　最後に、この作品にかかわってくださったすべての方々、ここまでお付き合いいただいた読者の皆さまに深い感謝を。捧げながら筆をおきます。二〇一四・六月二十三日。奇しくも今日はぼくの誕生日でした。そんなこともきっと何かの導きなのでしょう。

　それではまた何かの作品で、別の機会に再会できることを楽しみに。


すずきあきら
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